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運転するまでに必要となる操作、ごを意が説明してあります。 


走行 • 停止のしかたや、安全運転の方法び説明してあ0まず。 


室内装備を快適にご使用いただくための説明びしてあ0 
ます。 


車のお手入れ-メンテナンスに関するち法が説明してあ0 
ます。 


故障やパンクしたとをなど、万一のとさの対処に関する説明 
がしてあ0ます。 


車の仕様やカスタマイズ機能に関する情報が記載してあ0 
ます。 


本書に記載されている情報を五十音順などのち法で探すこ 
とがでをます。 
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L- 番号； n P . 18曰 
一 U ヤフオグライト* P . 190 


ホ：車両型式などで異なる装備和オプション装備 
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イラストは7人乗り車で代表しています。 
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ー サンバイヴー P . 277 
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—— フ□ントパーソナル 
ライト P . 259 
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ホ：車両型式などで異なる装備和オプション装備 
^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 
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^アクセサリー 
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- カップホルダー P . 268 


ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 
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インストルメント八ネル 
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► ナビゲーシヨンシステム非装着車 



ITOPM015C 
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イラスト目次 


インストルメント八ネル 
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□ 

► 2 TR - FE エンジン搭載車 



:別冊「ナビプーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 
X 2: 別冊「オフ□ー ドま行取扱書」を参照してください。 
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イラスト目次 


インストルメントパネル 



► 1 GR - FE エンジン搭載車 
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クルーズコントロールスイッチ* P . 199 
レーダークルーズコント□-ルスイッチ* P . 203 -J 
" ENTER "スイッチ P . 174 — 

電話スイッチ*- 

メニュースイッチ P . 174 ^ 
I クスイツチ*※1— 



車間距離切りかえ 
スイッチ* P . 203」 

- カメラスイッチ*※1 

オーディオ操作スイッチ 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

XI :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 
別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 
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インストルメント八ネル 
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ドアミラースイッチ P . 93 

オドメーター/卜 U ップメーター 
切りかえボタン P . 1色8 

P メーター照度調整ダイヤル P . 1色8 
エンジン（イグニッシヨン) 

スイッチ P . 1已4 



ラウンジ照明 
調光スイッチ* P . 2巨1」 

プ1」クラッシュブレーキ 
OFF スイッチ* P . 吕34」 

ボンネットオープナー P . 310 J 

給ミ由□才ープナ ー P . 10已」 

へッドライトレべ U ング調整ダイヤル P . 18色」 

フ□ントワイパーデアイサースイツチ* P . 198— 


ホ：車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
^ :別冊「オフ□ー ドま斤取扱書」を参照してください。 
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ラゲージルーム 
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口 



サードパワーシート 

操作部* P . 72 

ル物入れ* P . 294 


ジャッキ P . 37已 


ITOPM023a 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いによ D 、 お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U がのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になった0、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 

雜八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤って 
ふくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼした0、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

•フロントガラス、および運転席.助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりで 
なく、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、ま全運転をむびけて<だ 
さい。 

飲酒運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、旧気をちよおす薬を飲ん 
だとをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!外の自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター' 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそれ 
びありを険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするためのま意事項や 
チヤイルドシートの取り付け方などをまとめた、 r チヤイルドシートの取り付け」 
(一 P . 132)をお読みください。 


[保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 
(法律で義務付けられています） 
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[ランドクルーザープラド取扱書の構成について 


この車には、説明内容ごとに分類された数冊の取扱書び添付されています。 

走行前にそれぞれの取扱書をよくお読みになり、お車を正しくご使用ください。 


取扱書の種類 

主な記載内容 

ランド クルーザー プラド取扱 書 

(本書） 

エンジン始動やドアの解錠-施錠のしかた 
など、車両についての基本的な情報をはじ 
め、シートの操作や室内装備品（グローブ 
ボックスなど）の使用ちまなどを記載して 
います。 

オフ□ード走巧取扱 書 

(別耐 

トランスファースイッチやマルチテレイン 
セレクト（装着車のみ）など、オフロード 
走行用の機能の説明に特化した内容となっ 
ています。また、オフ□ー ド走行を行5際 
の注意事項や、巧ってお < と便利な情報に 
ついても記載しています。 

ナビゲーシヨンシステム取扱 書 

(別冊：装着車のみ） 

メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシス 
テムの使用ち法を説明しています。 
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本書の中の表示について 


[警告-ま意-知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあ D ます。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するためおずお読みください。 


ZL ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明し U がで知つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでくださし V ’ "このよラなこと 
を起こさないでください’’といラ意味を表しています。 



操作を示ずち印 

〇スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
をのしています。 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 


2已 
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スタートシステム . 31 

ワイヤレスリモコン . 43 

ドア（フ□ントドア- 
I 」ャドァ） . 4已 
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バックドアガラス . 已4 

1-3. シート•八ンドル-ミラーの 
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セカンドシート . 61 

サー ド シート 

(7 人乗り車のみ） . 68 

ドライビングポジション 

メモ U -. 78 
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1-4. ドアガラス- ムーンルーフの 


開け方、閉め方 

パヮーウィンドウ . 97 

ムーンルーフ . 100 

1- 已.給油のしかた 

給油口の開けち . 10已 

1-6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 109 

オートアラーム . 110 

1- ス安全にお使いいただくために 

正しい運転姿勢 . 112 

SRS エアバッグ . 114 

モ供専用シート . 123 

チヤイルドシートの 
取り付け . 132 
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イン ナー S ラー . 91 

ドアミラー . 93 

補助確認装置 . 9已 
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1-1 .キーの取り扱い 

キ— 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 

n 電モキー 


-スマートエントリ ー&スター 
トシステムの作動 （^ P . 31) 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 43) 

曰六カ ニ カルキー 
H キーナンバープレート 



(メカニカルキーを使うには 



メカニカルキーを取り出すには、解 
除ボタンを押してキーを取0出す 

使用後はわとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯してください。電子キーの電 
池び切れたとをや、スマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとき、カニカルキーが必要 
になります。 （^ P . 393) 
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-1 .キーの取 0 扱い 


白知識 

■キー ナ ンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万一、メカニ 
カルキーを紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製 
できます。（一 P . 3日 2) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッチび押さ 
れないよラにな管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあ0ます。 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

電モキーは精密機器です。なのことをお守りください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

♦温度の 高いところに長時間放置しない 

♦めら したり超音波洗ミき器などで洗ったりしない 

• 電子キーに金属聲または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電 モキー表面にシールなどを貼らない 

♦テレビ- オーディオ-電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、低周波ミ台療器な 
どの電気医療機器の近<に置かない 

■電子 キーに ついて 

電モキーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことをお守 D ください。 

♦電池 交換時しツ州ま、不用意に分解しないでください。分解•改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用<ださい。 
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-1 .キーの取 0 扱い 


A ミち意 

■キーを 携帯ずるとをは 

電源を入れた状態の電化製品とは lOcm し i (上離して携帯してください。 10 cm 
しツ內だと電化製品の電波と干渉し、正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリー&スタートシステムの故障などで販売店に車両を持つてい 
<とさは 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したとさは 

電子キーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。 
車両に付属している残りの電子キーをすべてお持ちの上、ただちにトヨタ販売 
店にご相談ください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで;欠の操作が行えまず。 


(必ず運転者び携帯してください) 




□ ドアを解錠-施錠ずる 
(一 P ' 32) 

曰エンジンを始動ずる 
(一 P .154) 


且ドアを解錠-施錠ずる 
(一 P ' 33) 

田バックドアガラスを解錠ずる 
(一 P ' 33) 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


フ□ント席ドア八ンドルでの解錠-施錠 



八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後、約3秒間は解錠でさま 
せん。 



ドア八ンドル上側、または下側の 
□ックセンサー部（八ンドルのく 
ぼみ部）にふれ、施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


バックドアスイッチでの解綻-施錠 



"UNLOCK "スイッチを巧して角军 
綻ずる 

施綻操作後、約3秒間は解綻でをま 
せん。 



"LOCK " スイッチを巧して施綻 
する 


バックドアガラスの解錠 



スイッチを巧してバックドアガラ 
スの□ックを解除ずる 

バックドアガラスび少し開きます。 

バックドアび開いているとをは、バッ 
クドアガラスを解錠することはでを 
ません。 （^ P . 54) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I アンテナの位置と作動範囲 

■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 
曰ラ ゲージルーム 外アンテナ 


■作動節囲（電子キーの検知エリア） 

• :ドアの施錠-解錠時/バック 
ドアガラスの解錠時 

フ□ント席ドア八ンドル- 
" UNLOCK " / " LOCK " スイッ 
チ.バックドアガラスオープンス 
イッチから周囲約70 cm じ(内で 
電子キーを携帯している場合に作 
動します。（電子キーを検知してい 
るドア八ンドル/スイッチのみ作 
動します） 

0 :エンジン始動時または 
モード切0か无時 



車内で電子キーを携帯している場 
合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


目知識 — — 

■作動の合図（バックドアガラスの解錠時を除く） 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■オートアラーム について 
スマー トエント U -& スター トシステムで施錠すると、 オー ト アラームび 設定 
されます。（一 P . 110) 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンド V レ上側の□ックセンサー部にふ 
れてち陆綻でさないとさは、上下のロック 
センサー部に同時にふれて<ださい。 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のバッテ U —あびりを防止するため、節電 
機能び働をます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあります。 

-車のが約 2 m しツ内に電子キーを10分し i (上放置した 
•已曰間し:!上スマートエント U —&スタートシステムを使用しなかった 
♦ 14日間上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった場合、 
運転席しツ外での解錠びでをなくなります。この場合は、運転席のドア八ンド 
ルを握る、もしくはワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
タートシステムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライヴーシステムび正 
常に作動しない場合びあります。（対処方法： 一 P . 393) 

• 電モキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器び電子キーの近< 
にあるとを 

参電モキーびなのよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしている 
とを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-小銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 

♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電モキーをなのよラな製品と同時に携帯しているとを 

-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端モ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦バックドアガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 


36 





■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 373) 

♦電モキーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点灯しない 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、なのよラな磁気を発生する電化製品の約1 m 
し U 内に電子キーを置かないで < ださい。 

-テレビ 
-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■システムを正しく作動させるために 

必ず電モキーを携帯した上で、スマートエント U — &スタートシステムを作動 
させて < ださい。 


- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電子キーの検知に関ずる留意事項 

♦車がから操作する場合は、電子キーを車に近付けすざないよラにしてくださ 
し、。作動時の電子キーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検巧さ 
れず、システムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴った 
り、キー閉じ込み防止機能び働かない場合びあります） 

• 電モキーび作動範囲内にあってち、なのよラな場合は正しく作動しないこと 
びあ D ます。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近<や高い場所にある場合 
-バックドアの施錠•解錠時に電テキーび地面の近くや高し觸所にある、また 
は U ヤバンノ 中央部に近付をすざた場合 
-バックドアガラスの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、ま 
たは U ヤバンノて一中央部に近付をすぎた場合 
-電モキーびインストルメントパネルやフロア上、トノカバー（装着車のみ） 
の上、ドアポケット、またはグローブボックス内などに置かれている場合 

♦インストルメントバネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検巧されて車がからのド 
アロックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められるおそれ 
びあるためを意してください。 

■スマートエントリー&スタートシステム特有の留意事項 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し i (がでち施錠- 
解綻でをます。ただし、電子キーを検巧しているドアし:!かでは解錠でさませ 
ん。 


♦電子キーび作動範囲内にある場合に、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量 
の水びかかると、ドアび施錠'解錠することびあります。解錠された場合で 
ち、ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠されます。 

♦電モキーび車室内または車に近い場所にある場合にワイヤレス U モコンな 
どで施錠を行ラと、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びで 
さなくなることびあります。スマートエント U -& スタートシステムで解錠 
でさない場合は、ワイヤレス U モコンを使って解錠してください。 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着用してロックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
ふれて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目が降は□ック動作しません。 
(この設定を変更することびでをます。； 一 P . 41 3) 

♦キーを携帯して洗車等で水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作を 
くり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m し i (上離れた場所に 
な管して、洗車等をしてください。（キーのを難にま意してください） 

♦ま室内にキーびあるとをに、洗車機で洗まするなどして水をドア八ンドルに 
かけた場合、「車室内にキーびあります」といラ警報びマルチインフォメー 
シヨンディスプレイに表示され、車がのフヴーび吹鳴することびあります。 
その場合は全ドアを施錠すれば警報は表示されな<なります。 

♦ ロックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあ0ます。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部の□ックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよ5ミ主意してください。 

■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車かアンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠でをない場合びあります。解錠されなかった場 
合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、再度解錠操作をして、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

♦手袋を着巧してドア八ンドルを握った場合は、解錠び道れたり、解錠されな 
かった0することびあ0ます。 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作のセキユリティ機能 

解錠操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーションディスプレイに警告びま示されたとさは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P. 360) 


警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのよラになります。 


乾化立 
言 □曰 

状況 

対処ち法 

車外から"ピー" 
と10砂間鳴る 

いずれかのドアび開いている 
とさにスマートエント IJ-& 

スタートシステムで施錠しよ 
うとした’X 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠してください。 

すべてのドアび施錠、かつ車室 
内に電子キーびある状態で 
バックドアガラスを閉めた 

バックドアガラスオープ 
ンスイッチを押してバッ 
クドアガラスを開を、車 
室内から電子キーを取り 
出してください。 

車内から"ポー 
ン、ポーン"と鳴 
り続ける 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをアクセヴ1」一 
モードにした（アクセヴ U- 
モードのとを運転席ドアを開 
いた） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを日 FF 

にしたあと、運転席ドア 
を閉めて < ださい。 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にした 

運転席ドアを閉めて<だ 
さい。 


^バックドアガラスのみび開いているときは警報されないため、バックドアガラスの 
閉め忘れにごま意ください。 
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■長期間運面しないときは 

♦盗難防止のため、電モキーを車両から2 m し U 上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U-& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。（一 P. 413) 

■バッテリー脱着時の留意事項 

♦バッテ U- 脱着直樹ま、スマートエント U-& スタートシステムによるドア 
の解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレス U 
モコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦バッテ U- 脱着後、最初のエンジン始動は失敗することびあります。2回目 
し U 降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありません。 

♦車両は常に"エンジンスタートストップ"スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U- 脱着時、車剛まバッテ U- 包まずす前の状態に復帰します。 
バッテ U- を脱着する際は、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にしてから行ってください。バッテ U- 脱着前の"エンジンスタート 
ストップ"スイッチの状態び不明の場合、バッテ U —接続時は特にま意して 
<ださい。 

■スマートエントリー&スタートシステムが正常に働かないときは 

• ドアの施錠.解錠； 一 P. 393 

♦モードの切りかえ.エンジンの始動： 一 P. 393 

■電池び切れたとさは 
一 P. 336 

■カスタマイズ機能 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



スマートエント U —&スタートシステムを非作動にするなどの変更がでさます。 
(カスタマイズー覽： ^P. 41吕） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、車内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 34) から約22 cm し U 内に近付か 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認して < ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレス U モコン 


ドアを施錠-解綻できまず。 

全ドアを施錠ずる 
全ドアを解綻ずる 
バックドアガラスを解錠ずる 
(約]秒巧し続ける） 
ワイヤレス I 」モコンの操作でドア 
ガラス.ムーンルーフ（装着車の 
み）を開閉できるように、設定を 
変更でをます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談く 
ださい。 


口知識 

■作動の合図 

ドア：ブヴーと非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 
バックドアガラス：ブヴーで知らせます。 

■半ドア警告ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、も5—度施錠してください。 

■ブザーの音量調舊 

作動の合図のとをに鳴るフヴーや半ドア警告ブヴーの音量を調整でをます。 
(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 

■オートアラームについて 

ワイヤレス U モコンで施錠すると才ートアラームび設定されます。（一 P . 110) 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 3己 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

一 P ' 37 

■ 解錠操作のセキユリティ機能 

一 P ' 40 

■ワイヤレスリモコンが正常に働かないときは 

ドアの施錠.解錠； 一 P . 393 

■電ミ也が切れたときは 
一 P . 33已 

■カスタマイズ機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア（フロントドア • U ヤドア) 


スマー トエントリ ー& スター トシステムやワイヤレス機能、ドア□ッ 
クスイッチを使って砲綻-解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム 

一 P ' 31 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 43 

■ ドア□ックスイッチ 

n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解錠ずる 




□ ドアを施錠ずる 
曰ドアを解錠ずる 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
錠側になっていても、車内のドア 
八ンドルを引くと開け5れます。 



4已 







































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


(キーを使わずに外側か5フ□ント席ドアを施錠ずるときは 

fcitJ 11 □ックレノ（一を施錠側にずる 
mm 2 ] ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モード、また 
はイグニッシヨン ON モードのとさや、車内に電モキーび放置されてい 
るとさは施錠されません。 

キーび正しく検知されずに施錠される場合びあ0ます。 


I チャイルドプ□テクター 



施綻側にずると、1」ヤ席ドアび車 
内から開かな<なりまず 

お子さまび車内か日 U ヤ席ドアを開 
け日れないようにでをまず。両側の U 
ヤ席ドアを施錯側にしてください。 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I 才ートドア□ック-アン□ック機能 


なの機能を設定-解除ずることびでさまず。 

設定変更のしかたについては、 P . 413を参照してくださし、 


機能 

作動内容 

シフト操作連動 

エンジン回転中にシフトレバーを P から動かすと全 

ドア□ック 

ドアび施錠されます。 

シフト操作連動 
アン□ツク 

シフトレバーを P に入れると全ドアび解錠されます。 

車速感応 
オートドア□ツク 

車速び約 20 km/h L ツ上になると全ドアび施錠されます。 

運転席ドア開連動 
アン□ツク 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にし 
てから約10秒しツ内に運転席ドアを開けると全ドアび 
解錠されます。 


白知識 

■衝撃感知ドア□ック解除システム 

車び前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。衝撃の 
度合いや事故の状況によっては作動しないことびあります。 

■ メカニカルキーでの施錠-解錠 

メカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びできます。（一 P . 393) 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 

■カスタマイズ機能 

キー操作によって解錠されるドアの設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 413) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。特に、運転席は□ックレバーび施錠側になつ 
ていてもドアび開くため、ミ主意してください。 

♦お 子さまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地-ドアと壁などのあいだび狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動きにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にイ呆持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドアの開巧のしかた、□ック①しかた 

バックドア 


バックドアは;欠の方法で施綻-解錠および開けることができまず。 

■バックドアの施錠•解錠 

► スマートエント U — &スタートシステム 
^ P . 31 

► ワイヤレスリモコン 

一 P ' 43 

► ドア□ックスイッチ 
一 P ' 4已 

■バックドアを開けるには 

□ " UNLOCK " スイッチを巧し 
て、□ックを解除ずる 
曰バックドア八ンドルを引いて 
手前に引< 


■バックドアを開けた状態で固定ずるには 

n □ックを解除ずる 
且□ックずる 

バックドアび全開のとさにのみ、 
バックドアステーを□ックするこ 
とびでをます。 

バックドアを閉める前に、必ず 
□ックを解除してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 


バックドアを操作するとをに使用します。 

バックドアを閉めるとさは、バックドアグ 
U ップを握ったまま操作しないでくださ 
い。（必ず外から押して閉めてください） 


バックドアグリップ 



已〇 











1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び投げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあります。走行する前に必ずバックドアび閉まっているこ 
とを確認してください。 

♦走行 龍こパックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わ 
め事故につなびるおそれびあ0を険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりする 
おそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるときは、安全を確認し動かすことを知らせる r 声かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

A ' ックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありまず。 

♦バック ドアステーを□ックしていない状 
態で使用すると、バックドアび急に閉じ 
て重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜地では、平坦な場所よりち 
バックドアの開閉びしにくく、急にバッ 
クドアび開いた0閉じた0するおそれび 
あります。バックドアを開けて作業する 
とさは、必ずバックドアステーを□ック 
した状態で行ってください。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよ5十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から輕く押して閉め 
てください。バックドアグ U ップで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 


♦バック ドアの開閉時は、バックドアステーにふれないでください。 

手を挟んだり、バックドアステーび破損したりして、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦バック ドアにトヨタ純正品!;(がのアクセヴ U —用品を取り付けないでくださ 
し、。バックドアの重量び重くなると、開閉操作のさまたげとなるおそれびあり 
ます。 
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A 警告 

■バック ドアを開けて駐停車ずるとをは 

車両後ちに停止表示板、または停止表示なを置いて<ださい。バックドアび開 
いていると、非常点滅ななどび見えな<なるため、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 


A ミち意 

■バック ドアステーについて 

バックドアには、バックドアの動をを制限するためのステーび取り付けられて 
います。バックドアステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守りく 
ださい。 

♦バック ドアにトヨタ純正品し:!がのアクセ 
ヴ U —巧品を付けない 

♦ステ ーの上に乗ったり、ちのを載せたり 
しない。また、無理な力をかけない 



-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

バックドアガラス 


バックドアは閉じたまま、パックドアガラスのみを開くことびできまず。 

■バックドアガラスの解錠 

► スマートエント U — &スタートシステム 
一 P' 33 


► ワイヤレス機能 
一 P' 43 

■バックドアガラスの開けち 



n スイッチを巧ずとバックドア 
ガラスび少し開く 
曰ツマミを引さ上げてバックド 
アガラスを持ち上げる 

閉めるときは、バックドアガラス 
をゆっくり降ろしてバックドアに 
巧し付け、確実に□ックしまず。 


白知識 

■バックドアガラスについて 

♦なの場合、バックドアガラスオープンスイッチを押してもバックドアガラス 
は開をません。 

-バックドアび開いているとを 

-バックドアび施錠されているとを（この場合、電子キーを携帯していれば 
スマートエント U -& スタートシステムで開くことび可能です） 

♦バックドアガラスはゆっくりと開いてください。 

■リヤワイパー-リヤウォッシャーの作動中は 

バックドアガラスび開くと、 U ヤワイパー-1」ヤウォッシャーび停止します。 
バックドアガラスを閉めると、作動び再開します。 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■バックドアガラスを閉めたあとは 

バックドアガラスび確実に□ックされていることを確認してください。確実に 

ロックされていないと、 U ヤワイバー-1」ヤウォッシャーび正常に作動しなく 

なります。 

■キー閉じ込み防止機能について 

♦すべてのドアび施錠されている場合、車室内に電子キーを置いたままバック 
ドアガラスを閉めると、警告音び鳴ります。この場合、バックドアガラス 
オープンスイッチで開けられます。 

♦すべてのドアび施錠されている状態で、予備のキーを車室内に入れたとを 
ち、キー閉じ込み防止機能び働き、バックドアガラスを開けることびできま 
す。盗難防止のため、車から離れるとさは必ずすベての電子キーを携帯して 
<ださい。 

♦すべてのドアび施錠されている状態で、車室内にキーを置いていてち、電子 
キーび置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、車室内の電子キーを検 
巧でをないことびあります。この場合は、キー閉じ込み防止機能び働かず、 
バックドアガラスを閉めたとさに施錠されてしまいます。バックドアガラス 
を閉めるとをには、必ず電子キーの所在を確認してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアガラスの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアガラスを開ける前に、バックドアガラスに貼り付いた雪や氷などの 
重量物を取り除いてください。開いたあとに重みでバックドアガラスび落下す 
るおそれびあります。 

♦バック ドアガラスを開閉するとさは、十分に周囲のま全を確かめてください。 
♦人び いるときは、安全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアガラスび風にあおられ、勢いよく開いたり開じたりするおそれびあ 
ります。 

♦ダン パーステーを持ってバックドアガラスを閉めたり、ぶら下びったりしない 
でください。 

手を挟んだり、ダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

♦バック ドアガラスにトヨタ純正品し U がのアクセヴ U —用品を取り付けないで 
<ださい。 

バックドアガラスの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびありまず。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアガラ 
スび落ちて重大な傷害を受けるおそれび 
あります。 

特に傾斜地では、平坦な場所よりちバッ 
クドアガラスの開閉びしにくく、急に 
バックドアガラスび開いた0開じた0す 
るおそれびあります。必ずバックドアガ 
ラスび全開で静止していることを確認し 
て、使用してください。 
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A 警告 

♦バック ドアガラスを閉めるとさは、指など 
を挟まないよラ十分ま意してください。 


♦バック ドアガラスは必ず外から軽く押して閉めてください。 

♦お テさまにはバックドアガラスの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアガラスび作動したり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだ 
りするおそれびあります。 

■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアガラスを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアガラスび車がのちのにあたったり荷物び巧 
げ出されたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。走行する前に必ずバックドアガラスび閉まって 
いることを確認してください。 

♦走行 前にノ（ックドアガラスび確実に□ックされていることを確認してください。 
バックドアガラスび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアガラスびま 
然開を、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 



-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ミち意 

■ダン パーステーについて 

バックドアガラスにはバックドアガラスを支えるためのダンパーステーび取り 
付けられています。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため;欠のことをお 
守り <ださい。 



♦ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 


♦ロッ ド部を軍手などでふれない 



アクセヴ U —用品を付けない 


♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

フロントシート 


■マニュアルシート 



□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
□ シート全体の上下調整 
□ 腰部硬さ調整& 

(ランバーサポート） 
運転席のみ 


rrN13M002 






-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


■パワーンート 



□ 前後位置調整 
且 U クライニング調整 
0クッション前端の上下調整 ’X 
□ シート全体の上下調整 X ’ 

且腰部硬さ調整 ’X 
(ランバーサポート） 

^運転席のみ 


A 警告 

■リク ライニング調舊について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

必要し U 上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり、肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦マニュアル シート装着車は、シート調整後はシートびをちんと固定されている 
ことを確認してください。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

セカンドシート 


U クライニング調整 


□ 1」クライニング調整 
曰前後位置調整 


[ヴー ドシートへの乗り降り （7 人乗り車） 

■乗車ずるとをは 

サードシートへ乗り降りずるとさは、次の手順で目力手席のセカンド 
シートを移動しまず。 


U クライニングレバーをいっぱい 
まで引を上げる 

背ちたれび前に倒れて、シートを前ち 
に移動することびでをまず。 

サードシートに柔り込んだあとは、 
シートを後方に動かし、背ちたれを起 
こします。 



■己人柔り車 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


■降りるときは 



背をたれの背面にあるレバーを 
いっぱいまで引さ上げる 

背わたれび前に倒れて、シートを前方 
に移動することびでをます。 

車か5降りたあとは、シートを後ちに 
動かし、背ちたれを起こしまず。 


I シート尸レン ソ^ 挺 作 をれ •つ目 III し 

ラゲージルームを拡大（已人乗り車のみ)、またはセカンドシートを前倒 
し （7 人乗り車のみ）ずる前に、次の手順で準備を行ってください。 

巨圆で車を安全な場所に駐車ずる 

しっかりとバーキングブレーキをかけ、シフトレバー(一口.1已 9) を P 
にしまず。 

巨画回フ□ントシートの位置-背をたれの角度を調整ずる（一 P . 已日） 
フ□ントシートの位置によっては、背わたれび後方に倒れていると、セ 
カンドシートの操作時にあたる場合びあ0まず。 

中央席シートベルトのバックルを 
バンドで固定する （5 人乗り車のみ) 


IT013M154a 

巨画互へッドレストを下げるレ P . 81) 

巨 M 司セカンドシートのアームレストを引き出している場合は、格納ず 
る（一 P ' 291) 



巨呂 



























1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


固画互トノカ八一を取り付けてある場合は、取りはずず 
( トノカバー装着車のみ： 一 P . 296) 


[ラゲージルームの拡大（已人乗り車のみ） 


セカンドシートのクッシヨンを引き起こして、ラゲージルームを拡大ず 
ることびでさまず。 


ラゲージルームを拡大ずるとをは 




□ック解除ストラップを引いて 
シートクッシヨンを引き起こず 


背ちたれを手で支えなびら□ック 
解除ボタンを巧して □ ックを解除 
し、背ちたれを前方に倒ず 

□ックび巧実に解除されるまで、ボタ 
ンを下に巧し込んでください。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■をとにちどずとさは 

背ちたれを起こして固定ずる 
背ちたれび確実に□ックされたこと 
を確認してください。 




シートクッシヨンを降ろし、クッ 
シヨン先端部を押さえ付けて□ッ 
クする 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


I セカンドシートの前倒し （ 7人乗り車のみ) 


前倒しレバーをいっぱいまで引定 
上げたまま、背ちたれを前方に倒す 


曰知識 


中央席の前倒しレバーをいっぱいまで引を 
上げると、中央席のみを前倒しすることび 
でをます。長い荷物を積む場合に便利です。 

もとにもどすときは、□ックされる位置ま 
で中央席を引を起こします。 


■前倒ししたあと、背ちたれが引を起こせない場合は （7 人柔り車の運転席側シート) 

n 背ちたれの先端を押し込んで、中央席の 
シートベルトをゆるめる 

B シートベルトを少し巻を取らせてシート 
ベルトのロックを解除する 



中央席の前倒しについて 





巨已 























-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


A 警告 

■セ カンドシートを操作ずるときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中にセカンドシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラを意する 
■ リクライニング調整について 
背ちたれを必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けたり、 
肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 

■シートを ちとにちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶ D 、 確実に固 
定する 

已人柔 D 車ではシートび確実に固定され 
ていない場合、ボタンのまわりに赤色び 
見えます。赤色び見えていないことを確 
認してください。 


♦シー トベルトを挟み込まないよラにする 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A ミち意 

■シ ートを操作ずるときは 

♦可動 部や結合部に手や足などを挟まないよラにミち意してください。 
♦シートに 人び乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 


運転する前に 
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1 - 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ヴードシート （7 人柔り車のみ） 



U クライニング調整 

(ヴードノ（ワーシート装着車のみ) 


I ヴードシートを格納ずる前に 

巨画田車を安全な場所に駐車ずる 

シフトレバーを P にし （^ P . 159).しっかりとバーキングブレーキを 
かけまず。 （^ P . 16日） 


サー ド シー トの シー トベルトを格 
納する 

シー トベルトを シー トベルト八ン 
ガーに挟み、 八ン ガーの 巧部に プレー 
卜を挿し込みます。 


na 互セカンドシートの位置-背ちたれの角度を調整ずる（一 P . 日1 ) 
セカンドシートの位置によっては、背ちたれび後方に倒れていると、サー 
ドシー 卜の格納時にあたる場合びあ0ます。 

ラゲージルームをフルフラットにする場合は、「セカンドシートの前倒 
し」 UP . 6巳）の手順で、セカンドシートを前倒しの状態にしまず。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


[ヴー ドシートの格納（ヴードマニュアルシート装着車） 


サードシートを手動でフ□アに格納し、ラゲージルームをフラットにず 
ることびでさまず。 

■格納ずるには（バックドア側か5操作ずるとを） 

へッドレストを下げる 

解除ボタンを巧しなび日、へッドレス 
卜を巧し下げます。 




背をたれ背面のレノ（一を引< 

シートクッシヨンと背もたれの□ッ 
クび同時に解除され、シートクッシヨ 
ンび自動でフ□アに格納されます。 



シートクツシヨンび格納されたの 
を確認し、背ちたれ背面のレバー 
を引さなびら背をたれを前に倒ず 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


格納ずるには（車室内か5操作ずるとを) 




へッドレストを下げる 

解除ボタンを巧しなび日、へッドレス 
卜を巧し下げます。 


シート下部にあるレノ（一を引く 
□ツクび解除され、シートクッシヨン 
び自動でフ□アに格納されまず。 


シートクツシヨンび格納されたの 
を確認し、へツドレストの横にあ 
るレバーを引をなびら、背ちたれ 
を前に倒ず 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■をとにちどずには 




背ちたれを起こず 

車室内か日へッドレストの横にある 
レバーを引いて□ックを解除したあ 
と、固定される位置まで背わたれを起 
こします。 


グ U ップを手前に引いて、シート 
クッションを引さ出ず 


臣画回シートベルトををとにちどず 

格納したときとをの手順で、シートベルトをちとにもどします。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


I ヴードシートの格納（ヴード/ (ワーシート装着車) 

スイッチ操作で サー ド シー トをフ□アに格納し、ラ ゲージルームを フ 
ラットにずることびでさまず。 


■スイッチの位置 



n 復帰スイッチ（運転席側用） 

曰格納スイッチ（運転席側巧） 
a 復帰スイッチ（助手席側用） 

Q 格納スイッチ（助手席側用） 

シート横またはバックドア横の、どち 
日側のスイツチでも同様に操作する 
ことびでをます。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


格納ずるには 



ぶ* 


を巧し続ける 




ブヴーび吕回鳴ったあと、背わたれ 
び前ちに動をます。作動中は、スイッ 
チか5手を離さないでください。 

ブヴーび2回鳴0、背わたれび垂直 
付 おで自動停止します。自動停止後、 
スイッチから手を離します。 

^1」クライニングスイッチによ0、背 
ちたれを最前方にしてあるとをは、 


Eiiial か日作動を開始します。 



を巧し続ける 


巧のように作動しまず。作動中は、ス 
イッチか日手を離さないでください。 

□ プヴーび2回鳴ったあと、背を 
たれの前倒し作動び開始し、 
シートクッシヨンび自動でフロ 
アに格納されまず。 

曰背ちたれの前倒し作動に合わせ 
て、へッドレストび自動で前に 
倒れ、皆をたれび完全に前に倒 
れまず。 

格納作動び完了すると、ブヴーび2回 
鳴0、自動停止します。自動停止後、 
スイッチか5手を離します。 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


■ちとにちどずには 



ジし を押し続ける 

ブヴーが2回鳴ったあと、背わたれ 
とシートクッションび作動開始しま 
す。作動中は、スイッチから手を離さ 
ないで < ださい。 

復帰作動が完了すると、ブヴーが2回 
鳴0、自動停止します。自動停止後、 
スイッチから手を離します。 



へッドレストをもとにもどす 
へッドレストを引き起こします。 


HM 互シートベルトをもとにもどす 

格納したときと逆の手順で、シートベルトをちとにちどします。 


白知識 

■サードシート格納時の作動条件（ヴードパワーシート装着車） 

"エンジンスタートストップ"スイッチが日 FF 、 またはイグこッシヨン日 N 
モードで、シフトレバーの位置が P にあるとを 

■サードシートの格納作動中は（サードパワーシート装着車） 

作動開始後は、自動停止するまでスイッチから手を離さないで<ださい。 
スイッチから手を離すと作動が中断し、ブヴー（連続音）が鳴ります。 

再度スイッチを押すと、ブヴーは止まります。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■警告ブザーが鳴り続けて止ま S ない場合は（サードパワーシート装着車） 

システムに異常び発生すると、"エンジンスタートストップ"スイッチびイク' 
ニッシヨン ON モードのあいだ、警告ブヴーび鳴り続ける場合びあります。 
その際は、なの操作を行って<ださい。 

H 11 团 1 I 。しを押し続けてシートを復帰する 


ESHai 2 1ぶ g を押し続けてシートを格納する 

各操作時は、シートび自動停止してブヴーび2回鳴るまで、スイッチから手を 
離さないで < ださい。 

し U 上の処置で警告ブヴーび止まらないとさは、続けて;欠の操作を行ってください。 
fejtill 31 。し を押し続けてシートを復帰する 

お腫41 ジしを押し続けた状態のまま約10秒し U 内に づ を已回押す 

ブヴーび3回鳴ったあと、連続で鳴り続けます。 
taitai 日 I 再度 IE ヨ麵 1 I 〜 IE 3 BII 2 1の操作を行ラ 

し U 上の処置を行ってち異常び解消しない場合は、トヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


A 警告 

■サード シートを操作ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中にヴードシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦倒した 背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラを意する 

■ リクライニング調整について（サードパワーシート装着車） 

背ちたれを必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けたり、 
肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 

■サー ドシートを格納ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦操作 前に必ず、シート周辺に人や荷物などびないことを確認する 
♦操作は ゆっくり行ラ（ヴードマニュアルシート装着車） 

♦シー ト可動部分には絶巧に手や足などを入れない 
♦お テさまにシートの操作をさせない 

♦シート クッションだけを格納した状態で使用しない 
(ヴードマニュアルシート装着車） 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シートを ちとにちどしたあとは 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 
(ヴードマニュアルシート装着車） 

♦シー トベルトを挟み込まないよラにする 

♦シー トベルト八ンガーから、シートベルトをもとどおりに取りはずしてあるか 
確認する 

♦へッ ドレストをちとどおりに起こす（サードパワーシート装着車） 


A ま意 

■シ ートを操作ずるときは 

♦可動 部や結合部に手や足などを挟まないよラにま意してください。 

♦シー トに人び柔つている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ドライビングポジシヨンメモリー* 


お好みのドライビングポジション（運転席-八ンドルの位置）を登録 
して、ワンタッチで呼び出ずことができまず。また、ドアの解錠と連 
動させることちでさまず。（メモリーコール機能） 

ドライビングポジションは2パターンまで登録できまず。 

■ ポジションの登録 

お M 11 " エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッション 
ON モードにずる 


固画 互運転席-八ンドルをお好みの fii 置に調整ずる 



" SET " ボタンを押しなび日、 
または " SET " ボタンを巧し 
たあと3秒じ(内に、1〜2のラ 
ち登録したいボタンをブヴーび 
鳴るまで巧ず 

すでに同じボタンに登録されてい 
る場合は、上書きされます。 


■ ポジシヨンの呼び出し 

シフトレバーび P の位置にあることを確認しまず。 


iium " エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
ON モードにずる 



1〜2のラち呼び出したいポジ 
シヨンのボタンをブヴーび鳴る 
まで巧ず 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















































1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


f ドアの解錠と連動させるには（メモリーコール機能) 

登録させたいキーのみ携帯し、シフトレバーを P にして運転席ドアを閉 
めて < ださい。 

車内にキーび2つじ(上あると、正確に登録でさません。 

巨 M ]]" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードにし、 連動 させたいポジシヨンを呼び出ず 

呼び出したポジシヨンのボタンを 
巧しなびら、ドア□ックスイッチ 
の施綻側または解錠側をブヴーび 
鳴るまで巧す 

スマ ー ト エン ト IJ 一&スター トシス 
テム、またはワイヤレス1」モコンでド 
アを解錠して運転席ドアを開けると、 
ドライビングポジシヨンび呼び出さ 
れまず。 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


口知識 — 

■ ドアの解錠との連動を解除ずるには 

解除させたいキーのみ携帯してください。 

車内にキーび2つし:!上あると、正確に解除でをません。 

feiltJ 1 I " エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッション ON モード 
にする 

feiltii 2 I " SET " ボタンを押しなびら、ドア□ックスイッチの施錠側、または 
解錠側をブヴーび鳴るまで押す 

■柔車前に D 乎び出ずには 

運転席ドアを開け、180秒し:!内、または運転席ドアを閉め己0秒しツ内に呼び出 
したいポジションのボタンを押すと、シートの位置び調整されます。八ンドル 
の位置は、"エンジンスタートストップ’’スイッチを押すと調整されます。 

■ ポジションの D 乎び出し作動を途中で止めるには 

なのいずれかの操作をします。 

♦ " SET " ボタンを押す 


♦1 または2のボタンを押す 


♦シート調整スイツチを操作する（シートのみ作動停止) 


A 警告 

■シート 調舊時の警告 

シート調整時は、シートびセカンドシート乗員にあたったり、運転者の体び八 
ンドルに圧迫されたりしないよラを意してください。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 


■サードパワーシートを除く 

□ 上びる 
曰下びる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


ストラップを引くと、ヘッドレ 
ストび前に倒れまず。 

もとにもどすときは、 へツ ドレス 
卜を引を上げます。 


[アクティブヘッドレスト（フ□ント席) 


後方か5衝突された際、乗員の腰 
びシートバックを巧ずことで、内 
蔵された機構び作動し、ヘッドレ 
ストび斜め上方に移動しまず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


曰知識 


■へッドレストを取りはずずときはけードパワーシートを除く） 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■ヘッドレストの高さについて‘ 



必ずへッドレストの中;こ、び両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 

巳人柔り車のセカンドシートおよび、7人 
柔〇車のセカンドシート中央席.サード 
シートを除< 


■セカンドシート※2 • サードマニュアルシートのへッドレストの使用について 

使用するとをは、常に格納位置（へッドレス 
卜び最も下びった位置）から"カチッ"と音 
びずるまで上げた位置にしてくださしんまた、 
へッドレストを押し下げ、確実に固定されて 
いることを確認してください。 

^2 7人柔〇車の左ち席を除< 



■サードパワーシートのへッドレストの使用について 

シートを使用するとをは、必ずへッドレストを起こした状態にしてください。 

■アクティブへッドレストについて 

背ちたれに弱い衝撃を受けてちへッドレストび動く場合びありますび、故障で 
はありません。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 

♦サード シートに乗車するとをは、必ずへッドレストを起こした状態にする 
(ヴードパワーシート装着車） 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にすベての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してください。 


正しく着用するには 


ITN13M026 


■着けち•はずしち 



• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 

曰ベルトを解除ずるには、解除 
ポタンを巧ず 



シートベルトの高さ調節（フ□ント席•セカンドシートが側席) 



□ 解除ボタンを巧しなび日、ア 
ジャスターを下げる 
曰アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして<ださい。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方-側方から強い衝突を受けた 
とき、シートベルトを引き込むこ 
とで適切な秉員拘束効果を確保し 
^ 〇 

前ち-側ちからの衝撃が弱いとをや、 
ラしろからの衝撃のとをは作動しな 
い場合があ0ます。 


I プリクラッシュシートベルト（フ□ント席）* 

プリクラッシュセンサーにより衝突物が検知され、衝突が避けられない 
と判断したとき、衝突の前にフ□ントシートベルトを巻き取り、プ U テ 
ンシヨナーの効果を高めます。 

急ブレーキをかけたとをや、車がコント□ールを失ったとさわ同様に作動します。 
(^ P . 232) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


口知識 — — 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったときべルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引き出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを 
きさちどし、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでさます。 


医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 84) 

妊娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけな 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 



■疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着用して<ださい。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車の シー ト ベル トは、 シー ト ベル トを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、（一 P .123) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 84) 


■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おモさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまはセカンドシートまたはヴードシート （7 人乗り車のみ）に座らせて 
シートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 

♦ヴー ドシート （7 人乗り車のみ）のシートベルトを使用するときは、シートベ 
ルトびシートベルト八ンガー(一 P . 68) にかかっていないことを確認する 

■お 子さまを柔せるときは 

お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのようになってしまい、バックルもはずせない場合は、八 
ヴ5などでシートベルトを切断してください。 



87 





-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラまく巧し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取0付けや取りはずし-分解-廃棄など 
は、トヨタ販売店がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告打び点なします。その場合は、シートベルトを再使用することびでを 
ないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


バンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 

■ 手動での調整 

(マニュアルチルト&テレスコピックステアリング装着車） 



八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 



八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びホ定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


電動での調整 

(電動チルト&テレスコピックステアリング装着車） 

スイッチを操作ずると、八ンドルび次のよラに動きまず。 

n 上方へ 
曰下方へ 
0前方へ 
□ 手前へ 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


[才ートアウェイ&才ートリターン機能* 



" エンジン スター トストップ" 
スイッチを OFF にずると、柔り降 
りびしやずいよラに八ンドルび動 
さまず。 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチをアクセサ I 」ーモードまたは 
イグニッシヨン ON モードにずると、 
ちとの位置にちどります。 


白知識 

■パンドル位置調整の作動を件（電動チルト&テレスコピックステア U ング装着車) 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニツシ ョン ON モードのとを 

■ /\ンドル位置の自動調舊 （ ドライビングポジションメモリー装着車） 

お好みの八ンドル位置をドライビングポジションメモ U —に登録すると、自動 
で調整されます。（一 P . 78) 


A 警告 

■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで < ださい。 

運転を誤0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■/\ン ドル位置を調舊したあとは 
(マニュアルチルト&テレスコピックステアリング装着車） 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

インナー5ラー 


■マニュアル防腔ミラー 

後続車のライトびまぶしいとさは、レバーを操作して反射光を減少 
(防に）でさまず。 



n 通常使用時 
曰防に時 


自動防にミラー 

自動 （ AUTO ) モードにしておくと、センサーび後続車のライトを 
感知し、自動で反射光を減少させまず。 



自動モードの ON • OFF を切り 
か又る 

自動モードのとさはインジケー 
ターび点なします。 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチをイグニッション ON 
モードにしたとをは、'ラーは常 
に自動モードになっています。 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


目知識 — 

■センサーの誤作動防止（自動防眩5ラー装着車) 



センサーの誤操作を防ぐため、センサーに 
面れたり、センサーを覆ったりしないでく 
ださい。 


A 警告 
■運 お中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 

調整ずる S ラーを選ぶには、ス 
イッチを巧す 

D 左 

曰ち 


ミラーの鏡面を調整ずるには、 
スイツチを巧ず 

D 上 

曰ち 
0下 
Q 左 


I ドアミラーを格納ずるときは 


ボタンを巧してドアミラーを格納 
する 

ちう一度巧ずと、ちとの位置にちど0 
ます。 
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-3. シート-八ンドル. 5ラーの調整のしかた 


目知識 

■作動を件 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニッシヨン ON モードのとを 

■ 5 ラーび量ったとさは（ミラーヒーター装着車） 

5ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。（一 P . 2已 7) 


A 警告 

■走行して いるときは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

走行前におず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
しく調整する 

■5 ラーび動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびをしたり、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ S ラーヒーターび作動しているときは（ミラーヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるので面れないでください。 
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1- 五シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

補助確認装置申 


発進時またはごく低速時に、車両前面と助手席側車両側面を確認ずる 
とさに役立ちまず。 



S ラーび動いてしまったとさ 
は、突起とマークの位置を合わ 
せて、 S ラーの位置ををどしま 
す。 


曰知識 


■ミラーに映るおよその節囲 

身長-シートの位置により、確認でをる範囲は異なります。 

□ 地面び視認でさる範囲 



曰地上約1 m の高さまで視認でさる範囲 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















































-3. シート-八ンドル. 'ラーの調整のしかた 


A ミち意 

■補助® 認装置について 

♦補助 確認装置の鏡面部に巧れび付着しているとをは、やわらかい巧などを使用 
してミちれをふさ取ってください。 

♦車両 直前-直左部や後ちの確認は、直接確認するかインナー5ラー-ドア5 
ラーなどち併巧し十分注意して行ってください。 
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1-4. ドアガラス-ムーンルーフの開けち、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 

□ 閉める 



0自動全閉 X ’ 

0開ける 
Q 自動全開 X ’ 

途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧すと、運転席 LU がの 
ドアガラスび作動不可にな0ま 
す。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


口知識 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
■" エンジンスタートストップ"スイッチ OFF 後の作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF に 
したあとでも、約43秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに 
運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


■挟み&み防止機能 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■パワーウインドウを閉めることびできないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いときは、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行ってください。 

♦まを停止し、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードの状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続 
けることでドアガラスを閉めることびでさます。 

♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

feirfi 11 パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを6砂間引を続ける 

m 互パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドア 
ガラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 

fe 曲曲 3 1再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引き続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。し i (上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

■カスタマイズ機能 

ドアキー連動開閉機能などを設定することびでをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラに声かけを 
してください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあります。 

■挟み込み 防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕-頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し、場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 


A ま意 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことをお守りください。 

♦運転席 スイツチと他のドアスイツチを同時にをち向に動かさない 
• ドアガラスの全開-全開後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 

—ンルーフ* 


頭上のスイッチでムーンルーフを開閉-チルトアップ/ダウンずるこ 
とがでさまず。 


■ 開閉 



■チルトアップ/ダウン 



n ムーンルーフを開く ’X 

全開の手前の位置で止ま0ます。 
(風切音の低減機能） 

全開にしたいとをは、スイッチを 
もラー度押してください。 

曰ムーンルーフを閉める& 

^途中で停止するとをは、ムーンルー 
フスイッチを軽く押します。 

n チルトアップ ’X 
曰チルトダウン ’X 

%途中で停止ずるとをは、ムーンルー 
フスイッチを軽く押しまず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


白知識 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ OFF をの作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U- モードまたは OFF に 
したあとでち、約43砂間は操作でをます。ただし、そのあいだに運転席ドア 
を開閉すると作動しなくなります。 

■挟み込み防止機能 

ムーンルーフを閉めるとを、またはチルトダウンするとをに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開をます。 

■サンシエード 

手動で開閉でをます。また、ムーンルーフび開くと連動して開をます。 

■閉め忘れ警告ブザー 

" エンジンスタートストップ’’スイッチび OFF で、ムーンルーフび開いてい 
ると、運転席ドアを開けたとさにブヴーび鳴り、メーター内のマルチインフォ 
メーシヨンディスプレイにメッセージび表示されます。 

■カスタマイズ機能 

ドアキー連動開閉機能などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 413) 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


■ムーンルーフが正常に閉ま5ないとさは 

下記の操作を行って<ださい。 

♦閉まるときに反転し、閉じ切6ない場合 


E 迅田11 1きを停止ずる 
へ 

feifrfi 2 I ^の" V "側を押し続ける^ 

ムーンルーフび閉じ、再び開を、 10 秒間停止します。 x‘2 
その後再び閉じ、チルトアップし、1秒間停止します。 

チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 

tm 31ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離ず 

♦チル ト ダウン時に反車云し、閉じ切 5 ない場合 


IE 3 BII 1 I きを停止する 




な 


の" A " 側を押し続け x ‘ l ムーンルーフをチルトアップ位置 


にする 


E 却[ホ 3 I 


な 


から一度手を離し、再度" A " 側を押し続ける’^ 


ムーンルーフびチルトアップの状態で10砂間停止し、 ‘ X 2 微調節後 
1砂間停止します。チルトダウン後、し b たん開いてから閉じます。 

ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離ず 


途中でスイッチか日手を離すと、最巧か5や0直しとな0まず。 

10秒間停止したあとにスイッチか日手を離すと、それしツ降オート作動でさなく 


なります。その場合は、の" V ’’または、 


な 


の" A " 側を押し続けてくださ 


い。ムーンルーフがチルトアップし、1秒間停止します。その後、チルトダウン 
し、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフが完全に閉まったことを確認し 
たら、スイッチから手を離してください。 


政上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


A 警告 


■ムーン ルーフを 開けているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ムーン ルーフを 開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、骨巧など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


> ムーンルーフを開閉や、チルトダウンす 
るとさは、柔員の手•腕•頭-首を挟ん 
だり巻を込んだりしないよラにま意して 
ください。 

> おテさまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻を込まれた 
りするおそれびあります。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉め方 


A 警告 

■挟み a み防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手'腕'頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないよラに注意して < ださい。重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油ずる前に 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にして<ださい。 

■ 給油□の開けち 



オープナーを 上げて、給油口を 
開ける 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



キャップを八ンガーにかける 



10已 
































-已.給油のしかた 


(給油□のキャップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
ちど0ます。 


曰知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値) 
87 L 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前にはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ボデーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火巧で燃料に弓 I 火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<0開ける 

キャップを開けるときは、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返すおそ 
れびあ0ます。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して乂巧を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦正常に 給ミ由できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品けがのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.給油のしかた 


A ミち意 

■給油ず るときは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン.軽ミ由-灯油-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6 .盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーむ外で 
はエンジンを始動できません。 


" エンジンスタートストップ" 
スイツチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知日せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 


白知識 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なつているとさや接近しているとを 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 3已 


/!\ ミち意 — 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し'!おそれびあります。 
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-6. 盜難防止システム 

t —トアラーム 


侵入を検知した場合、音と光で警報しまず。 

■ オートアラームび作動ずるとを 

• 施錠されたドアまたはバックドアガラスび、スマートエント U — 
&スタートシステム-ワイヤレス U モコン-メカニカルキーを使 
わずに解錠されたり、開けられたとを 

• オートアラームびセットされているとさにボンネットび開け b 
れたとさ 

G-BOOK mX Pro をご利用のお客様へは、オートアラームび作動 
した場合、メールや電話でお知らせずることびでさまず。 

詳しくは、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書/ G-BOOK オン 
ラインサービス/ G-SecurityJ を参照してください。 

■ オートアラームを設定ずるには 


全ドア-ボンネット-バックド 
アガラスを閉め、ずべてのドア 
を施錠&しまず。 

30砂じ(上経過ずると自動的に 
設定されまず。 

オー ト アラームび 設定されるとイ 
ンジケーターは点なか5点滅にか 
ね0ます。 

^ メカニカルキーで施綻した場合、 
オー トアラームはセットされま 
せん。 

■ オートアラームの設定を解除-作動を停止するには 

次のいずれかを行ってください。 

• ドアを解錠ずる 

•" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モー 
ド、またはイグニッシヨン ON モードにずる（数秒後に解除•停 
止します） 
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1-6 .盗難防止システム 


口知識 

■ ドアを施錠ずる前の確認 

オートアラームの思わめ作動、および盜難を防ぐため、なのことをおず確認し 
て < ださい。 

♦車内に人び柔っていないか 
• ドアガラスとムーンルーフ*び閉じているか 
♦ま内に貴重品などを放置していないか 

■才ートアラームの作動について 

なのよ5な場合、オートアラームび作動することびあります。オートアラーム 
の設定を解除' 作動を停止する操作を行って<ださい。 

♦車内に残った人び、ドアやボンネットを開けたとを 
• 随錠後、バッテ U —あびりなどでバッテ U —の充電や交換をしたとを 

■カスタマイズ機能 

メカニカルキーを使って解錠したとを、オートアラームび作動するよラに設定 
を変更でをます。（カスタマイズー覧： 一 P . 41 3) 


ZN ミち意 

■オー トアラームを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



川 







1- スま全にお使いいただくために 

正しい運起を勢 


巧のま件に合った正しい姿勢で運區してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 已日） 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 已日） 

曰各装置び操作しやずい背をた 
れの角度にずる 

□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 89) 

曰へッドレストの中巧び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 81) 

□ シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 84) 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近付けないで<ださい。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 
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1- スま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて柔員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席柔員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

0 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の衝撃緩和を補助） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
asRs サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ントシート-セカンドシート外側席、サードシート※柔員 
の主に頭部への衝撃を緩和） 

7人柔〇車のみ 
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-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありまず。 
♦作動音と共に白いガスび発生します。 

♦フロントシート-フロントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサ 
イドレールの一部分などだけでなく、エアバッグモジュールの各部品（八ン 
ドルの八ブ.エアバッグカバー.インフレーター）も数分間熱くなることび 
あります。エアバッグそのちのち熱くなります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

• G-BOOKmX Pro をご利用のお客樹ま、 SRS エアバッグび作動すると*自動 
的に緊急通報びヘルプネットセンターに送信されます。オペレーターからの 
呼びかけに応答びない場合は、緊急車両を手配します。詳し<は別冊「ナビ 
ゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 

エアバッグび作動しなかった場合でち、緊急通報び送信されることびあ0 

まず。 

■ SRS エアバッグげ作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよ5な、衝撃によって移動や変おするちの 
に衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部びもぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバック'とシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ D ます。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動ずるとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 30 km / h のま度で客室へ直ちに衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）(上の場合に作動します。 

■衝巧がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

なのよ5な状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグが作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃-横転、またはな速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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■ SRS エアバッグが作動しないとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分な外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 

• 客室部分な外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 



SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃' 横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 

>前ちからの衝突 
>後ちからの衝突 
>横転 
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-7. 安全にお使いいただくために 




















































-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 






♦フロント SRS エアバッグはふくらまなかつ 
たび、事故で車両の前部を衝突したとを、 
または破損-変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかつた 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのバッド部分•助手席 SRS エア 
バッグのカバー部-インストルメントパ 
ネル下部び傷付いたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとを 


♦ SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとを 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー部- U ヤピ 
ラー部'ルーフサイド部び傷付いた0、ひ 
び割れた D 、 その他の損傷を受けたとを 
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A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強しかでふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

おテさまびルさくてシートベルトを使用できないときは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おモさまはセカンドシートまたはヴードシート （7 人乗り車のみ）に乗せ、チャ 
イルドシートまたはシートベルトを着用させることをおすすめします。 

(一 P .132) 



•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかった0しない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 





















-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


• ドアやフロントピラー-センターピラー' 
1」ヤピラー. ルーフ サイドレールへ寄り 
かからない 


♦助手席 やセカンドシート外側席-サード 
シート （7 人柔り車のみ）では、ドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を出 
した0しない 


♦ダッ シュボード-八ンド V レのパッド部分- 
インストルメントバネル下部などには何 
も取り付けたり、置いたりしない 


• ドア-フ□ントガラス-ドアガラス•フ 
□ントピラー.センターピラー . U ヤピ 
ラー.ルーフサ イドレール. アシス トグ 
U ップなどには何ち取り付けない 


■ SRS エアバッグについて 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

♦コート フックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグが作動したとをにおげ出されて重大な傷害 
におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS こーエアバッグがふ<らむ場所にビこールカバーが付いている場含は、 
取り除いてください。 

♦ SRS サイドエアバッグがふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないで<ださい。エアバッグが展開する際、アクセヴ U —が干渉するおそ 
れがあります。そのよラなアクセヴ U —がエアバッグが正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグが誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドア和ド 
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早<ミ先い流して<ださい。 

♦ SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーこッシュ 
部 • センターピラーガーこッシュ部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときは 
そのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の修 
理■取りはずし■改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車両客室側面部の修理-改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウインチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 


122 





• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は2006年10月1曰施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 巧応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


1" 子供専用シートの適合性~覧表について 

■質量グループについて 

ECE R 44 X ’ の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の已種類に分類されまず。 

グループ0 :1 0 kg まで 

グループが：1 3 kg まで 
グループ I :日〜1 8 kg 
グループ n :]已〜 25 kg 
グループ in : 22〜 36 kg 

この本では代表的な;欠の 3 種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

* ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 


1- スま全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


f 知っておいていたださたいこと 


運転する前に 
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- 7 . 安全にお使いいただくために 


►ベビーシート 



ECE R44 き準の グループ 0、0+ 
に相当 



ECE R44 基準のグループ0+、I 
にホ目当 
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♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ ' U —の子供 
専用シートに適しています。 

UF : この質量グループでの使用を許可された沉用（ユニバーサル）カテコ‘リーの前向 
を子供専用シートに適しています。 

L :子供専用シートの U ストに示す特定の子供専用シートに適しています。 

0」ストに記載びあれば「特定自動車」、「限定」、「準況用」カテコ ' U —の子供専 
用シートにち適しています） 

X :子供専用シートを取り付けることはでをません。 

子供専用シートを取り付ける際は背わたれの角度を最前段位置にして<ださい。 

^2子供専用シートを取0付ける隙はへッドレストを最下段位置にしてください。 

^3 マニュアルシー トに子供専用 シー トを取り付ける際は、 へッ ドレストを最上段位 
置にして<ださい。 

^4 マニュアルシー トに子供専用 シー トを取り付ける隙は、 へッ ドレストをはずして 
<ださい。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取0扱い説明書ちご確認<ださい。 
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質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ〇ント 
シート 

セカンドシート 

サードシート 
(7 人乗り車 
の場合） 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 (10 k 目まで） 

X 

U 

L 

L 

0+ (13 kg まで） 

X 

U 

L 

L 

I ( 目〜1 8 kg ) 

前向き UF’xi 

U 

L 《2 

L ※吕 

ラしろ向さ X 

n ( 1 己〜 2 已 k 邑） 

UF *1 

U 

L 《2 

1 _ ※斗 

m に 2 〜 36 k 呂） 

UF *1 

U 

L 《2 

1 _ ※斗 


-7. 安全にお使いいただくために 


運転する前に 




















-7. 安全にお使いいただくために 


[子供専用シートのリスト 


質量グループ 

モ供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 kg まで） 

トヨタ純正 NE0 G-Child に日 BABY 

況用 

トヨタ純正 NE0 目- Child に日 tether 

況用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NE0 G-Child ISO BABY 

況用 

トヨタ純正 NE0 G-Child ISO tether 

況用 

I ( 目〜1 8 kg ) 

トヨタ純正 NE 日 G-Child に日 tether 

況用 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 

n (22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談 < ださい。 
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• 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取0扱いについては、子供専用シート製造業ち 
または販売業者にご相談ください。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
に日 FIX 対応の前向き子供専用シートに適していまず。 

IL :に日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準況 
用」カテ3リーの子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはできません。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取0扱い説明書わご確認<ださい。 


127 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両に 0 円 X 位置 

セカンドシート 
左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0 (10kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

0+ (13kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I ( 目〜 1 8kg) 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

臣 

IS0/F2 

IUF 

臣1 

IS0/F2X 

IUF 

A 

に日 /F3 

IUF 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 


(1) 

X 

皿に 2〜36 喊 


(1) 

X 


シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
( ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


-7. 安全にお使いいただくために 


運転する前に 
























-7. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 子供専巧シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧0円 X テ供専用シート 

カテ jij 一 

0 (10 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準況巧 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日白 - Child 
ISO BABY 

準況用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート磬造業ちまた 
は販売業をにご相談ください。 


曰知識 


■ 旧0円X対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それしツがのち 
のを使用することはでをません。 

■子供専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業を、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、お 
モさまに合った子供専用シートを使用してください。 

♦体び十分に大きく、テ供専用シートび不必要なお子さまは、セカンドシート、 
またはサードシート （7 人乗り車のみ）に乗せて車のシートベルトを使用し 
て < ださい。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P . 125) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」（一 P .127) を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

Ejra 11おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び 1 已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

E3I1M 2 I サイズ等級を選択する 

na 五で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます 。’X 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」•の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび ri 」の場合、 「 A 」 •旧」' 旧1」 • 忙」 ' の」 
び該当します。 

&ただし、 該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0FIX 位置」に 
「 X 」 と記載されているちのは選択でをません。また、 nu と記載され 
ている場合は、 nSOFIX 子供専用シートの I 」スト」 UP. 128) で指定 
されている製品を使用してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 



モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）モ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。& 

表示されている位置-記号などは、商品に 
よ0異な0ます。 



□ 旧0円 X 対応テ供専巧シートであること 
を:す表术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

お M 2 I で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 


UNIVERSAL 9- 18 kg 



04み*** 


曰ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるお子さ 
まの体重の範囲び記載されています。 



且トップテヴー(一 P .132) を示すマーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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■ 旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

低型前向を幼お巧チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り 
付ける場合には、助手席シートをいちばん 
ラしろに下げ、子供専用シートを前向をに 
取り付けてください。 


■キヤリコツトについて 

キヤ1」コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し<は子供専用シート製造業者、または販売業者におたずね<ださい。 



A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子 お専用シートを使用しないとさであってち、シートに適切にしっかりと取り付 
けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてください。 

♦テ 供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 


-7. 安全にお使いいただくために 


運転する前に 
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1- スま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはセカンドシート、またはヴードシート （7 人乗り車の 
み）に取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取り扱い説明書に従ってください。 





シートベルトによる取り付け 
(一 P' 133) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー ( 一 P.135) 

セカンドシートの外側席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜に付いています） 


トップテヴーアンカー 
( 一 P. ] 37) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップ テヴー アンカーはセカンド 
シートのそれぞれの座席に装備され 
ています。 
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シートベルトで固定ずる 


mm 背ちたれの角度を調整ずる 
►セカンドシート（已人索り車） 



セカンドシート （7 人乗り車） 



サードパワーシート 



チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取り付けるとさは、レバーを 
引さなびら、背ちたれをいっぱい 
まで前に起こしまず。（一 P . 61) 


チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取り付けるとさは、レバーを 
引さなびら、いったん皆をたれを 
前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こしまず。（一 P . 61) 


チヤイルドシートをサードシート 
に取り付けるときは 、 d の上 


側を巧して、背ちたれをいっぱい 
までラしろに倒しまず。 

( 一 P. 68) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


巨!！司ヘッドレスト位置の指定の有無を確認する （^ P . 125) 

チャイルドシートを取0付ける隙に、へッドレストの操作が必要なシー 
卜の場合は、表の指示に従ってへッドレストの位置を調整してください。 

へッドレストの操作については P . 81を参照してください。 




チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チヤイルドシートに付属の取0扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっか0と固定させて 
<ださい。 

チヤイルド シー トに シー トベルト 
の固定装置が備っていない場合 
は、□ッキングク U ップ側売）を 
使用して固定する 

□ツキングク IJ ップの購入にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
(□ッキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 


mm 背ちたれの角度を調整ずる 
►セカンドシート（已人索り車） 



セカンドシート （7 人乗り車） 




チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取り付けるとさは、レバーを 
引さなびら、背ちたれをいっぱい 
まで前に起こしまず。（一 P . 61) 


チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取り付けるとさは、レバーを 
引さなびら、いったん皆をたれを 
前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こしまず。（一 P . 61) 


へッドレストをいちばん上まで上 
げる 

図は 7 乂柔り車で代表しています。 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


Eaai 31固定専巧ノ（一の位置を確認ずる 



手順 



IT017M119b 


► 已人乗り車 

固定専用ノ（一はシートクツシヨ 
ンの奥にありまず。 

►7 人乗り車 

固定専用ノ（一はカノ（一の下側に 
ありまず。 

図は7人柔り車で代表しています。 


チャイルドシートをシートに取り 
付ける 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
0付けます。 

取り付けちミ去は、それぞれのチャイル 
ドシートに付属の取0扱い説明書に 
従ってください。 
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フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっか0固定されていることを確認 


します。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 


曰知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この IS 0 FIX 巧広チャイルドシート固定専用パ' -& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両の保ま基準に適合する子供専用シート （ IS 0 FIX 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
はトヨタ販売店にご相談ください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずおテさまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。おモさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフ□ントガラスや乗員、室内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して、セカンド 
シートまたはサードシート （7 人乗り車のみ）に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート-フロントピラー- 
センターピラー. U ヤピラー.ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体の 
どの部分ももたれかけさせないよラにしてください。 SRS エアバッグびふく 
らんだ場合、大変を険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読み 
の上、確実に取り付け、使用方法をお守り<ださい。使用ち法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一、ベルトび首に巻を付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

• シートベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルド シートを左もに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側のセカンドシート 
に取り付けてください。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 
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A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 


ム警告 か手席 SRS エアバッグ 


このシートに、ベビーシートをおり付けたり 
を向きのチャイルドシートをお y がけないでくださ L 、。 
また、絶対にお子さまを前席の前に立たせたり 
廊の上に抱いたりしないで〈ださい。 

エアバッグの衝撃により、巧 t または重大な傷害に 
まるおそれがあ y ます。 


ITO17M012a 

♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場含には、チャイルドシー 
卜をラしろ向さに取り付けないでください。 

ラしろ向さに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグがふくらん 
だとさ、重大な傷害におよぶか、最悪の場を死 t につながるおそれがあります。 
助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文が表示されています。併せて参照 
して < ださい。 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場含には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ <らむので、お守0いただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場含 
死 t につながるおそれがお0ます。 





140 






























-7. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
してください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


A ミち意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとさはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 144 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ . 1已4 

オー トマチック 

トランスミッション . 1已9 

ち巧指示レバー . 16巳 

パーキングブレーキ . 166 

ホーン（警音器） . 167 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 168 

表示灯/警告灯 . 171 

マルチインフォ ーション 
ディスプレイ . 174 

2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 
使い方 

ライトスイッチ . 18已 

フォグライトスイッチ . 189 

ワイパー&ウォッシャー 
(フ□ント） . 191 


ワイパー&ウォッシャー 

(1」ャ) . 196 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 198 

2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール . 199 

レーダー クルーズ 

コント□-ル . 203 

ク U アランスソナー& 

バックソナー . 214 

運転を補助する装置 . 22已 

PCS (プリクラッシュ 
セーフティシステム） ........ 232 

2-5. さまざまな状況での運転 

荷物を積むときのを意 . 240 

寒冷時の運転 . 242 


オフ□ー ド走行を補助する機能（フルタイム 4 WD など） 
の説明については、別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照 
して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむがけて、巧の手順で走行してください。 

■エンジンをかける 

一 P ' 1已4 

■発進ずる 

固圆[で ブレーキ ペダルを踏んだまま、 シフトレバーを D にずる 
(一 P . 巧日） 

固圆[互パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 166) 


固圆[互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 


■停車ずる 

固圆[でシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画！]必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

レ P ' 159) 

■ 駐車ずる 

お！!团 II I シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固圆[互パーキングブレーキをかける（一 P . 166) 

固画互シフトレバーを P にずる（一 P .159) 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め^を使用して< 
ださい。 

輪止めはトヨタ販売店で購入することびでさます。 

固圆[互"エンジンスタートストップ"スイッチを押してエンジン 
を停止ずる 

固画回電モキーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

臣 im パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる 
お國2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

巨画互車び動さ出ず感触を確認した5、パーキングブレーキを解除し発 
進ずる 


白知識 

■ ヒルスタートアシストコント□-ル*について 

ヒルスタートアシストコント□ールにより、車両の後退を緩和し、急な上り坂 
やすべりやすい上り坂からの発進を容易に行うことびできます。（一別冊「オフ 
□ー ド走行取扱書」） 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高ま走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の巧む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンノて一やアル=ボデー 
部に取り付けることはでをません。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



14已 












2-1 .運転のしかた 


■環境に配慮した運転 



環境に配慮した運転をしているとを、エコ 
ドライブインジケーターランプび点灯しま 
す。必要し i (上にアクセルペダルを踏んだと 
さや停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーター 
ランプは作動しません。 


♦シフトレバーび D し U 外のとを 


♦走行モードびセカンドスタートモー 
ドのとき（一 P .161) 

♦車まび約100 km / h しん h のとき 


A 警告 


■発進ず るときは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでく 
ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るときは 

♦踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
し、状態で運転しないでください。 


アクセ j レペタ ' J レをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

後退するとをは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよ5ま意してください。 

車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をと D 、 ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

ブレーキぺ夕 V レはち足で操作して<ださい。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近 < にあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障につなびるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアとバックドア 
ガラスび閉まっていることを確認してください。多量の排気ガスび旧気を招を 
事故の原因となる他、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびあります。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<な D ます。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車してください。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 404 
を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一口.161) 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー5 ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤0、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

♦すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして<だ 
さい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないでください。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出したりして 
柔員にあたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

■すべりやすい 路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ.急加速.急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
くなり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後は、ブレーキペダルを軽 < 踏んでフレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N しツがにあると、車び急発進し、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■きしみ やひつかき音び聞こえた5 (ブレーキパッドウエアインジケーター) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにバッドの交換び行われないと、口ーターの損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事 
故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るとさは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N し U 外にあると、車び急発進して思わめ事故につ 
なびるおそれびあ〇を険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしてちお要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキぺ夕 V レを踏み、必要に応じてノ f ーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近くにあると火災につなびるおそれびあり危険でず。 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ-スプレー宙-炭酸飲料の宙などを車内に放置しないで< 
ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれた0、出火する 
-プラスチックレンズ■プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□-ブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずノ キングブレーキをかけ、シフトレノ（一を P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないで<ださい。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ CO ) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦排気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


1已〇 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブ レーキびめれているとさは、普段よりもま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くな D 、 ブレーキのかかりに、左ちの違 
いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかからない 
おそれちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ー エンジンび停止したとさは、フレーキペダルをくり返し踏まないでくださ 
し、ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強く踏む必要びあり、制動距離び長くなります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪 したとをは 

いずれかのタイヤびをに浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 
〇を険です。 
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A ミち意 

■運転 中は 

•運転 中にアクセルペダルとフレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
しん運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあります。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングポンプの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわした 
状態を長<続けないで<ださい。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■走行 中にタイヤだりてンクした5 

なのよ5なとをはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合の対処法は、 P . 37已を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■冠 水路走行に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。^ 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ販 
売店でなの点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン- 才ートマチックトランスミッション-トランスファー•デイファレ 
ンシャルなどのオイルやフルードの量および質のを化 

♦プ □ペラシャフト-各ベア U ング-各ジョイント部などの涵滑不良 

^お要なを意事項を守って渡河を行ラ場合を除< 

渡巧を行ラ際のま意事項については、別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照して 
ください。 
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エンジン（イグニツシヨン）スイツチ 


電子キーを携帯して;欠の操作を巧ラことで、エンジンの始動または 
" エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえること 
びでさまず。 

■エンジンのかけち 

固圆[互パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固圆[互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
ifeatrfi 3 1ブレーキぺダ J レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑色に点なしていないと、エンジンは始動しません。 



" エンジン スター トストップ" 
スイッチを押ず 

エンジンび始動するまで最大30 
秒間 スターターび 回転します。 

完全にエンジンび始動するまで 
ブレーキペダルを踏み続けてく 
ださい。 

" エンジン スター トストップ"ス 
イッチのどのモードか5でちエン 
ジンを始動できます。 
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2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを巧すと、モードを切りかえることびでさまず。（スイッチを巧 
すごとにモードび切0かわ0まず） 

□ OFF 《 

非常点滅なび使用でをます。 

曰ア クセサ I 」 ー モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
さます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

H イグニッシヨン ON モード 
すべての電装品び使用でさます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

^シフトレバーび P じ(外のとをは 
アクセサ U - モードにな0 、 OFF 
にな0ません。 

■エンジン停止のしかた 

iHiiHin I 車両を停止させる 

lEaWII 2 I シフトレノ（一を P の位置にずる 

固画！]パーキングブレーキをかける（一 P . 1 66) 

固圆[互"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
固圆[司ブレーキペダルか日足を離した状態にして " エンジンスター 
トストップ"スイッチのインジケーターび消なしていること 
を確認ずる 
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2-1 .運転のしかた 


(シフトレパ’一が P じ(外でエンジンを停止したときは 

シフトレバーび P じ(外でエンジンを停止させた場合、エンジンは停止し 
ますび、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードは OFF にな 
0 ません。次の手順で OFF にしてください。 

巨画でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
巨圆互シフトレバーを P の位置にずる 

Eimsl -エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび程 
色に点灯していることを確認し、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを1回巧ず 

iim " エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび消 
灯していることを確認ずる 


白知識 — 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとを1時間じ(上アクセヴ U - モードかイグニッシヨン 
ON モード（エンジン始動していない状態）にしたままにしておくと、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U - あびりを完全に防ぐものではありま 
せん。エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチをアクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時 
間放置しないでください。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

" エンジンスタートストップ"スイッチを操作する際は、短く確実に押してく 
ださい。確実に押せていない場合は、モードの切りかえやエンジン始動びでを 
ない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

■電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 37 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 3己 

■ご留意いただをたいこと 
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一 P . 38 
















2-1 .運転のしかた 


■エンジンか始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(一 P ' 109) 

■ステアリング□ックについて 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉すると、 
ステア U ング□ック機能により八ンドルび固定されます。‘‘エンジンスタートス 
トップ"スイッチを操作ずると、ステア1」ングロックは自動で解除されまず。 

■ステアリング□ックび稱除でさないとさは 

マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイに 
メッセージび表示され、"エンジンスター 
トストップ"スイッチ上のインジケーター 
び緑色に点滅します。八ンドルを左ちにま 
わしなびら再操作してください。 


■ステアリング□ックモーターの才ーパ‘ーヒート防止について 

短時間にエンジン始動-停止をく D 返すと、モーターのオーバーヒート防止の 
ために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。2秒 
程度でもとの状態にちどります。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび桓色に点滅し 
たとさは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■電子キーの電池が切れたとさは 

一 P . 33白 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 


■走行 中の警告 

エンストなどで車両滑走状態になったとさは、車両び安全な状態で停止するま 
でドアを開けたり、ロック操作をしたりしないでください。ステア U ング□ッ 
ク機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t ： につなびるおそれびあ0ます。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒しツ上"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し i (かは走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふ 
れないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやブレーキの操作 
は可能ですび、操作力補助びな<な0ます。その場合は八ンドルとブレーキの 
操作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して< 
ださい。 


A ミ主意 


■バッ テリーあがりを防止ずるために 

•" エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび消灯していない 
場合、"エンジンスタートストップ"スイッチび OFF になっていません。 

" エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にしてから車両を離れてく 
ださい。 

♦シフ トレバーび P 1； (外でエンジンを停止させないでください。シフトレバーび 
P し U がでエンジンを停止させた場合、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チびアクセヴ U —モードとなるため、そのまま放置するとパッテ U —あびりの 
原因にな0ます。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

" エンジンスタートストップ"スイッチ操作時に引っかかりなどの違和感び 

あるとをは、故障のおそれびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡くだ 

さい。 
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. 運転のしかた 

—卜7チックトランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションを選択してください。 
■シフトレバーの動かしち 

► 2 TR - FE エンジン搭載車 



ON モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止め 
てか5行ってください。 
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► 1 GR - FE エンジン搭載車 



ON モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作します。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止め 
てから行ってください。 
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■シフトポジシヨンの使用目的 


シフト 

ポジション 

目的 

2TR-FE エンジン搭載車 

1GR-FE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジンの始動-停止 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行 1 

S 


S モー ド走行※ 2 
(^P. 1 62) 

3 

巧道走行 

^^^- 

2 

下り坂走行 

^^^ 

L 

急な下り坂走行 

^^^^ 


' 燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 

2 S モードではエンジンブレーキカの逞択び巧能です。また、□ポジションに 
く日べエンジン回転数を高く制御するため、加ま応答性び向上します。 


■走行モードの選択 

雪道など、すべりやすい路面での発進-走行時に、走行モードをセ 
カンドスタートモードに切りかえまず。 

切りかえ方法： 一 P . 17日 _ 

セカンドスタートモードのとをは び点なします。 
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2-1 .運転のしかた 


| S モードでのシフトレンジ切りかえ (1 GR - FE エンジン搭載車） 

シフトレバーび S の位置にあるとを、シフトレバーを;欠のよラに操作で 
をまず。 



□シフトレンジを上げる 
日シフトレンジを下げる 


S ポジションへ操作したときのネ刃期シフトレンジは4レンジに設定され 
ます。ただし、 D ポジションにて AI - SHIFT 制御中はそれに従い、初期 
のシフトレンジび3レンジまたは2レンジになる場合びありまず。 

(一 P ' 1 63) 

■シフトレンジ機能 

• エンジンブレーキカは、已段階から選択び可能でず。 

• シフトレンジの数字のルさい方びエンジンブレーキカは大さくな 
り、エンジン回転数ち高くなりまず。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 


■リバース警告ブザー 

シフトレノ（一を R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせます。 

■ S モード （1 GR - FE エンジン搭載車） 

4レンジし U 下のとを、シフトレバーを+側へ保持すると、已レンジに設定され 
ます。 

■シフトダウン制限警告ブザー （ S モード走行時） 

1 GR - FE エンジン搭載車は、ま全や走行性能を確なするため、シフトダウン操 
作には制限びあり、シフトレバーを操作してちシフトダウンでをない場合びあ 
ります。（このとをブヴーび2回鳴ります） 

■クルーズコント□-ルまたはレーダークルーズコント□-ルを使って走行して 
いるとを（装着車のみ） 

1 GR - FE エンジン搭載まは、 S モード走行時に4へシフトダウンしても、エン 
ジンブレーキは効をません。（一 P .199,203) 

■セカンドスタートモードの自動解除 

セカンドスタートモードを選択して走行後、エンジンを停止すると、自動的に 
通常走行モードに切 D かわります。 

■シフトレパーを P か6シフトできないときは 

一口' 391 

■シフトレバーを S にしてち " S " び点なしないとをは 
(1 GR - FE エンジン搭載車） 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 

■ AI - SHIFT について 

AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なシフトレン 
ジに切りかえます。 

AI - SHIFT は、シフトレバーを D にしているときに自動的に作動します。 
(1 GR - FE エンジン搭載までは、シフトレバーを S にすると、機能び解除され 
ます） 
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2-1 .運転のしかた 


■ NAVI . AI-SHIFT について* 

ナビゲーシヨンシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。 
使用ち法は、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び横すベりやスピンの原因になりますのでま意して<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


レ/ (—操作により、;夕のように運転者の意思を表示することびできます。 

n 左折 
0ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


白知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとさ 
■ 表示巧の点滅び異常に速くなったときは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n パーキングブレーキをかける 
には、ブレーキペダルを踏み 
なび5、パーキングブレーキ 
レバーをいっぱいまで引く 
曰ノ （ーキングブレーキを解除ず 
るには、レバーを少し引き上 
げ、ボタンを巧しなび日完全 
に下までをどず 


曰知識 

■パーキングブレーキ末稱除走行時警告ブザー 

一 P ' 3日4 


ミち意 

■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、フレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



白知識 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

(マニュアルチルト&テレスコピックステアリング装着車） 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。固定び不十分だと 
ホーンが鳴らない場合があります。（一 P . 8目） 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



n タコ^ーター 

毎分のエンジン回転数を示しまず。 

且マルチインフォ ーシヨンディスプレイ 

-^ P . 174 

Q スピード一 夕一 

車両の走行速度を示します。 

□ 水温計 

エンジン;令却水の温度を示します。 

且オドーター-卜 U ップ一夕一 
•オドーター 

走行した総距離を表示しまず。 

♦ 卜 U ップ六 ーター 

リセットしてからの走行距離を表示しまず。 

区間距離は、卜 U ップ A - トリップ目の2種類で使い分けることびでをます。 

□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

□ 六ーター 照度調整 ダイヤル 

-^ P . 169 

□ オドーター/卜 U ップーター切りかえボタン 

-^ P . 169 
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2-2. メーターの 見方 


表示の切りかえ 



ボタンを巧ずごとに表示び切りか 
わ0まず。また、トリップメーター 
表示中に巧し続けると、走行距離 
を0にをどしまず。 


メーター照度調壁 


ダイヤルをまわしてメーター照明の明るさを調整でをまず。 

n 暗くなる 



且明る<なる 
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2-2. メーターの見方 


白知識 

■メータ—. ディスプレイの作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
■バッテリー端子の脱着をしたときは 
バッテ U —端テの脱着を行5と、なのデータは U セットされます。 

♦卜 U ップメータ ー A 
• 卜 U ップメータ ー B 

バッテ U —を脱着後は、オドメーターび表示されます。 

■メーター照度の減光制御について 

ライトスイッチび ON になると、メーター照明び減光されます。 

ただし、メーター照度調整ダイヤルをち側いっぱいにまわした状態では、ライ 
トスイッチび ON になってもメーター照巧は減光されません。また、このとを 
ナビゲーシヨン画面‘ X は夜画表示には切りかわりません。 

**^メーカーォプションのナビゲーションシステム装着車 


/ K ま意 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちに安全な場所に停車して<ださい。完全に;令えたあと、エンジ 
ンを確認してください。（一 P . 400) 
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2-2. メーター の見方 

表示巧/警告巧 


センターパネル 



メ—夕—. センターパネル内の表示'灯. 警告' 灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

► メーター 
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2-2. メーターの見方 


■表示な 

システムの作動状況を表おしまず。 




ち向指示表示な 
(一 P . 1已已） 



へツドライト 

上向き表示な（一 P . 1 85) 

尾打表示打 
(一 P ' 18己） 


フロントフォグライト 
表示な（一 P . 18目） 

U ヤフォグライト表示好* 

U 丰」 （一 P ' 190) 


2nd 

STRT 


、巧 


を 


2 nd STRT 表示口 
(一 P ' 161) 

クルーズコントロール 

表示打* UP . 199, 203) 

車間制御モード表示打* 

(一 P ' 203) 


SET 

ぷ2 

面 

(点滅） 


セット表示灯* 
(^ P . 203) 

ス U ップ表示な 
(^ P . 226) 


^ g 

OFF 

ぷ3 

4L0 

ぷ3 

I 

ぷ3 

で 


VSC OFF 表示口 
(一 P . 乙乙 7) 


L 4 作動表示な 

センターデフロック作動 
表示な 

U ヤデフ□ック作動 
表示な* 




P •化 

を 

ぷ3 

ぷ3 

<Qk 

※吕 

PCS 

(点むまたは 
速し)点減） 


エコドライブインジケーター 
ランプ（一 P . 14己） 

ク U アランスソナー表示口* 
( 一 P. 21 4) 

クロールコント□-ル 
表示な* 

マルチテレインセレクト 
表示好* 

ダウンヒルアシストコント 
口ールシステム表示な* 

PCS 警告な* 

(一 P . 3已ス 


1 レーダー クルーズコント □ー ル装着車は、定ま制御モード表示なにな0ます。 
2作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
ON モードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消なします。点 
なしない場合や点なしたままのとをはシステム異甫のおそれびあ0ます。 

卜3夕販売店で点おを受けて < ださい。 

3別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照して<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












































2-2. メーターの見方 


■警告灯 

万一のシステム異常などを警告します。 UP . 3曰曰) 


ム 

口 

0 

( の） 

を 

が 

艇 )） 

本※1,3 《 ] 《 ] 本※1 

PCS 

©! 

因 

KDSS 

A 

PASSENGER 

ぶ 



1作動確認のたがに"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
シヨン日 N モードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消な 
します。点灯しない場をや点打したままのとをはシステム異常のおそれが 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

2 " エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードの 
とを、半ドア警告なの点なに併せて、マルチインフォメーシヨンディスプ 
レイ上に、半ドア警告表示が表示されまず。 （^ P . 363) 

3点滅した場含はシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を 
受けてください。 


A 警告 

■を 全装置の警告巧が点なしないとをは 

A 目 S や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯が、‘‘エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをイグこッシヨン ON モードにしても点灯しない場をや点灯したま 
まの場含は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場含死 t につながるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーター の見方 

マルチインフオメーシヨンデイスプレイ 


マルチインフォメーションディスプレイは、が気温や走巧に関ずるさ 
まざまな情報を表示しまず。また、マルチテレインセレクト（装着車 
のみ）など、各種機能の設定操作にら使用しまず。 

n マルチインフォーション 
ディスプレイ 

現在選択中の、機能の画面が表示 
されます。 

曰ニュースイッチ 

各機能の画面に表示を切0かえま 
ず。 

□ ENTER " スィッチ 

ドライブ モニターの 表示項目の切 
0かえや、各設定画面での操作に 
使用します。 

■マルチインフォメーションディスプレイの機能 

♦ シフトポジション-シフトレンジ表示 

現在のシフトポジション•シフトレンジが表示されます。（一 P . 1已 9) 

♦ ドライブ モニター 機能 

航続可能距離や燃費など、走行に関ずる各種の情報を確認でをまず。 

UP. 176) 

♦スイッチモード 

セカンドスタートモードやクリアランスソナー&バックソナーなど、各機能 
の日 N ■ OFF を設定できます。（一 P . 1 79) 

♦ マルチテレインセレクトの設定* 

マルチテレインセレクトのモード選択、およびマルチテレインモニターの切 
0かえなどの操作が可能でず。別冊「オフ□ー ド走行取扱書」） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















































2-2. メーターの見方 


• メーターカスタマイズ機能 

車両に関する各種の設定を変更でさます。（一 P . 413) 

• レーダー クルーズコント □ー ルの情報表示* 

レーダークルーズコント□ール使用時、車間モードや警告画面などの情報び 
自動で表示されます。 （^ P . 203) 

♦ク U アランスソナー&バックソナー距離表示* 

ク I 」アランスソナ ー& ノ（ックソナーの使用時、車両各部のセンサーび障害物 
を感知ずると、自動で表示されます。 （^ P . 214) 

• U ヤ八イトコント□-ルエアサスペンション表示* 

現在の車高モードび表示されまず。（一別冊「オフ□ー ド走行取扱書」） 

♦警告メッセージ 

車両についてお巧5せしたい事項び発生したとを、警告の内容などび自動で 
表示されます。 （^ P . 360) 

■ 各機能の画面に切りかえるには 

目を巧ずたびに画面び切0か 
わりまず 

□ ドライブ モニター 
(一 P ' 176) 

曰スイッチモードの設定 
(一 P ' 179) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの見方 


I ドライブモニター機能 

航続可能距離や燃費などの情報を確認ずることびでをまず。 


■ ドライブ モニターの 表示を切りかえるには 

を下に操作ずるごとに、 

表示び次のよラに切0かわ0ま 
す。（上に操作すると、前の項目に 
ちどります） 

フ□ントタイヤち向表示■-航続可能 
距離^給油後平均燃費^瞬間燃費^ 
平均燃費/エコドライブインジケー 
ターゾーン表示-^平均車速^走行時 
間^外気温^非表示-^ (<0返し） 



■表示内容について 


♦フ□ントタイヤ方向表示 



現在のフ□ントタイヤのち向（切れ角）の目 
安を表示します。 

タイヤの方向表示は、タイヤの角度に応じて、左 
ちそれぞれ3段階に切0かわります。 


♦ 航続可能距離 


肺編可能距離 

123 km 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離 
を表おします。 


表示される距離は過去の平均燃費をちとに算 
出されるたが、表示される距離を実際に走行 
でをるとは限0ません。 

燃料給油量び少量の場含、表示び更新されな 
いことがあ0ます。 
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2-2. メーターの 見方 


給油後平巧燃費 


組油權平均觸音 


10.01 


燃料を補給してからの平均燃費を表示します。 

表示される平均燃費は、参考として利用してくだ 
さい。 


瞬間燃費 


崎巧禍肯 


現在の瞬間燃費を表おしまず。 


0 10 20 30 

km/L 


• 平均燃費/エコドライブインジケーターゾーン表示 X ’ 

U セットしてからの平均燃費を表おしまず。 

- I 」セットするには、平均燃費の表示中に 


平均禍肯 


10.01 


綺司を押し続けます。 


表示される平均燃費は、参考として利用して 
<ださい。 

i エコドライブインジケーターゾーン表示につ 
いては、 P . 183を参照してください。 


平均車速 


平均車强 


Uiz ットしてからの平均車速を表おします。 
U セットするには、平均車速の表示中に 
を押し続けます。 
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2-2. メーターの見方 


♦走行時間 


を巧時巧 

勺:15 


エンジンを始動してからの走行時間を通算 
で表术しまず。 

U セットするには、走行時間の表示中に 
を巧し続けます。 


• 外気温 


外気温 

20’c 


外気温を表术します。 

一40で〜已〇でのあいだで表示します。 
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2-2. メーターの見方 


スイッチモード 


セカンドスタートモードやク U アランスソナー&バックソナー’ X など、 
各種機能の ON ■ OFF を設定することがでさます。 

^装着車のみ 

■設定変更のしかた 


議1 1日を押して、スイッチモードの設定画面を表示する （^ P . ] 7已） 

を上下に操作して設定する 

項目を選択し、^1を押す 

スイッチを巧すたびに、選択した機能 
の日 N • 日 FF が切0かわ0ます。 

各機能を日 N にすると、設定した機能 
の表示灯が点灯します。 

マルチテレインセレクトを確定した 
場含は、設定画面に切0かわ0ます。 
詳しくは、別冊「オフ□ー ド走行取扱 
書」を参照してください。 

巨圆互 H を押して、ちとの画面にちどす 
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2-2. メーターの見方 


設定可能な機能 


画面表; 


設定内容 


参照先 



ク U アランスソナー& 
バックソナーの日 N ■ OFF = 


P . 214 



• on 00 ff 


セカンドスタートモードの 
ON ■ OFF 


MULTI-TERRAIN SELECT 


P . 161 


マルチテレインセレクトの 
使用 • 各種設定 


別冊「オフ□一 
ド走行取扱書」 


S 装着車のみ 
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2-2. メーターの見方 


目知識 

■マルチインフオメーシヨンディスプレイの作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■システムチェック表示 

" エンジンスタートストップ"スイッチを 
イグニッシヨン ON モードにしたとを、シ 
ステムの作動確認のために表示されます。 
チェックび終わると、通常の画面表示にな 
ります。 


■ スイッチモードの設定画面が終了ずるとを 

なの場合は、スイッチモードの設定画面び終了、または他の画面に切りかわ D 
ます。 

•因を押したとき 

♦ク□—ルコントロールの操作を行ったとを※ 

参レーダー クルーズコントロールの操作を行ったとを※ 

♦ク U アランスソナー&バックソナーの使用時、センサーび障害物を感知した 
とを ’X 

♦警告メッセージび表示されたとを 
**^装着車のみ 



IT022M090b 
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2-2. メーターの見方 


■バッテリー端子の脱着をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、なのデータは1」セットされます。 

♦給ミ由後平巧燃費 
♦平均燃費 
♦平巧車速 
♦走行時間 

■夕'!•気温度表本について 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、低を走行（約 20 km / h し U 下）のとを 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入り□付近など） 

■が気温度表示で"--"または" E " が表示されたときは 

システム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■半ドア 警告 表示について 

" エンジンスタートストップ"スイッチび 
イグニッシヨン ON モードのとを、半ドア 
警告灯（一 P . 3已 8) の点灯に合わせて表示 
されます。 

どのドア（またはバックドアガラス）び開 
いているか、画面の表示で把握することび 
でをます 

^バックドアガラスび開いている場合は、画 
面表示び異なります。 UP . 363) 
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2-2. メーターの見方 


■エコドライブインジケーターについて 

♦環境に配慮したアクセル操作をしているかどラかを確認でをます。 

バー表示びエコ運転の範囲内にあり、エコドライブインジケーターランプび 
点なしているとを、環境に配慮したエコ運転中であることを示しています。 

n エコドライブインジケーターランプ 
(一 P ' 146) 

曰エコドライブインジケーターゾーン表示 
B エコ運転の範囲 
Q 現状のアクセル開度 

アクセル操作に連動してバー表示り嚷化 
します。 

バー表示びエコ運転の範囲をこえると、 
エコドライブインジケーターゾーン表示 
のち側部分び点滅し、エコドライブイン 
ジケーターランプび消なします。 

♦エコドライブインジケーターは、なの条件のとをに作動します。 

-シフトポジシヨンび D で走行中 

-セカンドスタートモード（一 P .161) を使用していないとを 
-車速び約100 km / h しツ下のとを 

♦エコドライブインジケーターランプの作動/非作動を設定でをます。 

(一 P . 413) 




183 




























2-2. メーターの見方 


A 警告 

■ス イツチモードについて 

走行中に操作する場合は、周囲のま全に十分ミ主意してください。 

■ほ 温時の画面表示について （ 1 GR - FE エンジン搭載車） 

画面の温度び極めて化いとさは、画面表示の切りかえび遅れる場合びあ0ます 
ので、車室内を暖めてからご使用ください。 

S モードでの走行時、シフト操作をしてちすぐにシフトレンジの表示び切りか 
わらないことで、運転者びシフトダウンしなかったと誤解し、再度シフトダウ 
ンすることによって急激に過度のエンジンブレーキびかかり、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


/ K ま意 

■低温 時の画面表术について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切0かえが遅れる場合があ0ます 
ので、車内を暖めてください。 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 


自動または手動でへツドライトなどを点！打できまず。 

レバーの端をまわずと、なのよラにライトび点灯しまず。 

□ 車幅灯-尾灯-番号打を点灯 
曰上記ライトとへツドライトを 
点な 

H へツドライト、車幅灯などを 
自動点灯-消灯 
(" エンジン スター トストツ 
プ"スイツチびイグニッシヨ 
ン ON モードのとさ） 


|)\イビームに ずる 

n ライト点灯時八イビームに切0 
かえ 

レバーを もとの位置へもどすと □一 
ビームに ちど0ます。 

且レバーを引いているあいだ、八イ 
ビームを 点打 

ライトが消灯していてち、八イビーム 
が点灯します。 

レバーを 離す と、□ービームに もど 
る、または消灯します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


I 手動光軸調壁ダイヤル 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでをまず。 



n 上向をに調整 
且下向さに調整 


■目盛り設定の目安 

►已人乗り車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転を 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

0 

全乗員 

なし 

1 

全柔員 

ラ ゲージルーム 満載時 

3.5 

運転ち 

ラ ゲージルーム 満載時 

3.5 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


► /人乗0車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

GRJ 1 己 1 W を 
除 < 車両 

GRJ 151 W 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席乗員 

なし 

0 

0 

運転をと助手席乗員、 
および、サードシート 
に2名乗ま 

なし 

1 

0 

全柔員 

なし 

2 

0 

全柔員 

ラゲージルーム 
満載時 

3.5 

日.己 

運転者 

ラゲージルーム 
満載時 

3.5 

日.己 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


目知識 

■ライトセンサー 

センサーの上にものを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な-消な機能び正常に 
働かな< な0ます。 


■ライト消し忘れ防止機宜目 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U - モード、または OFF 
にして運転席ドアを開けると、へッドライトや尾灯などび消灯します。 

再びライトを点なする場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイグ 
ニッシヨン ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
• または iD の位置にします。 

■カスタマイズ機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 



A を意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイッチ 


雨や霧などの悪天候下で視界を確保しまず。 

►フ□ントフォグライトスイツチ 

□ 消灯ずる 
曰点好ずる 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


►フ□ント & U ヤフォグライトスイツチ 



□ 消なずる 

B フ□ントフォグライトを点打 
する 

H フ□ント & U ヤフォグライト 
を点灯ずる 

手を離すと多0の位置までちど 
0ます。 

再度操作すると、 I 」ヤフォグライ 
卜のみミ肖なします。 


白知識 
■点なを件 

フロントフォグライト： 

へッドライトまたは車幅なび点なしているとさに使用でをます。 

IJ ヤフォグライト： 

フ□ントフォグライトび点なしているとをのみ使用でをます。 

■ U ヤフォグライトについて 

♦ 1」ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示なび桓色に点な 
します。 


♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとをし:!がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ D ます。 
必要なとさし i (がは使用しないでください。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


間夕作動調壁式ワイパー: 

" INT " を選択しているとき、間欠作動の頻度を調壁ずることがで 
さまず。 

雨滴感知式ワイパー： 

" AUTO " を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパー 
が作動し まず。 

►間欠作動調整式ワイパー 

次のよラにレノ（一を操作して、ワイパーの作動を遇択しまず。 

ワイノ（一の間欠時間を調整でさまず。 

n 間欠作動 （ INT ) 



曰ほ速作動 ( L 0) 

H 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MIST ) 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 



且間欠ワイパーの作動頻度(減) 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増) 



□ ウォッシャー液を出す 
ワイノ く一が連動して作動します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


雨;商感知式ワイパー 

次のよラにレノ（一を操作してワイパーの作動を選択しまず。 
"AUTO" び選択されているときは、次のよラにツマミをまわして 
雨滴センサーの感度を調整でさまず。 

n 雨滴感知オート作動 (AUTO) 
曰ほ速作動 (L0) 

B 高速作動 （HI) 

Q —時作動 （MET) 




且雨滴センサーの感度調整(な) 
□ 雨滴センサーの感度調整(高) 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 



□ ウォッシャー液を出す 

ワイパーび連動して作動します。 
(数回作動したあと、液だれ防止と 
してさらに1回作動します） 


口知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
■雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイパー装着車） 

雜雨滴感知センサーび雨ミ商量を判定します。 
光学センサーを使用しているため、フロ 
ントガラスに朝日や夕日び断続的にあた 
るとさや、虫などで巧れたとをに正しく 
作動しないことびあります。 


♦"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのと 
きにワイパースイッチを AUTO モードにすると、作動確認のためワイパー 
び 1 回作動します。 

♦ワイパースイッチび AUTO モードのとをに雨ミ商感知センサーの感度調整を 
高側へ調整すると、作動確認のためにワイパーび1回作動します。 

♦雨ミ商感知センサーの温度び9〇で1；(上または一1已で1；(下のとをは、 AUTO 作 
動しないことびあります。その場合は、 AUTO モードな外でワイパーを使用 
してください。 



194 













2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


■車をによる作動への影響（雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO 選択時しツ外でち、車まによってウォッシャー連動時のワイパー作動（液 
だれ防止作動び働<までの時間）びかわります。 

L0 選択時は停車時のみ間欠作動へ切りかわります。 

(雨ミ商センサーの感度調整び最高に調整されているときは、做！作動を続けます） 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノスレ 
のつまりを点検してください。 


A 警告 

■ AUTO モード時のワイパー作動に関する警告（雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO モードでは、センサーにふれたり、フロントガラスに振動びあるなどの 
要因で不意にワイパーび働<おそれびあります。ワイパーで指などを挟まない 
よラにミち意してください。 


A ま意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォツシャー（リヤ） 


巧のよラにレバーをまわして、ワイパーの作動を選択しまず。 



n 間欠作動 ( L 0) 

旦通常作動 （ HI ) 

□ ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 
□ ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動しまず。 


白知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードで、バッ 
クドアガラス（一 P. 已 4) が閉まっているとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないと动ま、ノ刀レ 
のつまりを点検して < ださい。 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


A ミち意 

■窓ガラスび 乾いているとをは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルげ つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために 
使用してください。 



ON/OFF を切りかえる 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的に OFF にな0ま 
す。 


白知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニツシヨン ON モードのとを 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部、およびフ□ントピラー横の表面び熱くなって 
おり、和けどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行できまず。 

□ クルーズコント□ール表示な 
曰セツト表雨な 
且クルーズコント□ールスイツチ 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■設定速度をかえる 

□ 速度を上げる 
曰速度を落とず 

希望のま度になるまでレバーを保 
持します。 

レバーを上または下に軽<操作し 
て手を離せば、設定ま度を微調整 
でさます。 


■ 定速走巧を解除ずる-復帰させる 

n 解除するには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキペダルを踏んだとさを解 
除されます。 

曰定速走行にもどずには、レ 
バーを 上げる 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■設定を件について 

♦なのシフトポジション（シフトレンジ）のとを設定でをます。 

- 2TR-FE エンジン搭載ま； D または3 
• 1 GR-FE エンジン搭載車： D または S モードの4 .已レンジ 
♦速度は約40〜約100 km/h の範囲で設定でをます。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセル操作で加速できまず。加速後、設定車速にもどりまず。 

■定速走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約1日 km/h しツ上化下した 
♦速度び約40 km/h しツ下になった 
♦ VSC び作動した 

♦センターデフ□ツクへの切りかえ操作後に、切0かえ作動び約5秒し i (上続 
いた 

■定速走巧中にクルーズコント□ール表示なび点滅したときは 

ON-OFF スイツチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとさは、システム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコントロールを使用しないとさは、 ON-OFF スイッチでシステムを 
OFF にしてください。 

■ クルーズコント□-ルを使用し口まいけない状況 

なの状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下0坂 

急な下0坂では設定車速しツ上になることびあ D ます。 

♦車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダー クルーズコントロール* 


アクセルペダルを踏まなくてち、車間制御 モー ドで巧巧車の速度変化 
に合わせた追従走行を行ったり、定速制御 モー ドにより一定の速度で 
走行でさまず。 

先行車との車間距離び確保しやずい高速道路や自動車専用道路など 
で使用してください。 

□ 定速制御モード表示な 
且セット表おな 
□ 車間制御モード表示灯 
Q マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ 

且車間距離切りかえスイッチ 
B レーダー クルーズコント □一 
ルスイッチ 



制御モードを選択する 



車間制御モードを選択ずる 

ON - OFF スイッチを巧して、シ 
ステムを ON にずる 

OFF にするには再度 ON - OFF ス 
イッチを巧します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


定速制御モードを選択ずる 
□ ON - OFF スイッチを押してシ 
ステムを ON にずる 

OFF にするには再度 ON - OFF ス 
イッチを巧します。 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチびイグニッシヨン ON 
モードになるたびに、車間制御 
モードに再設定されます。 

B 定速制御モードに切りかえ 
(約1秒間レバーを前方に巧 
し続ける） 

定ま制御モードに切0かえると、定 
をお御モード表示打び点打します。 

■選択したモード（車間制御•定速制御）で走行する 

希望の速度まで加速/減速し、 
レノ（一を下げて速度を設定ずる 

セツト表示なび点なします。 




204 




















2-4. その他の走行装置の使い方 


設定速度をかえるには 



□ 速度を上げる 
旦速度を落とず 

表示び希望の車まになるまでレ 
バーを保持します。 

レバーを軽 < 操作して手を離せば、 
設定速度を微調整でをます。 


制御を解除する 



復帰させるには 

n 解除するには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキペダルを踏んだとさを解 
除されます。 

曰をとの制御状態にちどずに 
は、 レバーを 上げる 


車間距離を変更ずるには（車間制御モード） 


先行車マ 



スイッチを巧ずごとに;欠のよラ 
に車間距離を切りかえまず 

D 長い 
曰中間 
0短い 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチびイグニッシヨン ON 
モードになるたびに n に設定され 
ます。 

先行車びいる場合、先行車マーク 
も表示されます。 



呂〇已 





































2-4. その他の走行装置の使いち 


■車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約 100 m じ(内の先 
行車を検知して、先行車の有無-先行車との車間距離を判定します。 

長い下り坂を走行しているとをは、車間距離が短めにな0ます。 



□ 定速走行： 

先行車がいないとさ 

運転者び設定した速度で定速走行します。また、車間距離切0かえスイッチを操 
作して、希望の車間距離に設定することわでをます。 

曰減速走行： 

設定した速度より遅い先行車が現れたとさ 
自車線に先行車を検知すると自動で減速し、よ〇大をな減速が必要な場合はブ 
レーキびかか0ます。十分に減速でさない状態で先行車に接近した場合は、接近 
警報を鳴らします。 

曰追従走行： 

設定した速度より遅い先行車に追従するとさ 

先行車の速度変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよラ追従します。 

□ 加速走行： 

設定した速度より遅い先行車がいな<なったとさ 

先行車が車線変更したとさは設定速度までゆっくり加速し、定速走行にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[接近警報 

追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速びでさない状態で先行車 
に接近したときは、表示の点滅とブヴーで運転者に注意をラなびしまず。 
その場合は、ブレーキペダルを踏むなど適切な車間距離を確保してくだ 
さい。 


□知識 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D のとを設定でをます。（推奨） 

シフトレバーび S の4•已レンジのとをでも設定でをます。 

♦速度は約已〇 km / h から約100 km / h の範囲で設定できます。 

■モードの切りかえについて 

車間制御モードを使用してから定速制御モードに切りかえることはできません。 
また、定速制御モードから車間制御モードへちどすことちでをません。システ 
ムを OFF にしてから再度操作してください。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセル操作で加速でさまず。ただし、車間制御モード時は先 
行車と距離を保持するため設定車速 m 下になることもありまず。 



207 








2-4. その他の走行装置の使いち 


■車間制御走行の自動解除 

なのと志自動的に車間制御走行び解除されます。 

♦速度び約40 km/h (下になった 

♦ VSC び作動した 

♦センサーび何かでふさびれて適切に働かない 
♦ヮイノて一び高速で作動した 

♦走行モードをセカンドスタートモードにセットした 

♦センターデフ□ックへの切りかえ操作後に、切りかえ作動び約5砂しツ上続 
いた 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとをは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 

■定速制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約1己 km/h 1；(上低下した 
♦速度び約40 km/h しツ下になった 

• VSC び作動した 

♦センターデフ□ックへの切りかえ操作後に、切0かえ作動び約5秒し i (上続 
いた 

■車間距離選択の目を 

なの目まを参考に車間距離を選択してください。（一 P. 205) 

(時连80 km/h で走行している場合） 

なお、连度に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長い 

約己0 m 

中間 

約40 m 

短い 

約吕日 m 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ レーダー センサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく作動させるために、センサーとグ U ルカバーは常にをれいに 
しておいてください。（ビニールやつらら-雪など、巧れ検巧機能で検巧でをな 
いちのちあ D ます） 

ミちれを検巧したとさは、レーダークルーズコント□ールは解除されます。 

□ グ U ルカバー 
且レーダー センサー 


■ レーダークルーズコント□ールの表示な-警告メッセージ.警告ブザー 

走行操作に関してま意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、表 
示なや警告メッセージ-警告表示-警告ブヴーでま意を5なびします。 

(一 P. 3已已，3己 0) 

■接近警報について 

車間距離び短<てち、なのよラな場合は警報されないことびあります。 

♦先行まと自車の車速び同じか先行車のちび速いとを 
♦先行車び極端な化速走行をしているとを 
♦速度を設定した直後 
♦アクセ j レぺダ j レび踏まれたとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■まを にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に 
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転をむびけて<ださい。 

レーダークルーズコント□ールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していてち、運転者び認識している先行車の状況とシス 
テムび検巧している状況び異なる場合びあ0ます。従って注意義務'を険性の 
判断•ま全の確イ呆は運転者び行ラ必要びあります。なお、誤った使いちをした 
り、操作慣れなどでミち意を怠ったりすると、思わめを険を招くことびあります。 

■システム のち援内容に関ずるを意点 

システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
巧するのみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良 
を補助するシステムでもありません。 

運転を自らび周囲の状況にま意を払ラ必要びあります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどラかを判断しており、それしツ外の判断はしません。このため、を険性び 
あるかどラかなど運転者は自らま全の判断をする必要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、危険性びあれば運転者自らび安全を確なする必要びあります。 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズコント□ールを使わないとさは、 ON-OFF スイッチでシステ 
ムを OFF にしてください。 


210 





2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダークルーズコント□-ルを使用し口まいけない状況 

なの状況では、レーダークルーズコント□ールを使用しないでください。 

適切な制御び行われず、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下0坂や急で勾配の変化び激しい坂 
♦高ま 道路の出入り □ 

♦レーダー センサーび正しく働かないよラな悪天候時（霧-雪.砂嵐.激しい雨 
など） 

♦警報び ひんぱんに鳴るとを 
♦車両 けん引時 

■センサーび 正しく検知しないおそれのある先行車 

なのよラな場合は、必要に応じてブレーキで減速してください。 

センサーび正しく車両を検巧でをず、接近警報（一 P. 207) ち作動しないため、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦先行 まび急に割0込んでをたとを 
♦先行 まび低速で走行中のとを 
♦停車 中のまびいるとを 

♦先行 車の後部びルさすざるとを（荷物を積んでいないトレーラーなど） 

♦同 じ車線を二輪車び走行中のとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■車 間制御び正しく働かないおそれのある状況 

なの状況では、必要に応じてブレーキで減速して<ださい。 

レーダーセンサーび正常に車両を検巧せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦周囲の まより水や雪びまを散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげにな 
る場合 

♦自 車の車両姿勢び上向をになる場合（重い荷物を積んだとをなど） 

♦カーブ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 

♦八ン ドル操作び不安定な場合や、車線内の自車の位置び一定でない場合 

♦先行 車び急ブレーキをかけた場合 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

レーダークルーズコントロールび効果を発揮でさるよラになのことをお守りく 
ださい。お守りいただかないと、センサーび正しく作動せず、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ U ルカバーを傷付けないよラ、やわらかい 
布を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあ D ます。セン 
ヴ ー、 または周辺に強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受 
け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ U ルを改造したり塗装したりしない 
♦純正 品しツ外の部品に交換しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解•改造 
すると罰せられることびあ0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クリアランスソナ ー& バックソナ ー* 


クリアランスソナ ー& バックソナーは、車両と障害物とのおおよその 
距離を超音波センサーによって感知して、メーター内のマルチイン 
フオメーシヨンディスプレイの距離表示とブザー音で運転者にお知 
5せしまず。 


メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車は、モニター画 
面でを距離を表おします。 



□ モニター 画面※1 
且マルチインフオメーション 
ディスプレイ 

0 ク U アランスソナー表示な 
□ メニュースイ ッチ- 

"ENTER " スイッチ 
(一 P' 174) 

メーカー オプションのナビ ゲー 
シヨンシステム装着車のみ 


■使用ずるとをは 

切りかえ方法： 一 P. 17 日 _ 

ク U アランスソナーを ON にすると P 巧4が点なし、ブヴー^び鳴ります。 

*2" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モードにし 
た直後は、ブヴーび鳴5ない場合びあ0ます。 
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:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 





































































2-4. その他の走行装置の使い方 


■マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイの表示 

n フ□ントコーナーセンサー作 
動表お 

曰フ□ントセンサー作動表示 
曰 U ヤコーナーセンサー作動表示 
Q バックセンサー作動表お 


■ モニター画面の表53^ 

(メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車） 

障害物を感知ずると自動的に表示されまず。 

n バックガイドモニター-ワイ 
ドビューフ□ント&サイドモ 
ニター非表お時 

表示されないように設定すること 
びでをます。 （^P. 221) 

曰バックガイドモニター-ワイ 
ドビューフ□ント&サイドモ 
ニター. 7 ルチテレインモニ 
ター X ’表示時 

画面上に簡略表示されます。 

(左の画面はバックガイドモニ 
ターの 場合です） 

**^装着車のみ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ センサーの位置-種類 



□ フ□ントコーナーセンサー 
旦フ□ントセンサー 
□U ヤコーナーセンサー 
Q バックセンサー 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


距離表示の見方 


ク U アランスソナー&バックソナーび作動したとを、障害物と車両との 
おおよその距離をマルチインフォメーションディスプレイ-モニター画 
面 X ’の表示でお知らせしまず。 

■ コーナー センサー 


障害物までの 
おおよその距離 


マルチインフォ 
メー シヨン 
ディスプレイ 


モニター 画面’3 


割 D 込み表示 


フ□ント： 

約60〜47.已 cm 

U ャ： 

約已已〜37.已 cm 
フ□ント： 

約47.己〜3已 cm 

U ャ： 

約37.己〜2已 cm 



(点な） 



(点丹） 


ぶ、成 


(点灯） 

夕 


(点打） 


国 

(点滅） 

国 

链い点滅） 


フ□ント： 

約3已 cm 政下 

1」ャ： 

約含已 cm L 八下 



(点滅） 


(点打） 



(点な） 


S メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車のみ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ フ□ントセンサー-バックセンサー 


障害物までの マルチインフォメー モニター画面’^ 


おおよその距離 シヨンディスプレイ （割 D 込み表示) 


フロントセンサー: 
約100〜己 0 cm 

バックセンサー： 

約1已〇〜 65 cm 




懼い点滅) 


フ□ントセンサー： 
約己〇〜37.己 cm 

パックセンサー： 

約目己〜日日 cm 



(点打) 



(点滅) 


フ□ントセンサー： 
約吕7.己〜 30 cm 

バックセンサー： 

約己〇〜 40 cm 




(点灯) 



健い点滅) 


フ□ントセンサー； 
約 30cm UTF 

バックセンサー： 

約 40cm liTF 



(点滅) 



(点打) 


一力一オプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車のみ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


t 音声案内とブザー音 

障害物を感知すると、ブヴーび鳴りまず。 

メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車は、ブヴー音と同時に音声 
案内を行います。 

■フ□ント側またはリヤ側のみで障害物を感知しているとを 

♦障害物との距離び近付<と、ブヴーの断続時間び短<なりまず。障 
害物との距離び次のとさ、ブヴーは断続音「ピピピ」から連続音 
「ピー」になりまず。 

-フ□ントセンサーび感知した障害物との距離び約 30cm LU 下 
-フ□ントコーナーセンサーび感知した障害物との距離び約 35cm な下 
' ) (ックセンサーび感知した障害物との距離び約 40cm LU 下 
- U ヤコーナーセンサーび感知した障害物との距離び約 25cm し U 下 
• 複数のセンサーび同時に障害物を感知しているとさは、ちっとを近 
い障害物との距離に合わせたブヴー音び鳴りまず。 

■ 障害物を車両の前後で同時に感知したとを 

• フ□ント側、または U ヤ側で障害物を感知してブヴーび連続で鳴っ 
ているとさ、反対の側（フ□ントまたは U ヤ）で新たに障害物を感 
知すると、ブヴー音は「ピピピピピピピピー」をくりおしまず。 

• フ□ント側、または U ヤ側で障害物を感知してブヴーび連続で鳴っ 
ているとさ、反巧の側（フ□ントまたは1」ヤ）でをブヴーび連続で 
鳴る範囲内に障害物を感知ずると、ブヴー音は「ピピピピー」を 
くり返しまず。 

ブヴーの音量と鳴るタイ S ングを変更ずることびでさまず。 

• メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車： 一 P. 221 

• メーカーオプションのナビゲーシヨンシステム非装着車：一 P. 413 



219 






2-4. その他の走行装置の使い方 


[障害物を感知できる範囲 




f 可 


ITO24M092C 


n 約 60 cm 
曰約 已已 cm 
0 約 1 00 cm 
Q 約 1 50 cm 

感知でをる範囲は左図のとお0です。 
ただし、障害物がセンサーに近付をす 
ざると感知でをません。 

障害物の形状•条件によっては、感知 
でさる距離び短<なることや、感知で 
をないことびあ0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 




音声案内.モニター画面表示-ブザーの設定 

(メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車のみ） 


" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モード 
のとさ、ク U アランスソナーの設定をずることびでさまず。 


111で画面外の 


設定•編集 


を巧ず 


巨圆互 画面内の 転支援 I にタッチずる 


巨圆互 画面内の I クリアランスソナー設定 にタッチずる 

■ ブザー音量設定 

設定したい音量にタッチずる 
ブヴー音量を調整することびでをます。 

■画面表示の ON • OFF (ソナー表示） 

画面内の I ソナー表示なし] にタッチずる 

♦タッチずるごとに、 r 表おされる」と「表示されない」び切りかわ 
りまず。 

♦「表示されない」にずると、タッチスイッチの作動表示巧び点灯し 
ます。 

障害物び感知されたとを、自動的にク1」アランスソナー画面び表示されるかどラ 
か設定ずることびでさまず。 

■画面表示-ブザータイ S ング 

画面内の r 切替ぇ にタッチずる 
• フ□ントセンサー: 

タッチずるごとに、感知範囲び「遠」（緑色、約 lOOcm じ(内）と 
「近」横色、約已 OcnUU 内）に切りかわりまず。 

♦バックセンサー： 

タッチずるごとに、感知範囲び「遠」（緑色、約 ]50 cm じ(内）と 
「近」横色、約 6 已 cmLU 内）に切りかわりまず。 

フ□ントセンサー•バックセンサーの割0込み表示び表示される感知範囲と、 
ブヴーび出力される感知範囲を調整することびでをまず。 


呂吕1 



















2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■作動を件 

♦フ□ントコーナーセンサー: 

-"エンジンスタートストップ"スイッチがイク’こッシヨン日 N モードの 
とを 

-シフトレバーが PU (外にあるとを 
-車両の速度が約1日 km / h し八下のとを 
♦フ□ントセンサー； 

-"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードの 
とを 

-シフトレバーが P - RUi 外にあるとを 
-車両の速度が約 lOkm / hl ； (下のとき 
♦ U ヤコーナーセンサー-バックセンヴー： 

-"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードの 
とを 

-シフトレバーが R にあるとさ 

■クリアランスソナー&バックソナーに異常があるときは 

マルチインフォメーシヨンディスプレイに異常を知らせる表示が出ます。 

UP . 3目日） 


A 警告 

■クリアランス ソナ ー& バックソナーをお使いになる前に 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦ま両 の速度び約 lOkm / h をこえないようにしてください。 

♦センサーの 感知範囲、作動を度には限界びあります。車を前進•後退するとを 
は、必ず車両周辺（特に車両側面など）のま全を確認し、ブレーキで車速を十 
分に制御し、ゆっくり運転してください。 

♦センサーび 感知ずる範囲にはアクセヴ U —用品などを取り付けないでください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■センサー について 

なのとを、ク U アランスソナ ー& バックソナーび正常に作動しないことびあり、 
思わめ事故につなびるおそれびありを険です。ま意して運転して<ださい。 

♦センサーに 氷•雪-ミ尼などび付着したとを用又り除けば、正常に復帰します） 

♦センサー 部び凍結したとを（解ければ、正常に復帰します） 

特に低温時には凍結などにより異常表示び出たり、障害物びあってち感知しな 
いことびあります。 

♦センサーを 手などで覆ったとを 
♦炎天下 や寒;令時 

♦凸凹 道-坂道-砂利道-草むら走行時など 

♦他 車のホーン.オートバイのエンジン音 • 大型車のエアブレーキ音 • 他車のク 
1」アランスソナーなどの超音波を発生するちのび近付いたとを 

♦どしゃぶ りの雨や水しぶをびかかったとを 
♦車両 姿勢び大をく傾いたとを 

♦市販の フェンダーポール、無線機アンテナを車に付けたとき 
♦背の 高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとを 
♦標識な どのちのによっては感知距離び短くなります。 

♦バン ノて一真下付近は感知しません。 

センサーより低いちのや細い杭などは、一度感知してち接近すると突然感知し 
なくなることびあ0ます。 

♦センサーに 障害物び近付をすざたとを 

♦バンパー やセンサー部付近にちのをぶつけたとをや、たた < などの強い衝撃を 
与えたとを 

• トヨタ純正品しソ外のヴスペンシヨンを取り付けたとを 

障害物の形状-条件によっては感知でをる範囲び短くなることや、感知でをな 
いことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■正確に 感知でをないことびある障害物 

なのよラなちのは感知しないことびあります。ミ主意して運転してください。 

♦針金 .フェンス.□-プなどの細いちの 

♦綿- 雪などの音波を吸収しやすいもの 

♦鋭角 的なおのちの 

♦背の 化いちの 

♦背び 高く上部び張り出しているちの 

特に人は巧類の種類によってち検巧でをない場合びありますので、常に目視で 
確認してください。 


A ミ主意 
■洗車 時のま意 

高圧洗車機を使用して洗車するとさは、センサー部に直接水をあてないでくだ 
さい。強い水圧により衝撃び加わり、正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を巧助する装置 


走行の安全性や運まを性能を高めるため、走行状況に応じて;欠の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ マルチテレイン ABS (アンチ□ックプレーキシステム）※] 

一別冊「オフ□ード走行取扱書」 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、すべ0やすい路面で旋回するとをに横ずベ0を抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル)※2 

すべ0やすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■アクティブ TRC (トラクシヨンコント□-ル)※3 

^別冊「オフ□ー ド走行取扱書」 

■ ヒルスタートアシストコント□ール* 

^別冊「オフ□ー ド走行取扱書」 

■ KDSS (キネティックタ'イナミックヴスペンシヨンシステム )4 

^別冊「オフ□ー ド走行取扱書」 

マルチテレインセレクト装着車のみ 

1 GR - FE エンジン搭載車は、トランスファースイッチび H 4 のとを 

1 GR - FE エンジン搭載車で、トランスファースイッチび L 4 のとき 
ただし、マルチテレインセレクト装着車は、マルチテレインセレクトび ON の 
とをのみ作動します。 


:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）* 

-^ P . 232 


|TRC - VSC が作動しているとき 


車両び横すベりしそラになったと 
き、前後輪び空転したときは 、 VSC • 
TRC の作動を表示ずるために、ス 
U ップ表示巧び点滅しまず。 

VSC の作動時、ブヴー（断続音）び 
鳴ります。 
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:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
























2-4. その他の走行装置の使い方 


[ TRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出ずるとさに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでちエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなときに VSC OFF スイッチを巧ずこ 
とにより、脱出しやずくなりまず。 


■ TRC を停止ずるには 




TRC を停止ずるには VSC OFF ス 
イッチを巧す 

マルチインフォメーションデイスプ 
レイに 「TRC OFF 」 と表示されます。 

もう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちど0ます。 


TRC と VSC を停止ずるには、停 
車時に VSC OFF スイッチを巧し 
3秒し U 上保持ずる 

VSC OFF 表示口び点なし、マルチイ 
ンフオメーシヨンディスプレイに 
「TRC OFF 」 と表示されます。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動可能状態にもど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


白知識 

■ TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、エンジンを停止すると自動的に TRC と 
VSC は作動可能状態にちどります。 

■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再 
開はありません。 


■ TRC び長時間作動ずると （1 GR - FE エンジン搭載車) 


ブレーキシステムび異常過熱するおそれびあるため、ブヴーび鳴り、マルチイ 
ンフォメーションディスプレイに 「TRC OFF 」 と表示され、機能び自動的に作 
動停止します。（通常走行は可能です） 

しばらくして、マルチインフォメーションディスプレイの表示び消えれば TRC 
び作動巧能になります。 

■スリップ表示なが点なしているときは 

VSC • TRC のいずれかのシステムに異常びあります。 

トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ABS • ブレーキアシスト- VSC • TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、ブレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよ5な現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

- ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを(雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離が通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■TRC の効果を発揮でをないとを 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のち向安定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■TRC や VSC を OFF にずるとさは 

TRC や VSC は駆動力や車両の方向ま定性を確保しよラとするシステムです。 
そのため、お要なとさし U 外は TRC • VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたときは、路面状況に応じた速度で、特に憤 
重な運転をむびけて < ださい。 

■ス リップ表示なび点滅し、作動警告ブザーび鳴っているとをは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅し、 
ブヴーび鳴ったら特に慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー.ブランド-トレッドバターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 410) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS • VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換ずるときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

PCS (プ U クラッシュセーフテイシステム）* 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物との衝突が予測された 
ときに、警報により運転者に対して回避操作をうなびし、衝突の防止 
に役立ちまず。前方の障害物と衝突の可能性び高い、または前方の障 
害物と衝巧び避け5れないと検知したとさ、自動的にシートベルトや 
ブレーキなどに働きかけ、乗員のけがや車両損傷の低減に寄与しま 
ず。 


■衝突警告表示 



衝突の可能性び高いと検知した 
とき、"ピピピ…"とブヴー音び 
鳴り、 PCS 警告灯び点滅、マル 
チインフォメーションデイスプ 
レイに衝突警告表示を出し、回 
避操作をラなびしまず。 


■プリクラッシュシートベルト 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避け日れ 
ないと判断したとさ、衝突前にシートベルトを巻さ取りまず。 

また、急ブレーキをかけたとさや、車びコント□ールを失ったとさ 
を同様に作動しまず。（一 P . 8已） 

ただし、 VS 巳システムび作動していないとさに、横ずベりした場 
合は作動しません。 

■ プリクラッシュブレーキアシスト 

衝突の可能性び高いとさには、ブレーキぺダ j レび踏まれる強さに反 
応してブレーキカを増強しまず。 
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:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
































2-4. その他の走行装置の使い方 


■プリクラッシュブレーキ 

前方の車両や障害物との衝突の可能性び高いとさに警告な • 警告表 
お.ブヴー音で警報を行い、さらに衝突び避け日れないと判断した 
ときは、ブレーキび自動でかかり、衝突速度をほ減しまず。スイッ 
チ操作で、プ U クラッシュ ブレーキの ON / OFF 切0かえびでさ 
ます。 

■ ヴスペンシヨンコント□—ル* 

衝突の可能性び高いと判断したとさ、サスペンシヨンの減衰力を制御 
して、急ブレーキ時に車両前部び沈み込むことの抑制に貢献します。 


:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I プリクラッシュブ レー キの切りかえ 



n プ U クラッシュブレーキ OFF 
曰プ U クラッシュブレーキ ON 
OFF にすると PCS 警告口び点なしま 
す。 


I レーダーセンヴー 



走行中に進路上またはその付近に 
車や障害物びあるかどラかを検知 
し、その位置や速度•進路から衝 
突ずるおそれびあるかどラか判断 
します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■システムの作動を件（プリクラッシュシートベルトを除く） 

♦プ U クラッシュブレーキアシストの作動条件 
-車速び約30 km / h し U 上 

-自車から見た前方の車両や障害物の接近速度び約30〜40 km/h 上 
. ブレーキペダルび踏まれているとを 
♦プ U クラッシュブレーキの作動を件 

. プ1」クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとを 
-自車速度び約1已 km / h 1；(上 

-自車から見た前方の車両や障害物との接近速度び約1已 km / h しツ上 
♦サスペンションコント□ール*の作動条件 
-自車速度び約已 km / h しツ上 

-自車から見た前方の車両や障害物との接近速度び約30〜 40 km / h し i (上 

■プリクラッシュシートベルトの作動条件 

プ1」クラッシュシートベルトは、なのどちらかの条件で作動します。 

♦作動を件1 

-フロント席の乗員びシートベルトを着けている 
-車速び約 30 km / h 1；(上 

-急ブレーキ時や車両びコントロール不能となったとを 
♦作動を件2 

-フロント席の乗員びシートベルトを着けている 
-車速び約 5 km / h しん!； 

-自車から見た前ちの車両や障害物の接近速度び約30〜約40 km / h しッ上 


* :車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ 衝突の可能性がなくてちシステムび作動ずるとさ 

衝突の可能性びな<てち、なの場合、システムび作動することびあります。 

♦カーフ入 D □の道路協に障害物びあったとを 

♦カーブで対向車とすれ違ったとを 

♦狭い鉄橋を走行したとを 

♦路面に金属物びあったとを 

♦凹凸のある路面を走行したとを 

♦ち折時に対向車とすれ違ったとを 

♦前を走っているまに急に近付いたとを 

♦ ETC ゲートを高まで通過したとを 

♦立体交差-標識-看板などび進行ち向に見えたとを 

♦車両姿勢び極端に変化しているとを 

• レーダーの軸びずれているとを 

♦上り坂走行中に看板などの上ち金属物び前ちに見えたとを 
♦陸橋を通過するとを 

また、このとを、シートベルトびすばやく引をもどされたり、ブレーキをかけ 
たとをに通常よりフレーキび強くかかったりすることびあります。シートべル 
卜び巻を取られた状態でロックした場合は車を安全な場所に停止してシートべ 
ルトをはずし、再度装着してください。 

■センサーび検知しない場合 

パイ□ンなどのプラスチック類は検巧でをません。人や動物-二輪車•木•雪 
のかをだまりなどは検巧しない場合びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■システムの作動しない環境 

プ U クラッシュセーフティシステムは、想定されていない状況では有効に作動 
しない場合びあります。 

♦さついカーブや起伏びある場所 

♦交差点などで、自車の進行方向に急な飛び出しびある状況 
• 自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨•霧-雪-砂嵐等の悪天候の状況 

• VSC システムび作動していないとをに、車び横すベりしている状態 
♦車両姿勢び極端に変化しているとを 
• レーダーの軸びずれているとを 

■システムの自動解除 

システムの異常び検知された場合やセンサーび障害物を検巧でをない状況（セ 
ンヴーの巧れなど）ではシステムの動作び自動的に解除されます。このよラな 
場合には衝突の可能性びあってちシステムは有効に作動しません。 

■システムに異常があるときは 

警告なや警告表示び点なまたは点滅します。（一 P . 3已已，3已 0) 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■まを にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあります。常に周囲の状況を巧握し、安全運転 
に资めて < ださい。 

プ U クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突のを険を見逃してしまった 
場合に、警報やブレーキ制御により運転者を支援するちのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、安全に停止するとい5ものではないため、システムを 
過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。また、状況によっては有効に機能しないことびあ 
ります。 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

プ U クラッシュセーフテイシステムび効果を発揮でさるよラに; 欠のことをお守 
りください。 

♦センサーと グ U ルは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ1」ルを傷付けないよラ、やわらかい巧を 
使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに誤作動または異常び起こるおそれびあ 
ります。センサー、またはその周辺に強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売 
店にて点検を受け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解-改造 
すると罰せられることびあります。 

♦センサー やグ1」ルカバー周辺にアクセヴ1」一を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ1」ルを改造したり塗装したりしない 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■システム のち援内容に関ずるま意点 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、警報やフレーキ制御により衝突回避支 
援を行5ために、運転者び r 見る」-「判断する」-「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、前ちの障害物を可能な範囲で検知する 
のみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良時の運 
転を補助するシステムでちありません。運転者自らび周囲の状況に注意を仏ラ 
必要びあります。 

♦運転者び 明断する過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、検巧しラる前方の障害物の情報のみか 
ら衝まのを険性を判断するちのです。ま全の確なの判断は運転者自らび行5必 
要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるちのではありません。このため、 
を険性びあれば運転者自らびま全を確なする必要びあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

巧物を積むとをのま意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

• 走行中のノ（ランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守りいただかないと、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル'アクセルペダルを正しく操作できな 
かったり、荷物び視界をさえざった0、荷物び柔員に衝突した0して、思わめ 
事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

-運転席足元 

-助手席や1」ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-トノカバー（装着車のみ） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、柔員を傷付けるおそ 
れびあ0ます。 

♦シー ト背ちたれより高いちのをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、投げ出され、乗員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を柔せないでください。乗員用には設計されていません。 
柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

♦ルーフ レールには直接荷物を置かないでください。荷くずれを起こしたりして 
思わめ事故につなびるおそれびありを険です。（ルーフレール装着車） 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてくださし、 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の低 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

• 次のちのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

. タイヤは4輪とち同ーサイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： ^ P . 307) 

-タイヤチェーンは、必ずランドクルーヴープラド指定のトヨタ純 
正品を使用してください。（一 P . 吕4已） 


■運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイノ（一び凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を解かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


■駐車ずるとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止め X ’をしてください。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでさまず。 


白知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱い方法については、なの指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行ラ 
♦後2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取 D 扱い説明書に従5 
♦取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 

■ リヤ A イトコント□-ルエアサスペンション^装着車は 

寒;令時は、 U ヤ八イトコントロールエアサスペンションの作動に制限びかかる 
場合びあります。 

ヤ八イトコント□-ルエアサスペンションについては、別冊「オフ□-ド走行取 
扱書」を参照してください。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 

- KDSS 非装着車； 2已己/已已 R 171 12 S 
- KDSS 装着車； 2已己/己 0 R 1 811 0 H 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チIーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか低い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル.急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A ミち意 

■タイヤ チェーンの使用について 

♦必ず ランドクルーヴープラド指定のトヨタ純正品を使用してください。 

トヨタ純正品し i (がのタイヤチェーンを使用すると、ま体にあたり、走行のさま 
たげとなるおそれびあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦アルミ ホイールにタイヤチェーンを取り付けると、ホイールに傷び付くことび 
あります。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた化を除去ずるとをは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 
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3-2. 室内巧のつけ方 

室内灯一覧 . 

-フ□ント 

パーソナルライト ........ 

-ルームライト/読書打 
-ラウンジ照明調光 
スイッチ . 


3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

-グローブボックス.… 
-コンソールボックス 
-カップホルダー ....... 

■ボトルホルダー . 

■ル物入れ.. ... 

-オープントレイ ....... 

-カードホルダー ....... 


3-1 .エアコン.テフ ォッガーの 
使い方 

オートエアコン . 248 

U ヤウインドウデフォッガー 
(曇0取 0). 2已7 


3-4. その他の室内装備の使いち 


サンバイヴー . 277 

バニテイミラー . 278 

後席確認 S ラー . 279 

時計 . 280 

アクセヴ U —ソケット- 
アクセヴ U — コンセント…282 

シー N ヒーター . 286 

クールボックス . 288 

アームレスト 

(セカンドシート） . 291 

アシストグ U ップ& 

コートフック . 292 

フ□アマット . 293 

ラ ゲージルーム 内装備 ......... 294 


ま巧装備の巧い方 3 


8 90 1 3已巨8124巨 
己巳6 6 6 6667777 
2 22 2 ク -22 222201 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

オートエアコン 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調整しまず。 


吹き出し□表示 
助手席側温度表示 
吹を出し□切0かえボタン 
助手席側温度 
調整ダイヤル 


時計 UP . 280) 

風量表示 

運転席側温度表示 

風量切りかえボタン 
運転席側温度 
調整ダイヤル 



独立/連動モード 
切0かえボタン 

花粉除去モードボタン ー! 


オー ト設定 
ボタン 

送風停止ボタン 
外気導入-内気循環モード 
切0かえボタン 


冷房•除湿機能日 N / 日 FF 
ボタン （ A / C ボタン） 一 I 


フ□ントガラス 
曇0取0ボタン 


IT031M080 
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I 才ートエアコンを使うには 


EJtfl 1 I を巧ず 

吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 


2 I 運転席側の設定温度をかえるとさは 

設定温度をかえるとさは 




を、目力手席側の 


をまわず 


設定温度を上げるとをはちに、下げるときは左にまわします。 


を巧す、または 



を操作すると 


の作動表示 


灯び点口し、運転席側と助手席側の温度を独立して調整することがでを 
ます。（独立モード） 

運転席側と助手席側の設定温度を同じにする（連動モードにわどす）と 
をは、 を押して作動表示灯が消灯した状態にします。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


I お好みの設定で使ラとさ 

■ 基本設定 _ 

巨画で 風量をかえるには、« の" A " (増）側か" V "(減）側を巧ず 

エアコン(を房•除湿機能)が作動していないとをは、1こ f を巧しまず。 
送風を止めるとをは1か。を巧します。 

TtEMP I 

運転席側の設定温度をか3 を、助手席側の 



設定温度をかえるとさは 


設定温度を上げるとさはちに、下げるとさは左にまわします。 



口び点灯し、運転席側と助手席側の温度を独立して調整することがでを 
ます。（独で:モード） 

運転席側と助手席側の設定温度を同じにする（連動モードにわどす）と 
をは、を押して作動表示打が消灯した状態にします。 

巨 M 互吹さ出し口を切りかえるには、^を押す 

押すたびに吹き出し□が切0かわ0ます。選択した吹き出し□に従って 
次のように送風されまず。 


2已〇 










































上半身に送風 

〇 : AUTO モードのとき※1 

状況によ0送風されない場合わあ 
0ます。 


上半身と足元に送風 


足元に送風 

ク： AUTO モードのとさ※^ 
状況によ 0 AUTO モードしツ外で 
ち送風される場合びあ0ます。 


足元に送風-ガラスの量りを取る 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


■外気導入-内気循環を切りかえるには 

を巧ず 

ボタンを巧すたびに外気導入' 内気循環び切0かわ0ます。 
内気循環を選択しているとさは、表示なび点なします。 


(フ□ントガラスの量りを取るには 



同 を巧ず 

エアコンび作動しまず。 

曇0び取れた日再度择(を巧す 
と、前のモードにもどります。 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


I 巧粉除去機能を使ラには 

pi を巧ず 

内気循環に切0かわ0、上半身に送風 
して巧粉を除去しまず。通常約3分 
後 I こ[を -1 在再!す前®ドに6 
ど0ます。 

途中で動作を止めるとさは、再度 
1を j を巧すと前のモードにちど 
0ます。 

(風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


n 風向さの調整 
曰吹さ出し□の開閉 


►中央吹さ出し口 




室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


►左ち吹さ出し口 



n 風向をの調整 
0吹を出し□の開閉 


►後席吹さ出し口 



n 風向きの調整 
曰吹を出し□の開閉 


白知識 

■才ート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。 
なのよラな制御をする場合びあります。 



を押した直後、温風や;令風の準備びできるまでしばらく送風び停止 


する 


♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 


■内が気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切 D かわ 
る場合びあります。 
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■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ [思— i ' でフ□ントガラスの量りを取るとき 

外気温び化いとさは、自動的にが気導入に切りかわります。 

■吹き出し□を♦み’にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■花粉除去モードについて 

♦が気温び化いとさは、フロントガラスの曇りを防止するためになのよラな制 
御をする場合びあります。 

-内気循環に切りかわらない 
-エアコンの電源び自動的に入る 
• 1分後作動び停止する 

♦雨天時は窓び曇るため、 吗 を押してください。 

♦湿度び非常に高いとさに使5とガラスび曇る場合びあります。 

♦巧粉除去モードび OFF のとをち花粉はフィルターで取り除かれています。 

■が気温度が0 ‘ C 1 U 下のとき 

し;3を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■ 1 -j の作動表示なが点滅しているときは 

1こ I をいったん OFF にして、再度 ON にしてください。作動表示なび点な 
すれば使用でをます。点滅したままの場合は、システムの異常び考えられます 
ので、 I を OFF にして、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■温度調舊を独立モードか5連動モードにもどしたときは 

運転席側と助手席側とで設定温度び異なる場合は、運転席側の設定温度にな0 
ます。 


-1. エアコン. デフ ォッガーの 使い方 


室内装備の使い方 


2已已 



!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
てミ居ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しぶ';することびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■カスタマイズ 機能 

オートでの使用時の作動内容を変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 413) 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、 

、赢!を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、 
視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンをお要し U 上に使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさや、ドアミラー X ’か5雨滴や霜を取 
るときにご使用ください。 

ON/OFF を切りかえる 

1」ヤウインドウデフォッガーは、約 
1已分で自動的に OFF になります。 
(外気温などの状況によっては、作 
動時間び長くな0ます） 


口知識 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
■ 5 ラーヒー ターについて （S ラーヒー ター装着車） 

U ヤウインドウデフオッガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
ます。 


A 警告 

■ S ラーヒーター 作動中の警告 （5 ラーヒーター 装着車） 

ドア5ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるのでふれ 
ないで < ださい。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因になります。 



室内装備の使い方 
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3-2. 室内なのつけち 

室巧巧一覽 



曰読書打* (一 P . 260) 

0オーナメント照明*& 

□ ドアポケット照明*& 

且インサイドドア八ンドル照明* X ’ 

0 フ□ントパーソナルライト（一 P . 2已 9) 

□ エンジンスタートストップ"スイッチ照明 
□ ドアカーテシ照明 

且シフト照明 * (" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセ 
サ U — モードまたはイグニッシヨン ON モード） 

田足元照明* X ’ 

田ステップ照明* 

^ラウンジ照明調光スイッチ （^ P . 261) で、日月るさを調整できます。 


2已 S 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





































3-2. 室内灯のつけ方 


フ□ントパーソナルライト 


フ□ントパーソナルライト 


独立スイッチでの操作 



ライトを点打-消打ずる 


連動スイッチでの操作 

フ□ントパーソナルライトの連動スイッチを操作ずると、ルームライ 
卜’^1または読書な’^2も連動して作動しまず。 

ルームライトのスイッチびドアポジションのときに連動しまず。 （^ P . 260) 
^2読書なのスイッチび OFF のときに連動します。 （^ P . 260) 

n ライトを消なずる 
曰ドアポジション（ドア連動）を 
ON にずる 

ドアを開けると点なし、ドアを閉める 
とミ肖なしまず。 

0ライトを点打ずる 



室内装備の使い方 
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3-2. 室内灯のつけ方 


ルームライト/読書好 


I ルームラ イト* 



□ ドアポジション（ドア連動）を 
ON にずる 

フ□ント パーソナル ライトの連動ス 
イッチに連動して作動します。 

レ P . 2已日） 

曰ライトを点灯ずる 


1読書口* 



巧ずたびにスイッチの ON / OFF 
び切0かわ0まず。 

•ON :ライトを点灯ずる 

- OFF :フ□ントパーソナルライ 
卜の連動スイッチに連動 
して作動する（一 P . 2已 9) 

連動スイッチによって点なし 
ているときは、読書打のス 


イッチでミ肖なすることはでを 


ません。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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ラウンジ照明調光スイッチ’ 


なの照明の明るさを調整することびでをまず。 
• オーナ メント照明 
• ドアポケット照明 
• インサイドドア八ンドル照明 
• 足元照明 



n 明る<ずる 
且暗 < する 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


3-2. 室内巧のつけち 

ラウンジ照明調光スイッチ 


室内装備の使い方 
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3-2. 室内灯のつけ方 


ラウンジ照明調光スイッチ 


白知識 

■イル5ネーテッドエントリーシステム 

電子キーの検巧-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉."エンジンスタートストッ 
プ"スイッチのモードにより、各部の照明 X ’び自動的に点な.消なします。 

&フ□ントバーソナルライトとルームライトの両方共に、スイッチの位置びドアポ 
ジション（や)）のときに作動します。 

■自動消な機能 

半ドア状態でフロントパーソナルライトスイッチ-ルームライトスイッチびドア 
ポジション（か）のとをに、なの照明び点なしたままの場合、約20分後に自 
動消灯します。 

•" エンジンスタートストップ’’スイッチ照明 
♦フロントパーソナルライト 
♦ルームライト* 

♦オーナメント照明* 

• ドアポケット照明* 

♦インサイドドア八ンドル照明* 

♦足元照明* 

♦ステップ照明* 

■カスタマイズ機能 

室内巧の消灯までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、長時間点なしないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 







3 -五収納装備の使いち 

収納装備-覽 


n カードホルダー* 

B センターボックス* 

B オーバーへッドコンソールボックス（後席確認 S ラー付さ） 

□ボトルホルダー 
B ドアポケット 
□カップホルダー 
□グローブボックス 
B オープントレイ* 

□コンソールボックス（ェアコン送風機能付き ）#/ クールボックス* 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 



* 
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3-3. 収納装備の使い方 


A 警告 

■収納 装備に放置し口まいけないもの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変巧 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 
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3-3. 収納装備の使いち 


グ□-ブボックス 


f グ□-ブボックス 

グ□ーブボックスはレバーを引さ上げて開いたり、メカニカルキーを 
使って施綻-解綻でさまず。 

n 解綻 
且施錠 

a 開ける（レバーを引さ上げる） 


白知識 

■グ□-ブボックスライトについて 

車幅灯び点打しているとを、グローブボックスを開くとライトび点なします。 

■カードホルダー* 

一 P . 27已 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグローブボックスび体にあたったり、収納していた 
ものび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 



室内装備の使い方 


26已 

















3-3. 収納装備の使い方 


コン ソール ボックス 


I コンソールボックス（エアコン 送風機能 付 さ）* 

コンソールボックスには、保;令機能び付くタイプ（クールボックス）と 
付かないタイプびありまず。 

クールボックスについては、 P . 288を参照してください。 



左ちいずれかのノブを引さ上げて 
□ックを解除し、フタを持ち上げ 
て開< 

n 中間トレイごと開<とさ 
曰フタのみを開くとさ 

中間トレイは持ち上げて開くことび 
でをます。 


曰知識 


■コンソールボックスのフタをアームレストとして使ラとさは 



レバーを引を上げ、フタを前後にスライド 
して位置を調整でさます。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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3-3. 収納装備の使いち 


コンソールボックス 


■エアコンを風機能について 

1*;1 (一 P . 248) び ON のとを、エアコンの;令風をコンソールボックス内へ 

送風することびでをます。また、送風開閉ダイヤルで送風機能の ON / OFF 切 
りかえび可能です。 

□ 開ける 
且閉じる 


■入れるちのとして適さないもの 

♦フタびされていない容器に入つたもの 
♦割れちの-腐るちの-臭いび強いちの 
♦取扱書.車検証.電モ機器. CD など 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスのフタを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


A ま意 

■中間 トレイを使巧ずるとをは 

トレイの高さし U 上にちのを入れないでください。フタの開閉のさまたげとなる 
おそれびあ0ます。 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


I カツプホルダー 

► フ□ントシート 



►セカンドシート（已人柔り車) 



►セカンドシート （7 人乗り車) 



フタの手前側を巧して開ける 
ホルダーは取0はずすことびでをま 
す。（一 P . 269) 


セカンドシートアームレストを引 
さ出ず 


セカンドシートアームレストを引 
さ出して、ボタンを巧ず 
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サードシート’ 



曰知識 


I ホルダーを取りはずずには 

► フ□ントシート 



ベース部分を持ってホルダーを弓 I さ上げます。 



ホルダーを弓 I き上げまず。 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


3-3. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


室内装備の使い方 


* 
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3-3. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップやちし i (がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは 

フタを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーび体にあたったり、収納していた 
ちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


A ま意 

■カップ ホルダーの破損を防ぐために 

♦カップ ホルダーのフタに手をついたり、足で踏んだりしないでください。 

♦セ カンドシートのカップホルダーを開いた状態で、アームレストを格納しない 
でください。 （7 人柔り車のみ） 
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3-3. 収納装備の使いち 


ホトルホルター 


I ボトルホルダー 


► フ□ントシート 




口知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-おによつては収納でをないことびあります。 


/?\ ミち意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


[ル物入れ 


► オーバーへッドコンソールボックス 

ボタンを押して、いっぱいまで開 
ける 

サングラスなどのル物を一時的に収 
納するのに便利です。 


► センターボックス* 




フタの下側部分を巧して開ける 


白知識 

■を席確認ミラー(才ーパ‘一へッドコンソールボックスのフタ側面) 

一 P . 27白 


272 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 



















































3-3. 収納装備の使いち 

ル物入れ 


A 警告 

■才ー パ‘一 へッ ドコンソールボックスについて 

オーバーヘッドコンソールボックスに200 g しツ上のちのを入れないでくださ 
し、。200 g し U 上のものを入れるとフタび開を収納されているものび飛び出した 
りして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■走行 中の警告 

ル物入れを必ず開じて< ださい。（後席確認5ラーの使用時を除< ) 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


才ープントレイ 


I 才ープントレイ 


► フ□ントコンソール前ポケット 



►インストルメントパネルポケット （2 TR - FE エンジン搭載車) 



► フ□ントドアポケット 



274 













































3-3. 収納装備の使いち 


才ープントレイ 


A 警告 
■走行 中の警告 

オープントレイには、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよ5なものを置 
かないで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 


A ま意 

■収納して はいけないちの 

フ□ントコンソール前ポケットには、ジュースなどび入っている紙コップ- 
ガラス製のコップなどを収納しないでください。 

ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れた D するおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


力ードホルダー 


I 力ードホルダー 


►サンバイヴー 



使用するときは、レバーを引定上げ 
てグ□ーブボックスを開去ます。 
(一 P ' 265) 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 




















3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

旦側 方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフック 
か日はずし、横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 


カバーをスライドして開ける 
カバーを開けるとライトび点なし 
ます。 


ま意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、長時間ライトを点なしないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

をお確認ミラー 


車室内後方の状態を確認ずることびでさまず。 



曰知識 

■を席確認 S ラーについて 

後席確認5ラーをいっぱいまで引を出すと、サングラスなどのル物入れとして 
使用することびでをます。（一 P . 272) 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 



n " 時"を調整ずる 
曰"分"を調整ずる 
且"分" を00にずる※ 

※(例）1:00〜1:2白非00 
1:30 ~ 1:已白^吕:〇〇 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


白知識 

■時刻び表示されるとき 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイク' 
ニツシヨン ON モードのとを 

■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、時計のデータは U セットされます。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ U — ソケット.アクセヴ u — コンセント* 


: 欠の電気製品を使ラとさの電源としてお使いください。 

アクセサ U —ソケット： 

DC 12 V で最大電流 10 A (最大消費電力 120 W ) じ(下の電気製品《 

アクセサ U —コンセント： 

AC 100 V で最大消費電力1 00 W LU 下の電気製品 

^電気製品の使用時は、車両に装着されているずべてのアクセサ1」ーソケットの 
合計で、最大消費電力び1 SOW しツ下になるよラにしてください。 

■アクセサリーソケット 

► フ□ント 

フタの前側を引さ上げて開ける 



► U ヤ 



フタの下側を引さ上げて開ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















3-4. その他の室内装備の使いち 


ラ ゲージルーム’ 



フタの下側を引さ上げて開ける 


■アクセサリーコンセント 



フタの下側を引さ上げて開ける 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


曰知識 


■使用条件 


►アクセヴ U —ソケット 


"エンジンスタートストップ’ 

こッシヨン日 N モードのとさ 

1 スイッチがアクセヴ U —モード、またはイグ 

►アクセヴ U —コンセント 



"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
■アクセサリーソケットを使用ずるときは 

接続する機器によっては、 USB 接続端子*と同時に使巧することがでさない場 
含があります。 

US 目接続端テについては、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照して 
<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





3-4. その他の室内装備の使いち 


A ミち意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

巧し込み□に異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用し 
ないとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

► アクセヴ U —ソケット 

DC12V で最大電流 10A (最大消費電力 120W) し U 上の電気製品を使用し 
ないでください。 

► アクセヴ U —コンセント 

AC100V で最大消費電力 100W 上の電気製品を使用しないでください。 
消費電力び 100W をこえる電気製品を使用すると、保護回路び作動して電源 
を遮断します。 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、アクセヴ U- ソケット-アクセヴ U- コンセント 
を長時間使用しないでください。 

■正常に 使用できないおそれのある電気製品（アクセサリーコンセント） 

なのよラな AC 1 00V の電気製品は、消費電力び1 00W しツ下の場合でち正常に 
作動しないおそれびあります。 

♦起動時の ピーク電力び高い電気製品 
• 精密なデータを処理する計測機器 
♦電源 周波数の切りかえ （50/60Hz) のある機器 
• 極めてま定した電力供給を必要とするその他の電気製品 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター * 


シートをあたためることびでさまず。 



DON 

シートヒーターび ON のときは、 
作動表示な び 点なします。 

且温度を調整ずる 

ダイヤルを上にまわすほど高温に 
な0ます。 


白知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

■使用しないときは 

ダイヤルをいっぱいまで下にまわしてください。作動表示灯が消なします。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







































3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦ほ 温やけどを負5おそれびあるため、なのちは特にま意してください。 

-乳幼お.おテさま.お年寄り.病人.体の不自由なち 
-皮膚の弱いち 
-疲労の激しいち 

-深ミ酉やお気をさそ5薬（睡眠薬' 風邪薬など）を服用されたち 
♦シートに 毛巧-クッシヨンなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使用によりな温性び高まり異常過熱の原因になります。 

♦シート ヒーターを 必要しツ上に使用しないでください。 

ほ温やけどを負ったり、シートヒーターの異常過熱の原因になるおそれびあり 
ます。 


/ K ま意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで < ださい。 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジンび停止しているとをはスイッチを OFF にしてください。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

クールボックス* 


エアコンを利用して、収納物を保をずることびでさまず。 




ON / OFF を切りかえる 

クールボックスび ON のとをは 
作動表示なび点なしまず。 


白知識 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイク’こッシヨン ON モードのとを 
(ただし、エンジン回転中でないと保;令機能は働きません） 

■クールボックスを ON にずると 

♦連動してエアコンが作動します。なお、エアコンを停止した状態でクール 
ボックスを使巧することはでさません。 

♦エアコンの;令房性能がわずかに低下します。不要の際は、クールボックスを 
OFF にしてください。 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


■クールボックスのフタをアームレストとして使うときは 

レバーを引を上げ、フタを前後にスライド 
して位置を調整でをます。 


■ 作動表示灯が点滅したときは 

なの場合、クールボックスの作動表示なび点滅します。このとをは、クールボッ 
クスを使用することびでをません。 

♦クールボックスを ON にしたあとで 1 二](一 P. 248) を OFF にしたとき 
その場合は1こ3を ON にしてください。 

♦か気温び約0でし U 下のとを 
• 1 -j の作動表示なび点滅しているとを 
その場合は j をいったん OFF にして、再度 ON にしてくださし、作動 
表示なび点なすれば使用でをます。 

上記の処置を行ってち作動表示好び点滅したままの場合は、システムの異常び 
考えられますので、クールボックスのスイッチとを off にして、トヨタ 
販売店で点検を受けて<ださい。 

■クールボックスに入れるものとして適さないもの 

♦フタびされていない容器に入ったちの 
♦割れちの-腐るちの-臭いび強いちの 
♦取扱書.ま検証-電モ機器 • CD など 

■クールボックス内を清掃ずるとをは 

水を少し含ませた巧などで、巧れをふさ取ってください。ボックス内に直接水 
をかけると、故障の原因になります。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 
■走行 中の警告 

クールボックスを開けたままにしないでください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


A ミち意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、クールボックスを長時間使用しないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アームレスト（セカンドシート) 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ&コートフック 


リヤドアの上にあるアシストグリップには、コートフックび付いてい 
まず。 



A 警告 

■コート フックへかけてはいけないもの 

八ンガーや他の硬いちの、鋭利なちのをかけないで<ださい。 

SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだとをにそれらのちのが飛び、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(ク U ップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ち法はイ 
ラストと異なる場合びあります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専用のフロアマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使巧しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ〇 
アマットと干渉しないことを確認する 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■デッキフック* 



フックを起こして使用してくだ 
さい。 

フックを使って荷物を固定ずるこ 
とびでさます。 

デッキフックの装着位置.お状は車 
種により異なります。 



積荷ネットなどをかけるフック 
でず。 



ツメを押しなびらフタを手前に 
開き、取りはずず 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


云ち表示板等収納スペース 

市販の=ち表示板などを収納ずることびでさまず。 



ダイヤルを OPEN 側にまわして 
□ックをはずし、カバーを手前 
に開< 



=角表示板を収納し、ベルトで 
固定ずる 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


■ トノカパー* 




サブカバーのク U ップをセカン 
ドシートへッドレストに取り付 
ける 


カバー部を手前に引さ、左ちの 
ホルダーに取り付ける 


I トノカバーを取りはずずときは（トノカバー装着車) 


トノカバーは次の手順で取りはずずことびでさまず。 



サブカバーのク U ップをはずし、 
ホルダーからカバー部をはずして 
巻さ取らせる 
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3-4. その他の室内装備の使いち 



トノカバー本体の両端を内側に巧 
し込んで、ホルダーから取りはずす 
取りはずしたあとは、車か日降ろして 
な管してください。 


巨画互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


曰知識 


云角表示板の収納について 

=角表示板のケースの大ささや形状によっては、収納でをない場合びあります。 

ラゲージレールについて* 

ラゲージルームにあるレールは、販売店オプ 



シヨンのアクセヴ U —用品取り付け巧です。 

アクセサリー用品の購入や取0扱いち法など 
については、トヨタ販売店にご相談ください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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室内装備の使い方 

































3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■デッキ フックを使用しないときは 

けびをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 

■走行 中の警告 

各収納スペースのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

■トノ カバーを使用ずるときは（トノカバー装着車） 

• トノカバーの上には、お子さまび乗ったりしないよラにしてください。 

トノカノ く一び破損しおテさまび重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 

• トノカバーを操作するとをは、トノカバーとまわりの部品のあいだに指や腕な 
どを入れないよラに注意して < ださい。指や腕を挟み、重大な傷害を受けるお 
それびあ〇を険です。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 300 

内装の手入れ . 304 

タイヤについて . 307 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネッ^^ . 310 

エンジン ルームカバー . 312 

電球（バルブ）の交換 . 314 

ヒューズの点検•交換 . 327 

キーの電池交換 . 336 

ウォッシャー液の補給 . 338 

エアコンフイルターの 
清掃-交換 . 340 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなび日、車体-足まわり-下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ日かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシヤンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじさび悪くなったときは、ワックスびけを行ラ 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;を 
えているときにワックスをかける（およそ体温じ(下を目まとしてください） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異な0まず。詳し< 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、 U ヤスポイラーび引っかかり洗車でをない場合や、傷付 
いたり、破損したりするおそれがあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■高圧洗車機を使ラときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（デイファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近付けすざないで<ださい。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入 D やグ1」ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 

♦ U ヤ八イトコントロールエアサスペンション装着車は、ノズルの先端をエア 
サスペンション付近に近付けすざないでください。 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

• 洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■フ□ントドアガラスの撥水コーテイングについて 

♦撥水効果を長持ちさせるため、なのことにま意してください。 

•フロントドアガラス表面のミ尼などの巧れを落とす 
. ミちれは早めにやわらかい湿った巧などで清掃する 

-コンパウンド馆き微び入ったガラスク U - ナーやワックスを使用しない 
-金属製の道具で霜取りをしない 
♦水ミ商のはじをび悪くなつたとをは補修することびでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 



301 



4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■フ □ントウインドウガラスを清掃ずるときは（雨滴感知式ワイパー装着車） 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 
AUTO モードになっていると、なのよラな 
とさにワイパーび不意に作動し、指などを 
挟み重大な傷害を受けたり、ワイパーブ 
レードなどを損傷するおそれびあります。 



♦雨滴 センサー上部のフロントウインドウガラスに手でふれたとを 

♦水分を 含んだ巧などを雨滴センサーに近付けたとを 

♦フロン トウインドウガラスに衝撃を与えたとき 

♦車内から 雨ミ商センサー本体にふれるなどして衝撃を与えたとを 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.花粉.樹液-鳥の面ん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり-ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイール 保管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ 自動洗車機を使用ずるときは（雨滴感知式ワイパー装着車） 

ワイパースイッチを OFF にしてくださしん AUTO モードになっていると、不意 
にワイパーび作動してワイノ f ーブレードなどを損傷するおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤をやわ日かい布に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約巳％の水を液までうすめたわのを使用してください。 
• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや、やわらかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてから巧れを落とし、固< しぼったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 
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4-1 .お手入れのしかた 


白知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。洗;きには、巿販の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を ffl くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 
シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車 雨への水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険 
です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P .114) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色 •しみ'塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないでください。 

-シートし i (外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力1」性の溶剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや麗出しク1」ーナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために、なのま意をお守り <ださい。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は曰陰で車を保管する 

♦ビニール 製-プラスチック製-ワックス含有のものは、車内び高温になると革 
に張り付くおそれびあるため、革張りの上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび鐘びるおそれびあ D ます。 

■リヤ ウインドウガラス-リヤクォーターガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク U —ナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてくだ 
さい。 

♦熱線 やアンテナを引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已,000 km ごとに行ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;をえているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおすよラにタイヤの□一 
テーシヨ ンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨン 
をおすすめします。 
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4-1 .お手入れのしかた 


曰知識 


■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

空気圧X’ 

[kPa(k 邑 /cm 2 )] 

前輪 

後輪 

26己/6己 R1 7 

1 12S 

220(2.2) 

220(2.2) 

26己/巨 OR 18 

1 10H 

220(2.2) 

220(2.2) 


^タイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦メーカー 指定サイズ(かのタイヤやホイールを使用しない 

- KDSS 非装着車； 2已己/己已 R 171 12 S 
- KDSS 装着車； 2已己/己 0R 1 811 0 H 
♦ラジアルタイヤ 'バイアスベルテツドタイヤ'バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費-車両の方向ま定性-制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のま意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 

テー) て一部をが側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


♦ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。またナツトびゆるみホイールび落下 
して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部に 
付いている場合はふを取ってください。 


A ま意 

■走行 中に空気ちれが起こった S 

走行を続けないで < ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走巧に巧ずるを意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び巧けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ- 
ホイール' ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か S □ックを解除して、ホンネットを開けまず。 



手順 



ボンネット解除 レバーを 引く 
ボンネットびかし浮を上びります。 


レノ（一を左に引いてフックをは 
ずし、ボンネットを持ち上げる 


口知識 

■バッテリー端子をはずずとさは 

バッテ1」一端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ1」一端子をはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにミ主意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A を意 

■ ボンネットやダン/ くーステーヘの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネッ N こは、ボンネットを支えるためのダンパーステーび取り付けられて 
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守りくだ 
さい。 

-ビニール片.ステッカー.粘着材などの異物をステーのロッド部（棒部） 
に付着させない 

-□ッド部を軍手などでふれない 

-ボンネットにトヨタ純正品し U 外のアクセヴ U —用品を付けない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン ルームカバー 


メンテナンス時など、必要に応じて取りはずずことびでさまず。 
■エンジンルームカバーの取りはずしち 



■クリップの取り付けち 



□ 中央部分を巧し上げる 
曰挿し込む 
曰中央部分を巧ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■けび を防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にしてください。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部 
品に巻を込まれて重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ミち意 

■エンジン ルームカバーを 取り付けたあとは 

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認してください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 41り 

■フ□ントのバルブ位置 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






































4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


I へツドライト （□ —ビーム） 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


お手入れのしかた 



3巧 


































4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヘッドライト（八イビーム） 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


HM 互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントフオクライト 

Mm ハンドルをいっぱいまでまわしてタイヤを動かし、作業スペース 
を広げる 

運転席側の電球を交換する場合は左に、助手席側の電球を交換する場合 
はちに八ンドルをまねします。 

n ボルトに本)を取りはずし、フエ 
ンダーライナーをめ<る 
且コネクターを取りはずず 



電球を取りはずず 


因圆1]取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅な 






ソケットを取りはずず 

運転席側と助手席側でソケットの形 
巧び異な0ますび、取0はずし方は同 
様です。 


電球を取りはずず 


rro43Mi2i 

ilM 互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅な 

iium ハンドルをいっぱいまでまわしてタイヤを動かし、作業スペース 
を広げる 

運転席側の電球を交換ずる場合は左に、助手席側の電球を交換する場合 
はちに八ンドルをまねします。 


臣画互]ボルト （4 本）をはずず 




手順 


フェンダーライナーをめくり、ク 
U ップを取りはずず 












































4-2. 簡単な点検-部品交換 




電球を取りはずず 


取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤち向指示兼非常点滅!灯-後退な 

巨画]]バックドアを開け、ボルトに本）をはずしてランプ本体をはずず 
► 助手席側 



► 運転席側 




ボルトをはずした状態でランプ本 
体をまっすぐ後方に引き、内部にあ 
るピン’ X のかん合をはずず 

* lea 却12 1のイラストを参照してくだ 
さい。 


□ ボルトをはずした状態でランプ 
本体をまっすぐ後方に引去、内部 
にあるピン’ X のかん合をはずず 

ca 邸2 1のイラストを参照してく 
ださい。 


曰バックドアを半開にして、車両本 
体とバックドアとのずき間を広 
げた状態にし、ランプ本体のス 
テ ーを 車両が側に引 さ 出ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 






コネクターをはずず 
□ 車体側のク U ップを受ける箇所 
曰ピン 


ソケットを取りはずず 
□ 1」ヤ方向指示兼非常点滅打 
且後退な 


電球を取りはずず 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅打 
且後退な 


E 1 OT 51 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


リヤフオグライト= 



ボルト （4 本）をはずし、アンダー 
カノ （一を取りはずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


巨圆 1] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ま号な 



HM 互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


■ その他の電球 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
♦サイド方向指示兼非常点滅打 
• 制動な 
♦尾灯 

♦八イマウントストップライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 

■番号なのカバーを取り付けるとをは 

必ずノてッキンをもとどおりに取り付けてください。パッキンび正しく取り付け 
られていないと、水び入る原因になります。 

■ LED ライトについて 

尾灯-制動灯-サイドち向指示兼非常点滅灯-八イマウントストップライトは 
数個のに D で構成されています。もしに D びひとつでも点灯しないときは、 
トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
参ライト內に水びたまっている 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配なちは、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 



3吕已 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消なしてください。消灯直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、またはへッドライト内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの 点検•交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 

EHm " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
111互ヒューズボックスを開ける 


ツメを巧しなび日、カバーを持 
ち上げる 


カパーを取0はずず 


IT043M116 


►エンジン ルーム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画互故障の状況から、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 329)で確認ずる 
固圆[互ヒューズを引さ抜く 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< ことびでさまず。 


因画互ヒューズび切れていないか点検ずる 



n 正常 

旦ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 


ITY42C012 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



32 M 33 y 35 36 37 コ 

U Ll U U U U U 

ロロ 



ロロ 

□ □ 


□ □ □ 


II 云 !^ 

/ 

置 00SS00 別 

- n 

/ 12 

Ll U 


因 


I — I n n n n n n 

I 19 20 2122 23 I/I 

I_I U U U U U Ll 


25 26 27 28 29 


C39D 

C4on 


42 43 44 45 


□ □ □ 
I^I I^I I^I 


I " ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム 


ITO43M097a 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

INV 

1 己 A 

アクセヴ U —コンセント 

2 

DEF 

30 A 

U ヤウインドウデフ ォッ ガー 

3 

FOG RR 

7.5 A 

U ヤフォグライト 

4 

DEICER 

20 A 

フロントワイパーデアイサー 

已 

AIR PMP HTR 

10 A 

エアポンプヒーター 

巨 

MIR HTR 

15 A 

5ラーヒーター 

7 

FOLD SEAT LH 

30 A 

電動格納式ヴードシート（助手席側） 

8 

FOLD SEAT RH 

30 A 

電動格納式ヴードシート（運転席側） 

9 

A/C COMP 

10 A 

エアコン 

10 

CDS FAN 

20 A 

エアコン 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

11 

STOP 

10 A 

制動な、緊急ブレーキシグナル、八イ 
マウントストップライト、燃料噴射シ 
ステム、シフト□ックシステム、 

VSC、 始動系 

12 

AIR SUS N0.2 

7.5 A 

U ヤ八イトコント□ールエアサスペン 

シヨン 

13 

IG2 

20 A 

始動系、 メーター 

14 

HORN 

10 A 

ホーン 

]已 

EFI 

25 A 

燃料噴射システム、 E 円コンピューター 

16 

A/F 

20 A 

燃料噴射システム 

17 

H-LP RH-H! 

15 A 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

18 

H-LPLH-HI 

1 己 A 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

19 

H-LP HI 

2 己 A 

ヘッドライト（八イビーム） 

20 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 

21 

TURN & HAZ 

1 己 A 

ち向指示好、非常点滅な、ち向指示表 
示な 

22 

D/L N0.1 

2 己 A 

ドア□ック、バックドアガラスオープ 

ンスイッチ 

吕 3 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

24 

TOWING 

30 A 

未使巧 

2 已 

RAD N0.1 

15 A 

ナビゲーシヨンシステム、 ETC 

吕 6 

AM2 

7.5 A 

始動系 

27 

RAD N0.2 

10 A 

ナビゲーシヨンシステム 

28 

MAYDAY 

7.5 A 

^ーデーシステム 

29 

AMP 

30 A 

ナビゲーシヨンシステム、オーディオ 

30 

WIP RR 

15 A 

U ャワィパー 

31 

DOME 

10 A 

ルームライト、読書灯、バこティライ 
卜、カーテシライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

32 

ECU - 目 

10 A 

ボデ ー ECU 、 ヒーターコント□-ル 
パネル、 VSC 、 パックガイドモこ 
ター、ドライビングポジションメモ 
リー、電動チルト&テレスコピックス 
テアリング、スマートエント U —&ス 

タートシステム、電動格納式サード 
シート、クールボックス、ステアリン 
グセンサー 

33 

H-LP RH - L 0 

15 A 

ち側ヘッドライト（口ービーム）、 

手動光軸調整ダイヤル 

34 

H-LP LH - L 0 

15 A 

左側へッドライト（□ービーム） 

3已 

IN 」 

10 A 

点火系 

36 

EFI N 0.2 

10 A 

吸排気センサー系 

37 

WIP FR N 0.2 

7.5 A 

レーダークルーズコント□ール 

38 

WSH RR 

15 A 

U ヤウオッシヤー 

39 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

40 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

41 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

42 

SECURITY 

10 A 

EFI コンピューター 

43 

SMART 

7.5 A 

スマートエントリー&スタートシステム 

44 

STRG LOCK 

20 A 

ステア U ング□ック ECU 

4已 

TOWING 巨 RK 

30 A 

未使用 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運乾席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

P/OUTLET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

2 

ACC 

7.5 A 

電動 S ラー、ボデー ECU、 ヒーター 
コント□-ルパネル、ナビゲーション 
システム、 ETC、 己 AT (S モード 
スイッチ)、燃料噴射システム、シフト 
ポジション-シフトレンジ表示、 

シフト□ツクシステム、 G-B00K 

3 

BKUP LP 

10 A 

制動な、尾灯、後退灯、オーディオ、 
マルチインフオメーションデイスプレ 

イ、ク U アランスソナー 

4 

TOWING BKUP 

10 A 

未使巧 

已 

AVS 

20 A 

U ヤ八イトコント□ールエアサスペン 

シヨン 

巨 

mss 

10 A 

KDSS 

7 

4WD 

20 A 

4WD システム、 U ヤデフ□ック 

8 

P/SEAT FL 

30 A 

パワーシート、ドライビングポジショ 

ンメモ U — 
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1 

U 

n 

2 

U 

n 

3 

U 

n 

4 
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n 
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U 
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/ 
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U 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

曰 

D/L N0.2 

2 己 A 

ドア□ック、バックドアガラスオープ 
ンスイッチ 

10 

TI &TE 

1 己 A 

電動チルト&テレスコピックステア U 
ング 

11 

F0 白 FR 

ISA 

フ□ントフオグライト 

12 

0巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシス 

13 

A/C 

7.5 A 

エアコン 

14 

AM1 

7.5 A 

未使用 

]已 

DOOR RL 

25 A 

パワーウインドウ （ 1」ヤ助手席側） 

16 

ECU-IG N0.1 

10 A 

シフト□ックシステム、 VSC、ABS、 

=ラーヒーター、レーダークルーズコ 
ント□-ル、パワーステアリング、 

電動チルト&テレスコピックステア U 
ング 

17 

IG1 

7.5 A 

充電系、 VSC、 エアコン 

18 

ECU-IG N0.2 

10 A 

U ヤウインドウデフオッガー、シート 
ヒーター、アクセヴ U- コンセント、 

ヒーターコント □ —ルパネル、自動防 
眩5ラー、ボデ ーECU、 ナビゲーショ 
ンシステム、ムーンルーフ、ク U アラ 

ンスソナー、マルチインフオメーショ 
ンディスプレイ、電動格納式サード 
シート、クールボックス、ヒーターコ 

ント□-ルパネル、フ□ントワイバー 
デアイサ ー、 助手席シートベルト非着 
用警告な、雨滴感知センサー、1」ヤ八 
イトコント□-ルエアサスペンション 

19 

S/HTR FR 

20 A 

シートヒーター 

20 

P/SEAT FR 

30 A 

パワーシート 

21 

DOOR 

10 A 

パワーウインドウ（助手席） 

22 

DOOR D 

25 A 

パワーウインドウ（運転席） 

23 

DOOR RR 

25 A 

パワーウインドウ （U ヤ運転席側） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

24 

S / R 00 F 

25 A 

ムーンルーフ 

2已 

WIP 

30 A 

フロントワイパー 

26 

WASHER 

20 A 

ウオツシヤー 

27 

COOLING 

10 A 

クールボックス 

28 

IGN 

10 A 

燃料噴射システム、 VSC 、 スマートエ 
ント U — &スタートシステム、 

G - B 00 K 

29 

GAUGE 

7.5 A 

メーター 

30 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明 

31 

TAIL 

10 A 

車幅な、尾な、ま号な、フォグライト 


白知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P ' 314) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリーか6の回路に過剰な負巧がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量しツ外のヒューズ、またはヒューズし U 外のものを使用しないでください。 
• 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 



33已 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 


■用意ずるをの 

• 7イナスドライパー 

• ルさいプラスドライバーなど 

• U チウム電池巳 R ] 己32 

■ 電池交換のしかた 




メカニカルキーを巧く 


カパーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを卷い 
てな護してください。 


消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取0 
付けます。 
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Eiim 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 — 

■電池び消耗していると 

なのよラな状態にな D ます。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1 色32の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でをます。 

■キーの電池を交換したとさは 

キーのスイツチを押し、本体の LED び点なすることを確認します。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

• めれた手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し ツ外の部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



液面び LOW の位置に近付いたら 
ウオッシャー液を補給する 


白知識 


■ゲ ージの 使いち 



ウォッシャー液の膜び張つているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった （ LOW の位置まで化下した）ら、 
ウォッシャー液を補給してください。 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンが熱いとをやエンジンがかかっているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないで < ださい。 

ウオッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エンジンなどにかか 
ると出火するおそれがおりを険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水でラすめてください。水とウオッシャー液の割含は、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 



339 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃 • 交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 


■ 交換のしかた 

EHm " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 



グ □ーブ ボックスを開 さ、 ダン 
パース テ ーの ピンをはずず 



グ□ーブボックス側面を内側に 
巧して上部のツメを片側ずつは 
ずし、下部のツメをはずして取 
りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターを取りはずし、新しい 
フィルターと交換する 

「下 UP」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


取り付けると去は、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

U 知識 

■エアコンフイルターの清掃.交換について 

エアコンフイルターは下記の時期を目安に清掃、または交換してください。 

ミ青掃：1己’000 km [7, 已〇 0km 《 ] ごと 
交換： 30.000 km [1 已 ,000km * ] ごと 

大都市や寒;令化など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少、したときは 

フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
てください。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


么ま意 


■エアコンを 使用ずるときのを意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。おずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


342 



トラブルび起をた 6 5 


己-1.まず初めに 

非常点滅灯 . 344 

発炎筒 . 34巳 

けん引について . 347 

フューエルポンプ 
シャツトオフシステム ....... 3已3 

イベントデータ 

レコーダー . 3已4 


日- 2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたときは . 3巳已 

警告メッセージが表示された 

ときは . 360 

パンクしたときは . 37巳 

エンジンびかからない 

とさは . 389 

シフトレバーが 

シフトでをないとさは ...... 391 

キーをな< したとさは . 392 

電モキーび正常に働かない 

とさは . 393 

ノくッテリーびあがった 

とさは . 39已 

才ーノ くーヒートした 

ときは . 400 

スタックしたとさは . 402 

車両を緊急停止するには ..... 404 


343 



















已 -1 .まずネリめに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 


スイツチを巧ずとずべての方向 
指示巧び点滅し、ちラー度巧ず 
と消なしまず。 



A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。 
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5-1. まずな]めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時に使用してください。 

発炎時間は約5分でず。非常点滅！打と併用してください。 



す0薬 


助]手席足元の発炎筒を取り出ず 



本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



CTN51AE015 


先端のフタを取り、すり薬と発炎 
筒の先端をこすり、着火させる 


曰知識 


■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 
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トラブルび起さたら 





















































已 -1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

♦ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使 巧中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 
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5-1. まずな]めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださし、。 
■けん引されるとをは 



25 m じ(内 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 

巧の大きさ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 30 cm ) 
じ(上 


mmm 31けん引される車両のエンジンをかける 

エンジンがかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセサ U —モード、またはイグニツシヨン日 N モードにして< 
ださい。 
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已 -1 .まず初めに 


固圆[互センターデフ□ック作動表示灯が点好していないことを確認 
する 

点灯している場合は、：欠の操作を行ってセンターデフ□ック状態を解 
除して < ださい。 



► 2 TR - FE エンジン搭載車 

トランスファースイッチを 
H 4 F にします。& 

センターデフ□ック作動表示灯 
び消灯したことを確認してくだ 
さい。 


► ]6片ド£エンジン搭載車 

トランスファースイッチを H 4 
かつセンターデフ□ックス 
イッチを日 FF にします。& 

センターデフ□ック作動表示灯 
び消打したことを確認してくだ 
さい。 


ぷトランスファースイッチの詳しい説明については、別冊「オフ□ー ド走行取扱 
書」を参照してください。 
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5-1. まず初めに 


固圆[司車高モードを N (標準）モードにし、車高制御を禁止ずる X ’ 
( U ヤ八イトコント□-ルエアサスペンション装着車のみ） 

車高制御 OFF スイッチを巧ず 
と、八イトコント□-ル OFF 
モードになり、現在の車高モー 
ドで固定されまず。 

* U ヤ八イトコント□ールエアサ 
スペンションの詳しい説明につ 
いては、別冊「オフ□-ド走行 
取扱書」を参照してください。 

固圆[互けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し、□ープをたるませないように 
して < ださい。 




































已 -1 .まず初めに 


[けん引ずる前に 


なの場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 


• エンジンはかかるび車び動かない 


• 異常な音びずる 




□知識 

■他車をけん引ずる 



1」ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車 
をやむを得ず一般路上でロープによりけん 
引するとをに使用します。 


■けん引フックの使用目の 


フロント側のけん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん 
弓 I するためのちのではありません。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 


♦必ず 4輪接地または、4輪とち持ち上げた 
状態で運搬してください。 

前輪または後輪だけ持ち上げたけん引は 
絶対にしないで<ださい。駆動装置び焼 
を付をを起こしたり、車びトレッカー（台 
車）から飛び出すおそれびあります。 


♦駆動 系内部の異常びあると思われるとを、およびなのとをは、必ず車両積載車 
などにより4輪とち持ち上げて運搬してください。 

-センターデフ□ック作動表示なび消なせず、センターデフロックび OFF (解 
除）になったことび確認できないとき 
-センターデフ□ック状態 （ ON のとき）で故障したとき 
♦ U ヤ八イトコント□-ルエアサスペンション※装着車は、4輪接地でかつエンジ 
ンびかかっている状態で他車にけん引してもらうときは、車高モードを N (標 
準）モードにし、車高制御を禁止にした状態で行ってください。オートレべ1」 
ング機能により車高びかわり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

《 I 」ヤ八イトコント□-ルエアサスペンションについては、別冊「オフ□-ド走行 
取扱書」を参照してください。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのミ主意を払ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

•" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦けん 引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなった D 、八ンドルび通常よ 
り重くなったりします。 
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已 -1 .まず初めに 





A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはなのことを必ずお守りください。 

♦ワイヤーロープは 使用しない 

♦速度 30 km / h し U 下、距離80 km しツ内でけん弓 I する 

♦前進ち 向でけん引する 

♦サスペンション 部などにロープをかけない 

上記の速度、距離をこえてのけん引、または後進ち向でのけん引をするとトラ 
ンス5ッションに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあります。これらの場 
合は、車両積載車などにより4輪とち持ち上げて運搬してください。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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5-1. まずな]めに 

フユーエルポンプシャツトオフシステム 


エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、 フユーエル ポンプ 
シャットオフシステムび作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最ル 
限に抑えまず。 


f システム作動後にエンジンを再始動ずるには 

システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順に従ってく 
ださい。 

feitdl 1 I " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ1」ーモードま 
たは OFF にずる 
feitJ 21エンジンを再始動する 


A ミち意 

■エンジンを 始動ずる前に 

車両下をよ < 確認して < ださい。 

地面に燃料ちれを見つけた場合は、燃料システムに損傷びあり、修理する必要 
びあります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 


トラブルび起さたら 
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5-1. まずな]めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピューターを搭載し 
ていまず。このコンピューターはシステムが正常に作動していること 
を診断ずると共に、衝突のときや衝巧に近い状態のときのデータを記 
録ずるイベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、衝突のとをや衝突に近い状態のとさに次のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
参運転ちのシートベルト装着の有無 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 

I データの開示について 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を;欠の場合を除さ、第=ちへ開示-提供することはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 

• 統計的な処理を行ラなどの、使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関など I こ提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告丹が点丹または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラに対 
処してください。点 I 灯•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


| r こだちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

なの警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(①） 

ブレーキ警告な（警告ブザー’^) 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。 
解除後、消灯すれば正常です。 


**"バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： ^ P . 364 


f ただちに停車してください。 

なの警告は、お車へのダメージや思わめ危険を巧くおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


卜+1 


巧電警告な 

充電系統の異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに，点検を受けてください。 

なの警告は、放置ずるとシステムび正し<働かず、思わめを険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告灯 • 表示灯 

警告な/表示灯名-警告内容 




エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プリテンショナー付シートベルトシステムの異常 


(@) 


ABS & ブレーキ アシス ト 警告な 

- ABS /マルチテレイン ABS ^の異常 
•ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング警告な 

パワーステアリングの異常 


因 


スリップ表示な（点なしたままのとき） 

次のいずれかの機能の異常 
- VSC 

•TRC/ アクティブ TRC* 

-ダウンヒルアシストコント□-ルシステム** 

-ヒルスタートアシストコント□-ル※* 

-ク□-ルコント□-ル※* 


KDSS 


KDSS 警告口※# 

KDSS の異常 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 






































5-2. 緊急時の対処法 


警告灯' 表示な 

警告な/表示灯名-警告内容 


PCS 

(点滅） 


PCS 警告巧* (点滅したままのとを） 

プ U クラッシュ セーフ テイシステムの異常 

システムの異常時外にち、警告灯が;欠のよラに作動します。 

•システムの作動時には、速い点滅でお知らせします。 （^ P .232) 

. プ U クラッシュブ レー キを日 FF にすると点打します。（一 P . 234) 

-システムが一時的に使用でをないときに点丹しまず。 （^ P .364) 


4 L 0 


L4 作動表示な‘^ (点滅したままのとき） 

4 WD システム異常のおそれ 




センターデフ□ック作動表示な ぷ し点滅したままのとを） 

4 WD システム異常のおそれ 




リヤデフ□ック作動表示巧^# (点滅したままのとき） 

4 WD システム異常のおそれ 


^システムの詳しい説明については、別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してくだ 
さし、。 


白知識 _ 

■パワーステアリング警告なについて 

電圧びほい、または低下した場合に点なすることびあります。 

■ L 4 作動表示な-センターデフ□ック作動表示な- U ヤデフ□ック作動表示なが 
点滅したままのときは 

別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照し、それぞれの対処ち法に従って処置し 
て<ださい。 

ブレーキ警告打やエンジン警告灯び同時に点なしている場合や、所定の対処ち 
法を行ってち、 L 4 作動表示灯.センターデフロック作動表示な. U ヤデフ□ッ 
ク作動表示なび点滅し続けている場合は、エンジンやブレーキシステム、 4 WD 
システムび故障しているおそれびあります。この場合は、トランスファーモー 
ドの切りかえびでさな < なったり、 センターデフ□ック- U ヤデフ□ックの切 
りかえびでをな<なることびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ ABS 警告なとブレーキ警告なび同時に点なしたとをは 

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店にご連絡<ださい。 

ABS またはブレーキアシストシステムに異常び発生しているだけでなく、強め 
のブレーキの際に車両び不ま定になるおそれびあり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


I ただちに処置してください。 

次の警告は、それぞれの対処方法に従って処置し、警告打-表示巧び消 
なずるのを確認して く ださい。 


警告灯' 表示な 

警告な/表示灯名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な（警告ブザー※^) 

いずれかのドアガラス、または 
バックドアガラスび確実に開 
まっていない 

全ドア•バックドアガラスを開 
める 


、の 


クルーズコントロール表示巧#/ 
定を制御モード表示な* 
(点滅しているとを） 

システム異常のおそれ 

ON - OFF スイッチを OFF にし、 

再度設定する 

設定でをないとを、またはすぐ 
に解除されるときは、トヨタ版 
売店で点検を受けてください。 


を 


車間制御モード表示な* 
(点滅しているとを） 

システム異常のおそれ 

ON - OFF スイッチを OFF にし、 

再度設定する 

設定でをないとき、またはすぐ 
に解除されるときは、トヨタ販 
売店で点検を受けて < ださい。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 




























5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 • 表示灯 

警告な/表示灯名-警告内容 

対処方法 




燃料巧量警告口 

燃料の残量び約 13 L L ツ下に 
なった 

燃料を補給する 


A 


運転席シートベルト 
非着用警告な（警告ブザー^ 2 ) 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


PASSENGER 

ぶ 


助手席シートベルト 
非着用警告な（警告ブザー^ 2 ) 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


ム 


マスターウォーニング 

システムの異常時にブヴーと 
共に点灯•点滅し、マルチイン 
フォ；< ーシヨンディスプレイ 
上に警告 方ッ セージを 表示し 
ます。 

-^P. 360 


'半ドア走巧時警告ブザー: 一 P . 363 

2運転席-助手席シー S ベル S 巧着用警告ブザー： 

運転席.助手席シートベルトを非着用のまま、車速び約20 km/h しツ上になる 
と、警告ブヴーび 30 秒間断続的に鳴 0 ます。その後ち運転席-助手席シートべ 
ルトを非着用のままだと、ブヴーの音びかわ0目0秒間鳴0ます。 


曰知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦柔員びいな<てち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージが表示されたとまは 


マルチインフオメーシヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れた場合は、落ち着いて;欠のように対処してください。 



n マスターウオーニングライト 
マルチインフオメーシヨンディス 
プレイに警告メッセージび表示さ 
れているとさ、点な•点滅します。 

曰マルチインフォメーション 
ディスプレイ 


処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告は、お車への 
損傷や思わめを険を巧くおそれびあることを意味しまず。ただちに安全な 
場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


エンジン油圧ず足 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力が異常に低いと表示されま 
す。 


ム 


360 






















































5-2. 緊急時の対処法 


ただちに，点検を受けてください。 


警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。なの警告は、放置ず 
ると、システムび正し<働かず、思わめ危険や故障を招<おそれびある 
ことを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


警告メッセージ 


警告内容 


ステアリングロック 
シス子么チ I ック 


ステアリング□ツクシステムの異常 


ム 


トランスミツシ3ン 
シス子ムチ: L ツク 


才ートマチックトランス5ッシヨンの異常 


ム 


PCS システム 



PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）の 
異常^ 


PCS 


ム 


(点滅） 


S 装着車のみ 


3白1 


トラブルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


警告^ッセージ 


警告内容 


クルーズシステム 
チェック 


レーダー クルーズコント □ー ルシステムの異常& 

安全な場所に停車後、エンジンを始動し直し、 
レーダー クルーズコント □ー ルシステムを再 
セットして<ださい。 


ム 


エアサスベンション 
シス子ムチ: L ック 


リヤ八イトコント□ールエアサスペンションの 
異常^ 


ム 



クリアランスソナー&バックソナーの異常& 

異常のあるソナーび点滅して表示されます。 


ム 


^装着車のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 


ただちに処置してください。 


:欠の内容は、それぞれの対処方法に従って処置し、警告メッセージび消 
なずるのを確認してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 



さドアび巧実に閉まつ 
ていない 

開いているドアび表示 
されます。 

各ドアび確実に閉まつ 
ていない状態のまま、 
車速び約巳 km / h をこ 
えたとをには I ム I が 
点滅しブザーが鳴0ま 
す。 


各ドアを閉める 



ムーンルーフが' 
開いています 


ム 


(点滅） 


バックドアガラスび確実 
に閉まっていない 

バックドアガラスが確 
実に閉まっていない状 
態のまま、車速が約 
已 km / h をこえたとさに 
は rsn が点滅しブ 
ザーが鳴0ます。 


ムーンルーフび 確実に閉 
まっていないが態で"エ 
ンジンスタートストツ 
プ"スイッチを OFF にし 
て運転席ドアを開けた‘^ 
警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


バックドアガラスを閉め 
る 


ムーンルーフを閉める 


<装着車のみ 


3白3 


トラブルび起さたら 































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


パーキンヴ’ブレーキを 
鸦蹄してください 


(①) 


AT 油温里苗 
奇をな場巧に 
情車してください 


ム 


PCS 現ち 
巧巧古’まません 


PCS 


パーキングブレーキび 
解除されていない 

パーキングブレーキ 
をかけたまま、車速が 
約已 km / h をこえたと 
きには^ I び点滅し 
ブヴーび鳴 D ます。 


パーキングブレーキを 
解除する 


オートマチックトランス 
5ツシヨンフルードの温 
度び異常に高くなった 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


PCS (プ U クラッシュ 
セーフテイシステム）が 
現在機能していない ’X 


ただちにま全な場所に 
停車し、シフトレバー 
を P にして、エンジン 
をかけたまま温度び下 
びるまで待つ 

しば日くして表示びミ肖 
えた日、走行可能にな 
0ます。表示びミ肖えな 
いときは、トヨタ販売 
店にご連絡ください。 

-グ U ルまたはセン 
ヴーの巧れを取0除 
< 

-プ IJ クラッシュセー 
フティシステムび熱 
くなると点打しま 
す。この場合はシス 
テムび通常温度にな 
るまでしばらくお待 
ち < ださい。 


6 装着車のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 



ソナー巧れ 


ム 


レーザー 巧れ 
甫席必軍 


ム 


クリアランス ソナー& 
バック ソナ ーのセンサー 
部分のミちれ、かなどの 
付着^’ 

警告ブヴーが鳴0ま 
す。 


巧れおよび氷などを取 
り除く 


レーター クルーズコント 
□ールのセンサー部分の 
ミちれ、かなどの付着※ 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


ミちれおよび氷などを取 
り除く 


クルーズ聞巧 
巧巧 T まません 


ム 


装着車のみ 


レーダークルー ズ コン 
卜□ー ルの車間制御の 
測定不可^ 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


システムが悪天候と判 
断したため、使巧でさ 
ません。 


3白已 


トラブルび起さたら 

























5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 



(レーダークルーズコン 
卜□-ルの車間制御中) 
窗突のを険性 ‘X 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


ブレーキを踏む 


(点滅) 



PCS (点滅) 


衝突の可能性が高い、 
またはプ U クラッシュ 
ブレーキび作動してい 
る※ 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


ブレーキで減速する 


CRAWL*y 
辭蹄されましも 


ク□-ルコント□-ルの 
使用中、機能が解除され 
た※ 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


ク□ールコント□-ル 
の作動条件に従って使 
用する 

ク□-ルコント□-ル 
については、別冊「才 
フ□ー ド走行取扱書」 
を参照してください。 


^装着車のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


MULTI-TERRAIN 
SELECT 中のため 
巧巧でまません 


マルチテレインセレク 
卜の使用中 、 VSC OFF 
スイッチを巧した、ま 
たはセカンドスタート 
モードに切りかえよラ 
とした ’X 


マルチテレインセレク 
卜の使用中は、 VSC を 
OFF にしたり、セカン 
ドスタートモードに切 
D か元た D することは 
でさません。 

マルチテレインセレク 
卜については、別冊「才 
フ□ー ド走行取扱書」 
を参照してください。 


MULTI-TERRAIN 
SELECT ボ削蹄 
されました 


マルチテレインセレク 
卜の使用中、機能が解 
除された& 

警告ブヴーび鳴0ま 
す。 


マルチテレインセレク 
卜の作動条件に従って 
使巧する 

マルチテレインセレク 
卜については、別冊「才 
フ□ー ド走行取扱書」 
を参照してください。 


<装着車のみ 


曰知識 


■車間制御モード中の接お警報について（レーダークルーズコント□ール装着車） 

-^ P . 20白 


3白7 


トラブルび起さたら 












5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置してください。 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確 
認してください。 


車内まか 

敌化 靖化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


キー ボ 

見つかりません 


警告内容 

対処方法 

電モキーを携 
帯していない 
口、'電テキー か 
正常に作動し 
ない状態でェ 
ンジンをかけ 
よラとした 

電子キーを携 
帯してエンジ 
ンをかける 

"エンジン スター 
トストップ’’ス 
イッチび OFF L ソ 
かの状態で運転 
席 W 列のドアび 
開閉され、同乗者 
び電子 キーを 持 
ち出した 

電子キーを車 
内にちどす 

シフトレバーび 
P の状態で、‘‘エ 
ンジンスター 
トストップ" 
スイッチを OFF 
にせずに電子 
キーを持ち出し 
たまま運転席ド 
アび開閉された 

" エンジンス 

タートストッ 
プ"スイッチ 
を日 FF にする 
または電子 
キーを車内に 
ちどす 


1回 3回 


キー ボ 

見つかりません 


ム 


(点滅） 


S 電子キーが車内にあってちエンジンび始動しない場合は、電池が切れているか電蔽 
の状況が悪い可能性びあ0ます。 （^ P . 36) 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

お化 寧化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告^ッセージ 


警告内容 


対処方法 


キーボ 

見つかりません 


1回 


10秒間 
吹鳴 


ち溫を OFF して 
ください 


(交互に表示） 

(点滅） 


"エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチ 
を OFF にせず 
に、電子 キーを 
がに持ち出し 
てドアを施錠 
しよラとした 


" エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチを 
OFF にしたあ 
と、再度施錠す 
る 


A 


1回 なし 


キー ボ 

見つかりません 


正規の電テ 
キーげ 車室内 
にない状態で 
走行をはじめ 
た 


車室内に電子 
キーが 态るか 
確認する 


ム 


(点滅） 


3白9 


トラブルび起さたら 






















5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

敢化 营化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


連続音なし 


降車時は P レンジに 
人れてください 


五 


(点滅） 


シフトレバーが 
P 政外の状態で 
" エンジンス 
ター トストッ 
プ"スイッチを 
OFF にせずに 
運転席ドアを開 
いた 


シフトレバーを 
P にする 


降車時は P レン y に 
人れてください 


連続音連続音 


キー ボ 

見つかりません 


(交互に表示） 

(点滅） 


シフトレバーが 
P 外の状態で 
" エンジンス 
ター トストッ 
プ"スイッチを 
OFF にせずに 
電デキーを持 
ち出したまま 
運転席ドアが 
開閉された 


-シフトレバーを 
P にする 
•電子 キーを 車 
内に入れる 


ム 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

敢化 营化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


1回連続音 


車室巧に 
キーボあ y ます 


五 


(点滅） 


車内に電テキー 
を置いたまま、 
スマートエント 
|」一&スタート 
システムでドア 
を施錠しよラと 
した 


車内に電テキー 
を置いたまま、 
フ□ントドアを 
開さ、□ックレ 
バーを 施錠側に 
してドア八ンド 
ルを引いたまま 
ドアを閉めて施 
錠しよラとした 


車内から電テ 
キーを 取り出 
したあと、再度 
施錠する 


トラブルび起さたら 


の 















5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

唆化 整化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 


メカこカルキー 


で解錠して"エ 
ンジン スター 


1回 


なし 


ブ’レーキを 
蹈みなボらキーで 
エンジンスイッチに 
fl ちれてください 



トストップ" 
スイッチを押し 
た際、車室内で 
電子 キーを 検出 
でさなかった 
‘‘エンジンス 
ター トストッ 
プ"スイッチを 
巧したとさに車 
室内で電子 キー 
を検出でをない 
ことび2回連続 
で続いた 


ブレーキぺダ 
ルを踏みなび 
ら電子 キーで 
" エンジンス 
タートストツ 
プ"スイッチに 
ふれる 


1回 


なし 


賠勒時は P レンジに 
人れてください 



エンジン始動 
不可能なシフ 
トレバー 位置 
でエンジンを 


シフト レバー 
を P に乂れてか 
らエンジンを 


始動しよラと始動させる 


している 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

敢化 营化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


1回 なし 


ち溫 OFF 時は 
P レンジに人れて 
エンジンスイッチを 
巧してください 


五 


(点滅） 


シフトレバーび 
P しソがで"エン 
ジンスタート 
ストップ"ス 
イッチのモード 
を OF 円こしよラ 
とした 


" エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチの 
モードを OF 円こ 
したい場合は、 
シフトレバーを 
口にして"エン 
ジンスタート 
ストップ"ス 
イッチを巧す 


なし なし 


バッテリー保請の為 
自制ち溫 OFF 
しました 


自動電源 OFF 
機能び作動した 


な回エンジン始 
動時にエンジン 
回転数を少し高 
めにし、約已分 
間その回転数を 
な持してバッテ 
U —を充電する 


1回 なし 


キーバッテリー 
强 y わずか 


電子 キーの 電池 
残量び少ない 


新しい電池と 
交換する 
(一 P . 33己） 


ム 
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トラブルび起さたら 






















5-2. 緊急時の対処法 


車内 車が 

唆化 整化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 対処方法 


エンジンス 


1回 


なし 


賠制時は ブレーキを 
閒みながらエンジン 
スイッチを巧して 
ください 



タートストッ 
プ"スイッチび 
OFF の巧態で運 
転席のドアを開 
開してから、エ 
ンジンを始動せ 
ずに"エンジン 
スタートストッ 
プ"スイッチを 
アクセサリー 
モードに2回じ ( 


始動時は ブレー 
キペダルを踏ん 
で‘‘エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチを 
押す 


上した 


電子 キーび 正常 
に働かないとさ 
の始動の方ま 
(一 P ' 3白 3) で 
■' エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチ 
に電テキーを 


ブヴーび鳴つ 
てから]0秒 U 
内に"エンジン 
スタートストツ 
プ’’スイッチを 
押す 


みれた 


1回 


なし 


ステア IJ ングロック 

ホ邮蹄 


(庶威) 


" エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチを 
押してから約3 
秒 U (内にステ 
ア U ング□ック 
が解除でをな 
かった 


ブレーキ ぺダ 
ルを踏んで八 
ンドルを左ち 
にまわしながら 
" エンジンス 
タートストツ 
プ"スイッチを 
押す 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 



375 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 307を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトレバーを P に入れる 
• 車高制御を禁止ずる X ’ 

( U ヤ八イトコント□-ルエアサスペンション装着車） 

• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 

***車高制御の禁止のしかたについては、別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照 
して < ださい。 

■工具箱•ジャッキ-スペアタイヤの位置 


トラブルび起さたら 
























































5-2. 緊急時の対処法 


■工具 

工具箱の中に収納されていまず。（工具箱の取り出し方:一 P . 378) 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ジャッキの取り出し方 





ツを押しながらフタを手前に引 
開さ、取りはずす 


固定バンドをはずす 


n ゆるむ 
曰締まる 

使用後はちとの位置にちどします。 
また、ジャッキはバンドで確実に固定 
して < ださい。 


377 


トラブルび起さたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


[工具箱の取り出し方 




ダイヤルを OPEN 側にまわして 
□ックをはずし、カバーを手前に 
開< 


工具箱を取りはずず 

マークの付いている部分をつかんで、 
持ち上げます。 


I スペアタイヤの取り出し方 



マイナスドライバーを使用して、 
U ヤノ（ンノ —のフタを取りはずす 

傷が付 < のを防ぐたが、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 




ジャッキ八ンドルを組み付ける 
工具箱か日ジャッキ八ンドル-ジャッ 
キ八ンドル延長バーを取0出し、図の 
ように組み付けます。 

□ ジャッキ八ンドル延長ノ（一のボ 
J し卜は、図のよラにジャッキ八 
ンドルの巧部を使ってしっかり 
と締め付けまず。 

旦ジャッキ八ンドルのネジ部は、 
搭載されているドライバーで 
しっかりと締め付けまず。 


組み付けたジヤツキ八ンドルを図 
のよラに挿し込む 


ジャッキ八ンドルをまねして、ス 
ペアタイヤび完全に地面に着くま 
で下げる 

n 下びる 

0上びる 


379 


トラブルび起さたら 

















































5-2. 緊急時の対処法 



スペアタイヤを引き出し、アン 
カープレートを取0はずず 


I パンクしたタイヤの交換 




輪止め X ’をずる 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


**^輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 


センターオーナメントをはずず 
ホイールナツトレンチの後端を図の 
ように挿し込んで、センターオーナ 
ントをはずします。 

傷が付<のを防ぐたが、図のよラに巧 
などを巻いて保護してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 



ナツトをかし(約1回転）ゆるめる 



ジャッキ八ンドルを組み付ける 
工具箱か日ジャッキ八ンドル-ジャッ 
キ八ンドル延長バー.ジャッキ八ンド 
ルバーを取り出し (^ P . 37日)、図の 
ように組み付けます。 

□ ジャッキ八ンドルバー-ジャッ 
キ八ンドル延長バーのボルト 
は、図のよラにジャッキ八ンド 
ルの巧部を使ってしっかりと締 
め付けまず。 

0ジャッキ八ンドルのネジ部は、 
搭載されているドライバーで 
しっかりと締め付けまず。 
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トラブルび起さたら 


























5-2. 緊急時の対処法 



組み付けたジャッキ八ンドルを 
ジャッキ巧部に挿し込みジャッキ 
セツト位置にジャッキをかける 


ジャッキセツト位置： 


フ□ント 

シャシ ーフレーム 

サイド レール 下 

1」ャ 

U ヤアクスル 
八ウジング下 
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ホイール接触面の巧れをふさ取る 



ホイール接軸面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


座金 



タイヤを取0付け、タイヤびびた 
つかない程度まで手でナツトを仮 
締めずる 

ナツトの座金びホイールに輕くあた 
るまでまねします。 


tN52M022 


車体を下げる 

















































5-2. 緊急時の対処法 




図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

112 N • m (1 140 kgf • cm ) 


センターオーナメントを取り付 
ける 


HM 互パンクしたタイヤを格納し、工具-ジャッキををとどおりに収納 
する（一 P . 385) 
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5-2. 緊急時の対処法 


パンクしたタイヤ-ジャッキ-工具の収納 



タイヤの外側び上になるよラに地 
面に置さ、アンカープレートを取 
り付ける 

アンカープレートのツメをホイール 
の巧にはめまず。 


巨画互ジャッキ八ンドルをまわしてタイヤを上げる（一 P . 379) 

KDSS & 装着車は、アンカープレートにセットしたタイヤを車両後方に 
引をなび5、ジャッキ八ンドルをまねしてタイヤを上げてください。 
また、タイヤを上げたあと、格納したタイヤびサスペンションの部品に 
干渉していないことを目視で巧認してください。 

^ KDSS については、別冊「オフ□-ド走行取扱書」を参照してください。 

巨匿互工具-ジャッキを収納ずるレ P . 377, 378) 


曰知識 


■スペアタイヤについて 

空気圧を必ず点検してください。（一 P . 410) 

■ ドライバーの使いち 

軸部分を引を抜いて挿し込みち向をかえる 
ことにより、プラス•マイナス両方のドラ 
イバーとして使用でをます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使巧について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け-取 D はずし1；(がの目的で 
使用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ま 高制御び禁止の状態で、エンジンび停止している ’X ( U ヤ八イトコントロー 
ルエアサスペンシヨン装着車） 

♦ジャ ッキで支えられている車の下に体を入れない 

♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし U 上に上げない 
♦まの 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際は樹こ、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してください。 
^操作ち法については、別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、なのことを必ずお守りください。 

♦スペアタイヤは、 ジャッキアップする前に格納具から取りはずしておく 

♦スペアタイヤは 完全に地面に降ろしてから取り出す 

♦センター オーナメントは直接手をかけて取らない 
取り扱いには十分にミち意してください。けびをするおそれびあります。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには面れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後はすぐに1 12 N-m (1 140 kgf - cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦ナッ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P ' 309) 

上記のことをお守りいただかないと、ナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、 

重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■ジャッキ A ンドルを使用ずるときは 

ジャッキ八ンドルび不意に分解しないよラに、ジャッキ八ンドルを組み付けた 

あと、搭載されているドライバーでネジ部を確実に締め付けてください。 

■工具- ジャッキを使用したあとは 

走行前に必ず、指定の場所に確実に収納して<ださい。車室内などに放置する 

と、急ブレーキ時などに工具類び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれびあ 

〇を険です。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■パンクした タイヤを格納ずるときは 

♦タイヤと 車両とのあいだにちのび挟まっていないことを確認してください。 

♦スペアタイヤを 格納したあとは、確実に固定されていることを確認してくださ 
し、固定されていないとタイヤびびたつき、走行中にはずれるおそれびあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンがかからないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 1已 4) に従っても、エンジンびかか 
5ないとさは、巧のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 
姑 n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 1已 4) に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びあり 
まず。（一 P . 1 09) 

■ スターターび ゆっくりまわる/室内な •へッ ドライトび暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

なの原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 395) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターがまわらない 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
ず。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びできまず。 UP . 390) 

■ スターターびまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。レ P . 395) 

• ステア U ング □ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねか5ないとさ、あるいは処置をしてもエンジンびかか日な 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


f 緊急始動機能 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、なの手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(外は、この方法で始動させ 
ないで < ださい。 

因画]]パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
na 互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
feaa 31 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U - モード 
にずる 

巨画因プレーキペダルをしっかり踏んで、 " エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける 
上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考えられまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレバーをシフトずるこ 
とがでさまず。 

iHiiBin I ノ（ーキングブレーキをかける 

固画回"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリー 
モードにずる 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだは、レ 
バーを シフトできます。 


IKIIMII 3 I ブレーキぺダ J レを踏む 



トラブルび起さたら 
















5-2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることがでさまず。 

(一 P . 28) 


392 



5-2. 緊急時の対処法 

電子キーが正常に働かないとまは 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 3己)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧できなくなりまず。このような場合、巧の手順 
でドアを開けたり、エンジンを$台動したりずることびでさまず。 


[ドアの砲綻•解綻 


メカニカルキー（一 P . 28) を使っ 
て;欠の操作びでさまず。 

n 全ドア施綻 
曰全ドア解綻 

メカニカルキーの操作で、ドアガラ 
ス•ムーンルーフを開閉でさるよラに 
設定を変更でをます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ 
さい。 


I モードの切りかえ-エンジン始動の方法 

Emm シフトレノ（一び P の状態でブレーキペダルを踏む 

電子キーのトヨタエンブレム面で、 

" エンジン スター トストップ" ス 
イッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
タートシステムが"エンジンスター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し<検知でさず、警告音が鳴 
0ます。 
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トラブルび起さたら 































5-2. 緊急時の対処法 


巨画互モードの切りかえ： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルから足を離し 
て"エンジンスタートストップ"スイッチを押します。スイッ 
チを押すごとにモードを切りかえることびで定ます。（一 P . 1巳已） 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから10砂じ(内に、ブレーキペダルをしっかりと踏 
み込んで、"エンジンスタートストップ"スイッチを押します。 
処置をしてち作動しないとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


目知識 — 

■エンジンの停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動方法は一時的な処置です。電池び切れたとを 
は、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 33日） 

■才ートアラームについて 

メカニカル キーで 施錠した場合、 オートアラームび 設定されません。 

なお、オートアラーム設定中にメカニカルキーで解錠したとさの作動は、車両 
の設定により異なります。（カスタマイズー覧： 一 P . 413) 

■スマートエント U -& スタートシステムについて 

カスタマイズ機能でスマートエント U -& スタートシステムをキャンセルする 
ことびでをます。 

電モキーび正常に働かないとさは、スマートエント1」一&スタートシステムび 
キャンセルされていないことも確認してください。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 413) 
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5-2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、巧の手順でエンジンを始動ずることがで 
さまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 

固祖リボンネットを開ける（一 P . 310) 

エンジン上部のカノ（一をはずず 
(1 GR - FE エンジン搭載車のみ） 

先端を持ち上げて固定ピンをはず 
し、手前に引いてカバーを取0は 
ずします。 


固圆[互バッテ U —の+端テのカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 

□ ホ色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端モにつ 
なぐ 

且赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ 
U 一の+端モにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ1」一の一端モにつ 
なぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —か日離 
れた、未塗装の金属部（次ページの図におずよラな固定された部 
分）につなぐ 
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5-2. 緊急時の対処法 


► 2 TR - FE エンジン搭載車 




固圆[互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

ilirsl " エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態で、い 
ずれかのドアを開閉ずる 
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5-2. 緊急時の対処法 


国画因救援車のエンジン回転を維持したまま、 " エンジンスタートス 
トップ"スイッチをいつたんイグニッシヨン ON モードにして 
か日、自車のエンジンをかける 

固画团自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

ブースターケーブルをはずしたあとは、バッテ U - + 端テのカバーを 
ちとにちどして < ださい。 

m 互エンジン上側のカノ（一ををとどおりに取り付ける 
(1GR-FE エンジン搭載車のみ） 

取りはずしたときとをの手順で、エンジン上部のカバーを取り付けま 
す。取0付け後は、固定ピンび確実にはめ込まれていることを確認し 
てください。 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


口知識 

■バッテリーあがり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオ（装着車のみ）の電 
源を切って< ださい。 

♦ミま蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびつたとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U - びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


■バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ U - は走行中に自動で充電されます） 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、火や火花び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所しが I に接続しない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶対に接触させない 

♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守り < ださい。 

♦バッ テ U -を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • あ服'車体 
に付着しないようにする 

♦必要し ツ上に、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着した D 目に入った0した場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてて 
お< 

♦バッ テ U —の支柱-ター=ナル-その他の関連部品の取り扱い後は手を洗5 
• おテさまをバッテ U —に近付けない 
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A ミち意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ミ主意してください。 

■エンジン 上部のカバーの損傷を防ぐために (1 GR - FE エンジン搭載車のみ） 

なのことを必ずお守りください。 

♦カバーを 取りはずすとさは、必ず先端を持ち上げて固定ピンをはずしてから、 
カバー本体を手前に引いてください。 

♦カバーを 取り付けるとをは、取り付け部上面を強い力で押さえた D 、 たたいた 
りしないでください。 





5-2. 緊急時の対処法 

オーパーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたとさは： 

固祖互車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
固圆[互ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止ずる。蒸気び出なくなったら、注意してボ 
ンネットを開け、ェンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま、注意してボンネットを開ける 
固圆[互ェンジンルームカバーをはずず（一 P . 312) 

臣画円 1 ラジェーター冷却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか日ェンジンを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 

ェンジンび十分に;ちえてか5、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水ちれを点 
検する 




を却水び不足している場合は、 
を却水を補給ずる 

冷却水びない場合は、応急措置と 
して水を捕給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーバーヒートです。 

♦メーター内の水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下ずる 
♦エンジンルームから蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびあ0を険です。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
し、。 

♦ボンネット （一 P . 310)、エンジンルームカバー(一 P . 312) のま意事項も 
併せてお読みください。 

♦エンジン およびラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


A ミち意 

■を 却水を入れるときのミち意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 
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トラブルび起さたら 









5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤが空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは;欠の方法で脱出してください。 

HM でパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止ずる 

固画回タイヤ前後の±や雪を取り除< 

固画回タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固画[互エンジンを再始動ずる 

m 司シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレー 
キを解除して注意しなび日アクセ J レを踏む 

TRC / アクティブ TRC'VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC / 
アクティブ TRC または VSC を停止してください。（一口. 227) 


■スタックか S の脱出方法について 

別冊 r オフ□ー ド走行取扱書」では、センターデフ□ックや U ヤデフ□ッ 
ク（装着車のみ）など、 4 WD 車の特殊機能を使用したスタック脱出の 
方法を説明しています。状況によっては、それらの機能を使用ずると脱 
出び容易になる場合びあ0まずので、併せて参照して<ださい。 


A 警告 
■脱出ず るときは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ものまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ ト レバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


402 

















5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■ トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、必要し U 上にアクセルペダルを踏まないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 





5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5なくなったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

Eitfirn プレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをく0返し踏まないでください。通常よ0強い力びお 
要とな0、制動距離わ長くな0ます。 

国画回シフトレパ'—を N に入れる 

► シフトレバーび N に入った場合 
固画互減速後、車を安全な道路脇に停める 
固画[互エンジンを停止ずる 


► シフトレバーび N に入日ない場合 

E 1 M 31 ブレーキぺダ j レを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



国画互車を安全な道路脇に停める 


" エンジン スター トストップ" 
スイツチを3秒じ(上巧し続けて 
エンジンを停止ずる 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

ブレーキの効さが悪くなり八ンドルが重<なるため、車のコント□ールがしに 
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてください。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(指定燃料•オイル量など）… 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 

目- 3. 初期設定 

初期設定が必要な項目 ......... 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料 • オイル量など） 


使用ずるオイルの品質により、お車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル-液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂 L ソ外を使巧される場合は、それぞれの油脂に 
ホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


1 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] 暖考値） 

無鉛レギユラーガソ1」ン 

87 


I エンジンオイル 




容量 [ L ] 

(参考値） 

銘柄 

エンジン 

オイルのみ 
交換 

オイルと 

オイルフイ 
ルター交操 

トヨタ純正モーターオイル SN 日 W -20 •》 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE OW -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -2 日 
^ 円 SN ， RC/ILSAC 白 F - 己 ， SAE 己 VV -2 日 

トヨタ純正モーターオイル SN 已 W -3 日 

2 TR-FE 

己.日 

己.7 

——API SN ， RC/ILSAC 白 F - 己 ， SAE 5 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 
—API SN , RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 1 OW -30 
トヨタ純正モーターオイル SM 日 W -20 
—API SM , EC SAE OW -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 已 W -30 
—API SM , EC SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 OW -30 
—API SM , EC SAE lOW -30 

1 白 R-FE 

己.7 

6.1 


※〇 W -20 は新車時に充慎されている、省燃費性に優れるオイルです。 


406 




















6-1 .仕様一 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしま 
す。なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION 
ルサックサーティフィケーシヨン）マークび付いていまず。 

n API マーク 

□ ILSAC CERTIFICATIONS -^ 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



* 0 W -20 は新車時に充慎されている、省燃費性に優れるオイルでず。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 

• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さをおしていまず。 

粘度の高いオイルは高速または重負荷走行に適していまず。 



車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[フシ 1— 夕一 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクー 
ラン h 

凍結保証温度 
濃度300/〇—12て： 

濃度已0% —3己て： 

2 TR-FE 

8.1 

1 GR-FE 

1 1.0 


I 才ートマチックトランスミッション 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

暖考値’ X ) 

トヨタ純正オートフルード WS 

2 TR-FE 

目.目 

1 GR-FE 

10.9 


* 交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I デイファレンシャル 


銘柄（推奨粘度） 

項目 

容量 [ L ] 
(参考値） 

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT 
(API GL - 己 SAE 7己 W -8 己） 

フ□ント 

1.4 

U ャ 

ノ ー7 ル 

2.7 

デフ□ック付き 

2.65 


I トランスファー 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正トランスファーギヤオイル LF 
(SAE 7己 W ) 

1.4 
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6-1 .仕様一 


I パワーステアリング 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘荀直） 

トヨタ純正パワーステア1」ングフルード 

2 TR-FE 

0.7 

1白 R-FE 

1.0 


1 ブ レー キ 



■ ブレーキフルード 


銘柄 


トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ ブレーキペダル 

項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 


1〜目 

踏み込んだとをの床板との 

2 TR - FE エンジン搭載車 

106 

すき間 X - 1 

1 GR - FE エンジン搭載車 

101 

エンジン回転時に4日0 N (50 k 呂りの踏力をかけたときの巧板とのすき間の最ル値 

■パーキングブレーキ 



項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力20 ON (20 kgf ) のとをのノッチ数※2 

己〜7 


ノッチとは、バーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


オツソヤ— 

容量 [ L ] (参考値） 1 4.7 己 


(タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとさの空気圧 
kPa ( k 邑 / cm ピ） 

前輪 

後輪 

26己/6己 R 1 71 12 S 

220 (2.2) 

220 (2.2) 

26己/ 60 R 18 1 10 H 

220 (2.2) 

220に. 2) 
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6-1 .仕様一 


[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□-ビーム（バルブタイプ： H 11) 

已已 


フロントち向指示兼非常点滅灯 

21 


車幅な 

己 


フ□ントフォグライト（バルブタイプ： H 11) 

已已 


サイドち向指示兼非常点滅な 

LED * 

車外 

U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯 

LED * 


尾な 

LED * 


後退灯 

16 


IJ ヤフォグライト* 

21 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号な 

己 


ステップ照明* 

己 


《 に0は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両仕様 
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電球 

W (ワット）数 


フ□ントパーソナルライト 

己 


ルームライト* 

8 


読書な* 

己 


バニティライト 

8 


ドアカーテシ照明 

己 

車内 

グ□ーブボックスライト 

LED * 


シフト照明* 

LED * 


オーナメント照明* 

LED * 


ドアポケット照明* 

LED * 


インサイド八ンドル照明* 

LED * 


足元照明* 

LED * 


& に D は、 Li 卽 t Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

TRJl SOW 

2 TR-FE (2.7 L ガソ U ン） 

4 WD (4 輪駆動） 

GR 」1 己 OW 

IGR-FE (4.0 L ガソ U ン） 

GRJ 151 W 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることが可能な数をくの装備び付いていま 
ず。設定変更は、マルチインフォメーシヨンディスプレイのメーター 
カスタマイズ機能、 またはメーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシス 
テムの画面操作（装着車のみ） X ’、トヨタ販売店で行ラことが可能で 
ず。（設定可能な機能は、それぞれの方法で一部異なりまず） 

マルチインフォメーシヨンディスプレイのメーターカスタマイズ機能 
で設定変更を行ラ場合は、ここで説日月している手順で操作を行います。 

機能によっては、他の機能と連動して設定びかわるものちあ0ます。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 

58ナビ ゲー シ ヨン システムでの設定変更のしかたについては、別冊「ナビ ゲー 
シヨンシステム取扱書」を参照してくださし、（バック&ク I 」アランスソナ ー 
の設定変更のしかたについては、 P . 221を参照してください） 


設定変更のしかた 


操作ずるとさは、安全な場所に停車してシフトレバーを P に入れ、パー 
キングブレーキをかけた状態で行ってください。 



@を巧し続けて、カスタマイズ 
モード画面を表示ずる 



413 























































6-2. カスタマイズ機能 



を上下に操作して設定する 
項目を表示させ、 li ^ j を押す 

設定変更画面が表示されます。 

現在の設定値は枠付をで表示されます。 



を上下に操作して設定値を 


変更する 


機能を有効にする場をは「する」を、 
無効にする場合は「しない」（または 
「 OFF 」 など）を選択します。 
その他の項目では、目的の数値-調整 
レベルなどを選択します。 
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日- 2. カスタマイズ機能 




を押す 


設定変更中画面が表示されます。 
カスタマイズモード画面にもどると、 
設定内容が確定します。 


巨圆互 g を押して、ちとの画面にちどす 


曰知識 


■マルチインフォメーシヨンディスプレイの作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグニッシヨン日 N モードのとを 
























































6-2. カスタマイズ機能 


I 車両カスタマイズ設定一覧 

変更する機能により、トヨタ販売店でのみ変更び可能か、メーターカス 
タマイズ機能などでち可能かどラかび異なりまず。次の表を参考に、 
n 〜 Q の該当ずる方法で設定変更を行ってください。 

n ナビゲーシヨンシステム&装着車：ナビゲーシヨンシステムによる設定 
且ナビゲーシヨンシステム&装着車：メーターカスタマイズ機能による設定 
a ナビゲーシヨンシステム&非装着車：メーターカスタマイズ機能による設定 
□ トヨタ販売店で設定巧能 

※メーカーオプション 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

且 

且 

□ 

ドア□ック 
(^ P . 4己） 

メカこカルキーに 

よる解錠 

1回で 
全ドア解錠 

1回で 
運転席ドア 
解錠、 

連続2回で 
全ドア解錠 

〇 

— 

— 

〇 

車速感応オートドア 
□ック 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

〇 

シフトレバーを 

P し U 外にしたとさの 
全ドア施錠 
(シフト操作連動 
ドア□ック） 

しない 

する 

〇 

— 

〇 

〇 

シフトレバーを 

P にしたとさの 

全ドア解錠 
(シフト操作連動 
アン□ツク） 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

〇 

運転席を開けたとを 
の全ドア解錠 
(運転席ドア開連動 
アン□ツク） 

しない 

する 

〇 

— 

〇 

〇 
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日- 2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

且 

□ 

□ 

スマート 

エントリー 

&スタート 

システム 
(^ P . 31). 
ワイヤレス 

ドア□ック 
(^ P . 43) 
共通 

作動の合図 
(ブヴー音量調整） 

レベル7 

OFF 

〇 

— 

〇 

〇 

レベル 

1〜巨 

作動のを図 
(非常点滅な） 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

〇 

解錠後、ドアを開け 
なかつたとをの自動 
施錠までの時間 

30秒 

巨0秒 

— 

— 

— 

〇 

12日秒 

半ドア警告ブヴー 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

スマート 
エント|」一 

&スタート 

システム 
(^ P . 31) 

スマートエント U — 

&スタートシステム 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

〇 

解錠されるドアの 
選択 

全席解錠 

運転席のみ 
解錠 

〇 

— 

〇 

〇 

連続ロック操作の 
有効回数 

2回 

無制限 

— 

— 

— 

〇 

ワイヤレス 

ドア□ック 
(^ P . 43) 

ワイヤレス機能 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

解錠時の操作 

1回で 
全ドア解錠 

1回で 
運転席ドア 
解錠、 

連続2回で 
全ドア解錠 

〇 

— 

〇 

〇 

ワイヤレスリモコン 

スイッチでのバック 
ドアガラスの□ック 

解除操作 

1回押し 
続ける 
饱） 

1回押し 

— 

— 

— 

〇 

2回押し 

1回押し 
続ける（長） 

非作動 

ラィト自動 
点な-消な 
システム 
(^ P . 18己) 

ライトセンサーの 

感度調整 

標準 

レベル 

— 2〜+ピ 

〇 

— 

〇 

〇 

ライトを点なするま 
での時間 

標準 

長め 

— 

— 

— 

〇 
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6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

□ 

且 

□ 

ィル5ネー 

シヨン 

(^ P . 258) 

室内照明 

点灯制御 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

消灯まで 
の時間 

1已砂 

OFF 

〇 

— 

〇 

〇 

7. 已砂 

吕日秒 

接近時の 
作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

解綻時の 
作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

"エンジン 

スタート 
ストップ" 
スイッチ 
日 FF 後 
の作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

ステップ 

照明* 

点灯制御 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

消灯まで 
の時間 

1已砂 

OFF 

〇 

— 

〇 

〇 

7. 已砂 

3日秒 

接近時の 
作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

解錠時の 
作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

ドア□ッ 
クスイッ 

チで解錠 
したとさ 
の作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

ドアを開 
けたとさ 
の作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























日- 2. カスタマイズ機能 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

□ 

且 

□ 

イル5ネー 

シヨン 

UP . 258) 

シフト照明の作動 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

足元照明-インサイド 
ドア八ンドル照明- 
ドアポケット照明の 
作動# 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

ラウンジイルミネー 
シヨン調光制御* 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

パワー 

ウイン ドウ 
(^ P . 97) 

ドアキー連動 
開閉機能 

しない 

する 

— 

— 

— 

〇 

ワイヤレスリモコン 

連動開閉機能 

しない 

する 

— 

— 

— 

〇 

ムーン 
ルーフ* 

(一 P . 100) 

ドアキー連動 
開閉機能 

しない 

する 

— 

— 

— 

〇 

ワイヤレスリモコン 

連動開閉機能 

しない 

する 

— 

— 

— 

〇 

メーター 

照明 

(^ P . 1 70) 

周囲の明るさによ 
り、 メーターの照度 
を自動減光するため 
のセンサー感度調節 

レベル日 

レベル 

- 2〜+ 2 

〇 

— 

— 

〇 

周囲の明るさによ 
り、減光したメー 
夕一の照度をちとに 
ちどすためのセン 

ヴー感度調節 

レベル0 

レベル 

— 2 -— h 2 

〇 

— 

— 

〇 

エコドライブ 
インジケー 
ターランプ 
(^ P . 14巨） 

エコドライブインジ 
ケーターランプの 
作動 

する 

しない 

— 

〇 

〇 

— 






















6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

□ 

且 

□ 

才ート 

エアつン 

(^ P . 248) 

AUTO スイッチを 

ON にしたとさ、 

A/C (エアコン）ス 
イッチが連動して 
ON になる 

する 

しない 

〇 

— 

— 

〇 

AUTO スイッチが 
ON のとさ、連動し 
て外気導入と内気循 
環を自動的に切りか 
える 

する 

しない 

〇 

— 

— 

〇 

才ート 

アラーム 
(一 P . 11日） 

メカニカルキーを 
使って解錠したとを 
のアラーム解除 

する 

しない 

— 

— 

— 

〇 

ク U アラン 

スソナー& 

パック 
ソナ ー* 

(一 P . 214) 

フ□ントセンサーの 

検巧可能距離 

約1 00 cm 

約已 0 cm 

〇 

— 

— 

〇 

バックセンサーの 

検知可能距離 

約1 50 cm 

約6己 cm 

〇 

— 

— 

〇 

ブヴー音量 

レベル3 

レベル 

1〜已 

〇 

— 

— 

〇 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















日- 2. カスタマイズ機能 


白知識 ^ 

■メーターカスタマイズ機能の設定画面び終了ずるとを 

なの場合は、メーターカスタマイズ機能の設定画面び終了、または他の画面に 
切0かわります。 

•因(一 P '175) を押したとき 

•" エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にしたとを 
♦まび走りはじめたとき佳速約 8 km / h しんじ 
♦警告メッセージび表示されたとを 


A 警告 

■設定 変更の操作を巧ラとをは 

換気のよい場所に停車して行って<ださい。エンジンを始動した状態で操作を 
行5ため、車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、排気ガスに含まれ 
る一酸化炭素 （ C 0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 


A を意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

設定変更の操作は、エンジンをかけた状態で行って<ださい。 


車両仕様 
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已-五初期設定 

初期設定び必要な頃目 


次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあとな 
どに、システムを正しく作動させるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照 

ノくックガイド 
モこ夕一* 

バッテ1」一の充電-交換後の 
再接続時 

別冊「ナビゲーシヨン 
システム取扱書」 

ワイドビューフロント& 
サイドモニター* 

ヒューズ交換後 

マルチテレイン 
モこ夕一* 

バッテ1」一の充電-交換後の 
再接続時 

別冊「オフ□ー ド走行 
取扱書」 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 









さ < いん 


略語一覧 . 424 

五十音順さくいん . 42己 

症状別さくいん . 438 


一力ーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りのお客 
様は、次の装備については「ナビゲーションシステム取扱書」をお読 
み < ださい。 

- GPS ボイスナビゲーション 
-オーディオ&ビジュアル 
-バックガイドモニター 
-ワイドビューフ□ント&サイドモニター 
- ETC システム 
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アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A/C 

ェアコン 

A 巨 S 

アンチロックブレーキシステム 

AI-SHIFT 

アーティフィカルインテ U ジェンスシフト 

AVS 

アダプティブバ U アブルサスペンションシステム 

CRAWL 

ク□ールコントロール 

DAC 

ダウンヒルアシストコント□-ルシステム 

DISP 

ディスプレイ 

ECU 

エレクト U ックコントロールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

INT 

インター5テント 

KDSS 

キネティックダイナ5ックサスペンションシステム 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

PCS 

プ U クラッシュセーフティシステム 

PWR 

パヮー 

SRS 

ヴプンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクションコントロール 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


アームレスト . 291 

アウターミラー 

調整 . 93 

S ラーヒーター . 2已7 

アクティブ TRC. 吕吕已 

アクティブへッドレスト . 81 

アクセサリーコンセント . 282 

アクセサリーソケット . 282 

アシストグリップ& 

つートフック . 292 

足元照明 . 吕已8 

アダプティブバリアブル 
サスペンションシステム ’X’2 
アンチ□ックブレーキ 
システム （A 己 S). 吕2已 

の ETC《] 

イグニッションスイッチ . 154 

イベントデータ 

レコ—夕'— (EDR). 3已4 

イモビライザーシステム . 109 

イル S ネーテッドエントリー 

システム . 262 

インナーミラー . 91 


B ウインカ-(方向指示打) 


W 数........... . 411 

電球の交換…………………………. 314 
方向 指示 レバー . 16已 

ウインドウ 

ウォツシヤー . 191,196 

パワーウィンドウ . 97 

U ヤウィンドウ 

デフ オッ ガー . 2 已 7 


ウインドウ□ックスイッチ . 97 

ウォーニングライト（警告灯）.…3已已 

ウォッシヤー 

液の補給 . 338 

スイッチ . ] 曰],196 

タンク容量 . 410 

冬の前の準備-点検 . 242 

運転 

環境に配慮した運転 . 146 

寒;令時の運転 . 242 

正しい姿勢 . 112 

手順 . 144 

運転席シートベルト 
非着用警告灯 . 3已9 

ち エァコン 

オートエアコン ..... 248 
フィルターの清掃-交換..……340 
エァバッグ 

一般的な警告 . 119 

SRS エァバッグ . 114 

おモさまのためのを意 . 119 

カーテンシールド 
エアバッグに関する警告 ..... 120 
カーテンシールド 
エアバッグの作動条件... ...... 116 

改造-廃棄について ... 122 

警告打.………… .. 3巳巨 

サイドエアバッグに 
関ずる警告…………………..……121 
サイドエアバッグの 
作動条件…………… .................116 

正しい姿勢 . 112 


酉己置 . 114 


1:ソーカーオプションのナビゲーションシステムは、 

別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照ください。 

2 :別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 
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五十音順さ < いん 



フ□ント SRS エアバッグの 


オーディオ *1 



作動条件 . 

] ]已 

才ートアウェイ& 



AUX 端テ※1 


才ートリターン機能 . 

… .90 


エコドライブインジケーター 


オートアラーム . 

.110 


ゾーン表示 . 

183 

オートエアコン . 

.248 


エコドライブインジケーター 


才ート7チック 



ランプ . 

146 

トランスミッション （A/T) 



エレクト□ニック 


S モード . 

.162 


卜ールコレクションシステム *1 

オートマチックトランス 



エンジン 


=ッシ ョン..………… ............. 

. 1已曰 


イグーッシヨンスイッチ....... 

]已4 

シフトレバーび 



エンジン回輯計 


シフトでさない................... 

.391 


(タコメーター） ................... 

168 

オーバーヒート（エンジン） ...... 

.400 


エンジンびかからない.………. 

389 

才ーパーヘッド 



エンジン馨告な ...................... 

3已6 

コンソールボックス . 

.272 


エンジンスイッチ . 

]已4 

オープナー 



エンジンルームカバー . 

312 

給油 □ . 

.10 已 


オーバーヒート . 

400 

バックドア . 

… .49 


かけち . 

]已4 

ボンネット . 

.310 


警告メッセージ . 

360 

オープントレイ . 

.274 


ボンネット . 

310 

お子さまの安全のために 



エンジンイモビライザー 


ウインドウ□ックスイッチ.. 

....97 


システム . 

10白 

エアバッグに関する警告 ...... 

.119 


エンジンオイル 


おモさまのシートベルト 



警告メッセージ...………………. 

360 

誦 . 

....86 


をの前の準備-点検 . 

242 

キーの電池に関ずる警告 ...... 

.337 


mm .............. ……. .................... 

406 

子供専用シート .. 

.123 


エンジンスイッチ 


シートベルトに関する舊告 .. 

… .87 


インジケーター . 

] 已已 

チャイルドシートの固定 …… 

.132 

囚 

操作ち法 . 

] 已已 

チャイルドプ□テクター…… 

発炎筒の取り扱いに関する 

… .46 

オイル 


^告… ................................... 

.346 

油脂類の容量と銘柄 . 

406 

バックドアに関する警告 ...... 

….己] 


応急 用タイヤ 


バックドアガラスに 



空気圧 . 

410 

関する警告 . 

....己巨 


スペアタイヤ . 

37巳 

バッテ U —に関する警告 ...... 

.398 
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五十音順さ < いん 


パワーウインドウに 
関する警告.………… .................. 9曰 

ムーンルーフに関する警告.…103 

オドメーター（積算距離計） ....... 168 

巧 力-テンシ-ルドてアパッグ ..... 114 

カードホルダー . 276 

列気温表示 . 178 

が部入力接続端子^'' 

カスタマイズ機能 . 413 

ガソリンスタンドでの情報 . 444 

カップホルター . 268 

寒冷時の運転 . 242 

白キ- 

キーナンバー . 392 

キーナンバープレート . 28 

キーの構成 . 28 

キーレスエント U -. 31.43 

キーをな< した . 392 

電子キー . 28 

電子キーび正常に働かない.…393 
電子キーの作動範囲 .................. 34 

電子キーの電池び 
切れた..………..………… 393. 336 
電池交換……. ............................ 33目 

メカニカルキー ........ .……………..28 

ワイヤレスドア□ック ............... 43 

ワイヤレスリモコン . 43 

さしみやひつかさ音が間こえる 
(ブレーキパッド 

ウェアインジケーター） ........ 149 

キネテイツクタ’イナミック 


サスペンションシステム （KDSS)《2 


給油 □. 10已 

緊急時の対応 

イベントデータレコーダー… .3 巳4 

エンジンびかからない . 38目 

オーバーヒートした . 400 

キーの電池が切れた . 393 

キーをな< した . 392 

警告なびついた . 3已已 

警告;><ッセージび 
表示された..………………………3目0 
けん弓し.………………………………347 
シフトレバーび 

シフトでさない………………… 39] 

車両を緊急停止する . …..404 

スタックした.……………. ..402 

電モキーび正常に働かない.…393 
電モキーの電池び切れた ........ 393 

発炎筒 . 34已 

バッテ U —があびった . 39已 

パンクした . 37已 

非常点滅な . 344 

B 空気圧（タイヤ） . 410 

空調（エアコン） 

オートエアコン . 248 

フィルターの清掃-交換..……340 
区間距離計 

(トリップメーター） . 1曰 S 

クールボックス . 288 

曇り取り 

フ□ントガラス .. 2已2 

S ラーヒーター . 2已7 

U ヤウインドウ 

デフオッガー . 2巳7 


1:メーカーオプションのナビゲーションシステムは、 

別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照ください。 
2:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 
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五十音順さ < いん 


クリアランスソナー& 

バックソナー . 214 

クルーズコント□ール 

クルーズコント□ール .] 目曰 

レーダークルーズ 

コント□—ル . 203 

グ□ーブボックス . 2日曰 

ク□ールコント□ール& 

ra 計器（メ-夕-) 

表示の切りかえ……………….….169 
マルチインフオ;ーション 

ディスプレイ.. . 174 

メーター.… .... 168 

メーター照度調整…… ............. 169 

警音器（ホーン） . 167 

警告灯 . 171 

警告灯による警告 

ABS Si ブレーキアシスト ..... 3已目 

SRS エアノくッヴ’ . 3已6 

エンジン . 3已日 

KDSS. 3已6 

シートベルト非着巧……………3已9 

充電…… .... 3已已 

燃料残量.….…………. .. 3已9 

パワーステアリング ............... 3已目 

半ド'ア. ...................................... 3已8 

PCS..... . .. ..…..3已7 

プ U テンショナー . 3已目 

ブレーキ… ..... 3已已 

マスターウオーニング…………3已9 
警告ブザー 

ク U アランスソナー& 

バックソナー .2] 曰 

警告メッセージ表示時 . 3已已 

サードパワーシート . 72 


シートベルト非着用 ................ 3已曰 

シフトダウン制限 ... 163 

スマートエント U —ら 

スタートシステム………40, 368 
接近警報（レーダークルーズ 

コント□-ル) . 207 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 364 

半ドア走行時 . 358 

VSC 作動 . 22巨 

プ U クラッシュセーフテイ 

システム . 232 

ムーンルーフ閉め忘れ ............ 101 

U バース ................................... 163 

警告メッセージ 

AT 油温異窜 .............. ..… .......... 3目4 

エンジンオイル圧力 ................ 3目0 

オート7チック 

トランスミッション . 3日] 

ク U アランスソナー& 

バックソナー . 362, 36已 

ク□ールコント□ール . 36色 

衝突警告表示 . 3日日 

ステア U ング□ックシステム 
チェック . 3目] 

スマートエント U —ら 
スタートシステム ................. 3目8 

パーキングブレーキ 
未解除走行.............. ...............364 

バックドアガラス開 ................ 3目3 

.....................3 巨3 

プ U クラッシュセーフテイ 
システム.………36]，364, 366 
マルチテレインセレクト..……3目7 
ムーンルーフ開 ........................ 3目3 
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五十音順さ < いん 


リヤノ V イトコント□ール 
エアサスペンシヨン ............. 362 

レーダークルーズ 
つント □— J レ…3巨2, 36已，366 

化粧用（バニティ）ミラー . 278 

けん弓 I . 347 

己 つートフック . 292 

交換 

エアコンフイルター ............... 340 

キーの電池………… ................... 33目 

タイヤ…. .......................380 

電球 . 314 

ヒューズ……………… ..... …………327 

工具（ツール) . 37已 

光軸調整ダイヤル . 186 

後席確認ミラー . 279 

航続可能距離 . 176 

後退灯（バックアップライト） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 314 

ィ」、物人れ . 272, 294 

子供専用シート . 123 

コンソールボックス . 266 

コンライト（自動点灯■消灯装置） 

設定の変更. ......................413 

ライトスイッチ . 18已 

巧 サ-ドシ-卜 . 68 

サイドエアバッグ . 114 

サイドターンシグナルライト 

W 数 . 411 

電球の交換 . 324 


サイド方向指示兼非常点滅灯 


W 数……….…....…… ...................41 1 

電球の交換 . 324 

で向指示レバー . 165 

云角表示板等収納スペース . 29 已 

サンバイザー . 277 

n シ-卜 

テ供専用シート .. .123 

シートヒーター ... …..286 

サードシート . .................68 

ヴードシートの調整に 
関する警告….………….……………76 

セカンドシート . 61 

セカンドシートの調整に 
関ずる警告.……………. .…… ........66 

正しい姿勢 . 112 

チャイルドシートの固定..……132 

手入れ . 304 

ドライビングポジション 

メモリー . 78 

フ□ントシート . 已9 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 60 

ヘッド’レスト . 81 

シートヒーター . 286 

シートアレンジ 

アレンジ操作前の準備…….目2,巨8 

サードパワーシート . 72 

ヴードマニュアルシート ...........69 

セカンドシート ......63, 65 


ち I 口 J 指 W レノ、一 . 16已 


:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照して<ださい。 
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五十音順さ < いん 


シートベルト 



車幅打 


お子さまの着巧.………………… 

...86 


W 数...……………………… .......... 

.41 1 

格納のしかた .62. 68 


電球の交換 . 

.318 

緊急時シートベルト 



ライトスイッチ . 

.185 

固定機構 . 

...86 


車両カスタマイズ機能一覧 ........ 

.413 

シートベルト非着巧警告灯... 

3已呂 


車両型式 . 

.412 

シートベルト 



車両仕様（スペック） . 

.4 日日 

プ U テンシヨナー . 

...8 已 


収納装備 . 263. 

294 

清掃-手入れ . 

30已 


手動光軸調整ダイヤル . 

.186 

正しい着用... ........................... 

...84 


瞬間燃費 . 

.177 

チャイルドシートの固定 ....... 

132 


初期設定 . 

.422 

胃整… ......................... … .... 

...84 


助手席シートベルト 


妊娠中のちの着用…….. .......... 

...86 


非着用警告灯 . 

.3 已9 

プ U クラッシュシートベルト 

...8 已 




室内灯 


曰 

水温計 . 

.168 

W 数 . 

411 


スイッチ 


イルミネーテッドエント U — 



イグーッション . 

.154 

システム . 

2巨2 


ウインドウ□ック . 

....97 

自動消な機能 . 

2巨2 


エンジン . 

.154 

読書打 . 

260 


エンジンスタート 


フ□ントパーソナルライト... 

2已呂 


ストップ . 

.154 

ラウンジ照明調光スイッチ... 

2巨] 


ENTER . 

.174 

ルームライト . 

260 


クルーズコント□-ル . 

.199 

シフトレバー 



サードパワーシート . 

… .72 

オートマチックトランス 



シートヒーター . 

.286 

=ッシヨン.…………………..... 

]已9 


車間距離切りかえ . 

.20 已 

シフトレバーび 



ドァ=ラー………………… ........ 

… .白3 

シフトでさない..…........…… 

391 


ドァ□ック ....................... …… 

… .4 已 

シフト□ックシステム . 

391 


時計調整.... ... 

.280 

車高切りかえスイッチ *2 



ドライビングポジション 


車高制御 off スイッチ 

349 


メモ U — 

78 

車速 



トランスファー . 

.348 

スピードメーター . 

] 巨扫 


バックドア . 

… .33 

平均車速 . 

177 


バックドアガラス . 31,已4 

ジャッキ . 

37已 


パワーウィンドウ . 

… .97 

ジャッキ八ンドル . 

37巨 
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五十音順さ < いん 


ノ V ンドル位置調整...……………… . 8 曰 
非常点滅打............................... 344 

VSC OFF. 227 

フォグライト . 18 曰 

プ IJ クラッシュブレーキ 

OFF. 233 

フ□ントワイパー 

デアイサー .] 日扫 

ムーンルーフ . 100 

メニュ ........... 174 

ライト . 18 已 

ラウンジ照明調光 ................... 26 ] 

U ャウィンドウ 

デフ ォッ ガー………… ............ 2 已 7 

レーダークルーズ 

コント□—ル . 203 

ヮィパ ー& 

ウォッシャー .] 曰 1,196 

スイッチモード . 179 

スタック 

スタックした . 402 


ステア U ングスイッチ 
(オーディオ） 

ステアリングホイール（八ンドル) 


ステア U ング□ック .... 1已 7. 374 

調整.… ...........................89 

パワーステア U ング警告灯... . 3已6 
ストップライト（制動口） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 32巳 

スピードメーター（速度計） ....... 168 


スペアタイヤ 

格納場所. .................................. 37已 

空気圧 . 410 

交換で法 . 380 

取0出しち . 378 

スペック（車両仕様） . 40巨 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 154 

作動範囲……………..… ..... ………….34 

車両カスタマイズ機能…………413 
スイッチ…. ..... ………………………..3] 

正常に働かない.…… ....... .……...393 

節電機能.… .................................. 3巳 

バックドアスイッチでの 
施錠-解錠…........… ..................33 

フ□ント席ドア八ンドルでの 
施錠-解錠…........… ..................32 

ち清掃 

外装 . 300 

シートべ J レト . 30已 

内装 . 304 

制動口（ストップライト） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 324 

セカンドシート 

アームレスト ........................... 291 

ヴードシートへの乗り降り .......61 

シートアレンジ操作を 
す子ラ前に ..... …………………………62 

セカンドシートの前倒し ........ ...巨已 

調整 . 61 

積算距離計（オドメーター） ........ 168 


1:メーカーオプションのナビゲーションシステムは、 

別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照ください。 
2:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 

















































五十音順さ < いん 


百 

巧 


センサー 



タコメーター 


インナー=ラー .. 


.....92 

(エンジン回転計) . 

..168 

プ IJ クラッシュ セーフ テイ 


因 



システム . 


..234 

チェーン（タイヤチェーン） ..... 

..242 

へッドライト . 


.. 18扫 

チャイルドシート 


レーダークルーズ 



IS 日 F!X バーでの固定 . 

..13已 

コント□ール . 


..20呂 

シートベルトでの固定 . 

..133 

洗車 . 


.. 300 

チャイルドプ□テクター . 

… 46 

前照巧（へッドライト） 



駐車ブレーキ 


............................. 


..411 

(パーキングブレーキ） . 

..166 

手動光軸調整ダイヤル 


.. 186 



電球の交換 . 

31已 1 316 


ツール（工具） . 

..37已 

ライト消し忘れ防止機能 ..... 

.. 188 



ライトスイツチ…… ..... 


.. 18已 


ディスプレイ 


センターデフ□ックスイッチ.. 

..348 

ク U アランスソナー& 


センターボックス . 


..272 

バックソナー . 

..214 




警告;><ッ セージ . 

..360 

走行時間 . 


.. 178 

スイッチモード . 

..179 

速度計（スピードメータ- 

-).... 

.. 168 

ドライブモーター機能 ……… 

マルチインフォメーシヨン 

..176 

ターンシグナルライト（方向指示口） 

ディスプレイ . 

..174 

W 数 . 


..411 

メーターカスタマイズ機能. 

..413 

電球の交換 . 

31日 1 321 

レーダークルーズ 


ち向指おレバー . 


.. ] 巨已 

コント□ール .... 

..203 

タイヤ 



手入れ 


空気圧 ... . 


..410 

外装…….… .. 

..300 

交換 . 


..380 

シートベルト . 

..30已 

スペアタイヤ...………… 


..37已 

鴨 . 

..304 

チ:!:ーン . 


..242 

テールライト（尾口） 


点検 . 


..307 

W 数……..……… ...................... 

..411 

パンクした . 


..37已 

電球の交換 . 

..324 

冬用タイヤ . 


..242 

ライトスイッチ . 

..185 

□ーテーシヨン . 


..307 

デッキフック . 

..2白4 

ダウンヒルアシストコント□ール 



システム （ DAC ) ※吕 
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五十音順さ < いん 


ァ J オツカー 

フ□ントガラス 


盗難防止システム 

2已2 エンジンイモビライヴー 


S ラーヒーター . 2已7 

U ヤウインドウ 

デフ オツ ガー . 2已7 

電球（バルブ） 

W 数 . 411 

交換 . 314 

点検•部品交換 . 310 

電子 キー 

作動範囲.……………………………… . 34 
正常に働かない..…………………3目3 
節電機能………………………………. . 3已 
電子キーの電池び切れた..……3曰3 

電池交換….. .. 33目 

電話スイッチ ’XI 


旦ドァ 

ドアカーテシ照明 . 2已扫 

ドアガラス . 97 

ドアミラー . 93 

ドア□ック . 4已 

バックドア………… ...................... 4曰 

半ドア警告灯..… .. 3已8 

半ドア警告表示….……… .......... 182 

フ□ントドア….. .... 4已 

フ□ントドアポケット. ...... ..…274 

U 巾ドア…………. ... ..4己 

ドアガラス . 97 

ドア巧一 

調整 . 93 

S ラーヒーター . 2已7 


システム . 109 

オートアラーム . 110 

I ''ークスイッチ※1 
読書阿 

W 数 . 411 

スイッチ . 260 

時計 . 280 

トップテザーアンカー . 132 

トノカバー . 296 

K ライ 7 V ’一. 376, 38已 

ドライビングポジション 

メモリー . 78 

ドライブモニター . 176 

トラクションコント□ール 

( TRC ). 22已 

トランスファースイッチ . 348 

卜 IJ ップメーター 

(区間距離計） . 168 

^ナビゲ-ションシステム※1 

白二-ェァバッグ . 114 

荷物 

積むとさのを意………… ............ 240 

ラゲージルーム巧装備 ............294 

巧 ネットフック . 294 

燃費 

給油後平均燃費 . 177 

瞬間燃費 . 177 

平均燃費 . 177 


1:メーカーオプションのナビゲーションシステムは、 

別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照ください。 
2:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 
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五十音順さ < いん 


燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.…444 


給油 . 10已 

種類 . 406 

燃料計 . 168 

燃料残量警告な . 359 

容量 . 406 

0パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 166 

パーソナルライト 

W 数..……… . .....411 

スイッチ……..………………………2已9 
八イ7ウントストップライト 

WlJ.........................................411 

電球の交換 . 324 

八ザードライト（非常点減灯） 

W 数 . 411 

スイッチ . 344 

電球の交換 . 31目，321 

挟み込み防止機能 

ドアガラス . 98 

ムーンルーフ . 101 

発炎筒 . 34己 

バックアップライト（後退灯） 

W 数........... . .....411 

電球の交換… ........321 

バックソナー . 214 

バックドア 

スイッチ.…... ..... .…………………….33 

施錠-解錠 . 4曰 

バックドアガラス..………………..已4 
バックドアステー . 49 


パックドアガラス 

開け方…… ....... 已4 

解錠....…………………… ..... .…………33 

バッテリー 

バッテ U —あびりを 

防ぐために . 262, 278 

バッテ U —があびった . 39已 

冬の前の準備-点検 . 242 

バニティ（化粧用）ミラー . 278 

パニティライト 

W 数 . 411 

機能 . 278 

バルブ谭球） 

W 数……….…..... .... 411 

交換…………………… ................... 3]4 

パヮーゥィンドゥ . 97 

パンク 

パンクした.. ......................... .…37已 

番号に r (ライセンスプレートライト） 

W 数 . 411 

ライトスイッチ . 18巳 

半ドア警告な . 358 

半ドア警告表示 . 182 

八ンドル（ステアリングホイール） 
ステア U ング□ック ..... 1已7, 374 

調整..…….......... ...... .…………………89 

パワーステア U ング警告阿... .3 巳6 

Hi ビ-クルスタビリティ 

コント □—J レ (VSC). 22已 

ヒーター 

オートエアコン . 248 

シートヒーター . 286 

S ラーヒーター . 2巳7 
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五十音順さ < いん 


非常点滅打（八ザードライト) 


WlJ ....................................... ..411 

スイッチ . 344 

電球の交換 . 319, 321 

尾打（テールライト） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 324 

ライトスイッチ . 18已 

ヒユーズ . 327 

表示灯 . 171 

表示灯による警告 

L 4 作動表示打…………………… . 3已7 
クルーズコント□-ル 

表示灯 .. .. .3 已8 

車間制御モード表示な…………3已8 

ス U ップ表示な . 3已6 

センターデフ□ック 

作動表示な . 3已7 

定速制御モード表示灯 . 3已扫 


U ヤデフ□ック作動表示灯.…3已7 

ヒルスタートアシスト 
コント□-ル※ 


团 フォグライト 

W 数…..…… . .....411 

スイッチ.…. .. . . 18曰.190 

電球の交換………… ...... ..317| 323 

フック 

けん弓ロック . 347 

つートフック . 292 

デッキフック . 294 

ネットフック . 294 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 353 

冬用タイヤ . 242 


プリクラッシュシートベルト . 8曰 

プリクラッシュセーフテイ 

システム ( PCS ). 232 

フルタイム 4 WD ^ 

ブレーキ 

警告な . 3巳已 

パーキングブレーキ . 166 

メンテナンスデータ . 406 

ブレーキアシスト . 22已 

ブレーキパッドウエア 

インジケーター . 149 

フ□アマット . 293 

フ□ントシート 

調整.. ..... ...己9 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 60 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 411 

電球の交換 . 319 

で向指示レバー . 16已 

フ□ントパーソナルライト 

W 数 . 411 

スイッチ . 259 

フ□ントタイヤち向表示 . 17日 

フ□ントドアポケット . 274 

フ□ントフォグライト 

W 数….…..............…...... . 411 

スイッチ . 189 

電球の交換 . 317 

フ□ントち向指示兼非常点減灯 

W 数..…………… ........41 1 

電球の交換 . 319 

で向指示レバー . 16已 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 198 


:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照して<ださい。 
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五十音順さ < いん 


Q 平觸速 . 177 

平均燃費 . 177 

へッドライト（前照打） 

W 数 . 411 

手動光軸調整ダイヤル . 186 

電球の交換 . 315, 316 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 18扫 

ライトスイッチ . 18已 

ライトセンサー . 18扫 

へジドレス!- . 81 

ヘルプネットスイッチ 

巧 ホイール . 307 

ホイールナットレンチ . 37巨 

方向指示打（ウインカー） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 319, 321 

方向指示レバー . 16已 

方向指示レバー . 1巨已 

ホーン（警音器） . 167 

補助確認装置 . 9已 

ボトルホルダー . 271 

ボンネット . 310 

曰 マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 174 

マルチテレイン八巨3&2 

職 ミラ- 

イン ナー S ラー . 91 

後席確認 S ラー . 27曰 

ドアミラー . 93 

バニティ S ラー . 27扫 

補助確認装置 . 9已 

S ラーヒーター . 2已7 


巧 ムーンルーフ . 100 

メ—夕 — （計器） 

表示の切りかえ . 169 

マルチインフォメーシヨン 

ディスプレイ . 174 

メーター . 168 

メーター照度調整 . 169 

メーターカスタマイズ機能 . 413 

メンテナンス 

初期設定.…….. . .……...422 

メンテナンスデータ . 406 

向 USB ジャック※] 

ユーザーカスタマイズ機能 . 413 

油脂類 . 40巨 

la ライセンスプレートライト（ま号巧） 

W 数 . 411 

電球の交換 . 324 

ラィト 

W 数.…………… .......................... 411 

足元照明.…… . 2已8 

インサイドドア八ンドル 

mm ....... ... 2 已8 

オーナ;/ント照明 . 2已8 

グ□ーブボックスライト……. .2 目已 

室内打一覧 ... 258 

シフト照明 . 258 

ステップ照明 . 2巳8 

電球の交換 . 314 

ドアカーテシ照明 . 2巳8 

ドアポケット照明 . 258 

読書口 . 260 

バニテイライト . 278 

非常点滅な.…………………………344 
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五十音順さ < いん 


フォグライト ........................... 189 

フ□ントパーソナルライト .... 2已曰 

へツドライト . 18已 

方向指示な . 165 

ルームライト . 260 

ライト消し忘れ防止機能 . 188 

ライトセンサー . 188 

ラゲージルーム 

ル物入れ . 294 

云角表示板等収納スペース.... 294 
デッキフック..…………………… .2 曰4 
トノカノく一………… ................... 2曰6 

ネットフック.……… ... 2曰4 

ラゲージレール.… . …..2曰7 

ラダージレール . 297 

巧 リヤウインドウデフォッガ- ..... 257 

リヤシート 

ヴード'シート . 68 

セカンドシート . 61 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 411 

電球の交換 .32] 

方向指示レバー . 16已 


リヤデフ□ック※2 
リ中八イトコント□ール 
エアサスペンション ’ X ’2 
U ヤち向指示兼非常点滅灯 


W 数 . 411 

電球の交換 . 321 

方向指示レバー . 16已 


IJ ヤフォグライト 

W 数……….................…. ............ 411 

スイッチ . 190 

電球の交換 . 323 

リャワイパー . 196 

因 ルームライト（室内な） 

W 数 . 411 

スイッチ . 260 

ra 冷却* 

冬の前の準備-点検 . 242 

mm .... ... 408 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート..……400 
レーダークルーズ 

コント□—ル . 203 

巧 □ッッ 

ウインドウ□ック . 曰7 

シフト□ックシステム . 391 

チャイルドプ□テクター ......46 

ドア□ック .................4 已 

0ワイドビュ-に夕-スイッチ※] 
ワイパー 

フ □ント. . 191 

U ャ .................. … ................... 196 

ワイパーデアイサー . 198 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 336 

リモコン . 43 


1:メーカーオプションのナビゲーションシステムは、 

別冊「ナビヴーションシステム取扱書」を参照ください。 
2:別冊「オフ□ー ド走行取扱書」を参照してください。 


















































症状別さくいん 

症が別さ<いん 


タイヤびパンクした 


エンジンびかからない 


シフトレバーび動かない 


水温計の針び 
ホいゾーンに入った 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 


キーを な< した 


バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .37 日 

パンクしたとさは 


P . 389 

エンジンがかからないとをは 

P . 109 

エンジンイモビライヴーシステム 

P . 395 

パッテ U —びあびったときは 


P . 391 

シフトレバーびシフトできない 
とさは 


P . 400 

オーバーヒートしたとさは 


P .392 

キーを な<したとさは 


P .3 目日 

パッテ U —びあびったとさは 


P .31 

P . 43 

P .4 巳 

ドア 


ホーンび鳴り出した > 

P . 110 

オートアラーム 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった / 

P . 402 

スタックしたとをは 


警告打び点打-点滅した \ 

P .3 巳日 

警告なびついたとさは 
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症状別さくいん 



■表示 I 灯による警告一覧 


た^ クルーズコン ト □— ル 表。: 
W 口※(庶威時） P ' 3巳8 


4L0 


4 L 0 作動表示な（点滅し 
たままのとさ） P . 357 


S ス U ップ表示な（点なし 
たままのとさ） P . 3 己已 


打# I センタ-デ兀ック欄鼠打協 
ム 滅したままのとき） P . 357 


一， I 車間制御モード表示口 
价(点滅晚 P . 358 


ザ I U 朽'兀ック作動表就（点 
I •ム I 滅したままのとき） P . 357 


’ X レーダークルーズコント□ール装着車は、定速制御モード表示なにな 
ります。 
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症状別さくいん 


■警告一覧 


ム 

マスターウオーこング 
P . 3已白 

1- +1 

充電警告な 

P . 3已已 

0 

エンジン警告灯 

P . 356 

(©) 

フ レーキ 警告な 

P . 3已已 

を 

半ドア警告灯 

P . 358 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P . 3已目 

(©) 

A 目 S & ブレーキ アシスト 
警告'な P . 356 


PCS 

PCS 警告な（点滅した 
ままのとさ） P . 3 己己 

©! 

パワーステアリング 
警告灯 P . 356 

KDSS 

KDSS 警告灯 

P . 3 已色 

み 

運転席シートベルト非 
着用警告な P . 359 

PASSENGER 

ぶ 

助手席シートベルト非 
着用警告な P . 3已白 


燃料残量警告な 

P . 3 已白 


警告メッセージび表おされた 



警告メッセージび表おされたとさは 


警告音び鳴った 


■警告打の点な-点滅、またはマルチインフォメーションディスプ 
レイの警告メッセージをご確認ください。 

♦警告灯び点灯-点滅している（一 P . 3已已） 

♦警告メッセージび表示されている（一 P . 3日 0) 
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症状別さくいん 


■警告巧の点灯 • 点滅やマルチインフォメーシヨンディスプレイ 
に警告メッセージびないとさ、または車外で警告音び鳴ったと 
さは、なのことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 40 

車外に出たとを 

パックドアガラスを閉めたとさ 

スマートエント U — &スタート 
システムで□ックセンサー部に 
ふれたとさ 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 163 

シフトダウンしたとを 

P . 163 

ブレーキを踏んだとを 

P . 149 
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症状別さくいん 
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症状別さくいん 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック給油 □ 


P . 310 P . 105 



燃料の容量（参考値） 

87 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソリン P . 10目，406 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

タイヤサイズ 

前輪 後輪 


26己/6己 R 1 71 12 S 

220 (2.2) kPa 化旨 / cm 2 ) 

26己/ 60 R 18 1 10 H 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

► 2 TR - FE エンジン搭載車 

オイルのみ交換時 . 已 .0 L 

オイルとフィルター交換時……已 .7 L 

► 1 GR - FE エンジン搭載車 

オイルのみ交換時 . 日. 7 L 

オイルとフィルター交撰時…… 6.1 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

• SN 0 W -20 (API SN 、 RC/ILSAC GF - 已 、 SAE 0 W -20) 

• SN 日 W -2 日 （API SN 、 RC/ILSAC GF - 日 、 SAE 日 W -20) 

• SN 己 W -3 日 （API SN 、 RC/ILSAC GF - 己 、 SAE 己 W -3 日） 

- SN 10 W -30 (API SN 、 RC/ILSAC GF - 己 、 SAE 1 OW -30) 

• SM 日 W -2 日 (API SM、EC SAE 日 W -2 日） 

• SM 5 W -30 (API SM、EC SAE 日 W -3 日） 

- SM ] 日 W -3 日 (A 円 SM、EC SAE ] 日 W -3 日） 






















































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 
全国 巧 适’ フ U — コール 

眉!0800 -700-7700 

オープン時間 3 目日日 9: 弧〜 18: 日日 

所在地〒4加- 0002 をち屋巿中巧区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人‘廈報保護ち針」については、 
http://WWW. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会お: 

http://toyota.Jp 
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